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はしがき 

 

 

 本報告書は，2022 年度に学長施策特別予算として採択された，研究課題「「STEAM 教育力」を

育成する「総合的な学習（探究）の時間」を基盤にしたカリキュラム開発とハイブリッド検証シ

ステムの構築」における研究成果をまとめたものである。 

 本研究は、学生の成長を促す新しい教育方法の開発につなげる実効性のある学習モデルを提案

し，学内の中長期目標である「将来ビジョンの明確化と教育研究組織の改革」の基礎資料を得る

ことを目的としている。 

（1）教職科目「総合的な学習（探究）の時間」を基にした STEAM教育プロトタイプのカリキュ

ラムを開発では、目的に示した資質・能力の整理を行い、学内では，研究プロジェクトチームを

発足し，4 つの班（総括研究班，理論的研究班，教材開発研究班，実践研究班）を据えて分担しな

がら研究を遂行してきた。また、「総合的な学習（探究）の時間」の具体的な授業づくりを推進す

るための基盤研究の推進を行い、設定した 3 つの資質・能力の伸長を量的・質的な分析により明

確にした。 

（2）ハイブリッド検証システムは，（1）の研究成果や検証と往還させながらすすめた。特に、協

働研究委員会の設置では、協力関係が得られている教育委員会，教員養成系大学，教育学部関係

における各分野の研究者に検証委員会を組織化した。これは、専門的かつ多角的な視点で分析を

試みた。 

 これらの取組は、第 1 章で示した 12 月 21 日の公開シンポジウムで方向性を明確にした。来年

度や今後の研究の進展も見据え、国内外の STEAM 教育研究者から研究の最新情報の提供をいた

だいた。また、後半では、本年度、総合的な学習の時間に取り組んだ学生の実践の報告を行っ

た。 

今回の報告で得られた知見は，広く活用されることを願うとともに，今後，さらに本研究を発

展させていければと考えている。 

 

 

 

令和６年３月 

研究代表者  後 藤 顕 一   



 

 

 

研究目的 

 

本研究は，二つの目的を有する。 

 

一つ目は，「令和の日本型学校教育」を推進するための教員に求められる「STEAM 教

育力」を備えた人材養成，SDGs への学校教育での貢献を目指し，教職科目「総合的な学

習（探究）の時間」を基にした大学の授業と学校現場での活用を往還させる実効性のある

STEAM 教育プロトタイプのカリキュラムを開発することである。  

これから求められる STEAM 教育の育成すべき資質・能力を「STEAM 教育力」として

設定し，具体的に「3 つの視点」と「3 つの資質・能力」を位置付け，「スコープとシーク

エンス」を明確にし，我が国の教職課程科目における基盤研究として，「総合的な学習（探

究）の時間」の先導的，革新的な実効性のあるプロトタイプを示す。  

 

二つ目は，協力が得られる教育委員会，他の教員養成系大学に属する専門的かつ多角的

な知見を有する研究者による，分析と検証，さらなる改善を行うことが可能なハイブリッ

ド検証システムを構築することである。 

 カリキュラムは作成してゴールではなく，計画・実践・実践後の評価，分析・検証が必

要となる。これは，国が示しているカリキュラム・マネジメントの具体的な方法ともいえ

る。そこで，本研究では「総合的な学習の時間」に関係する内部・外部の協力者，有識者

による評価，分析や検証を行う組織をつくり，カリキュラムの評価，分析をおこない，成

果と課題を明らかにしていくこととした。 

 

 

          

         

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅰ．2023(令和 5)年 12月 21日  

 

公開シンポジウム 

 

日常や社会をつなぐ学びによる学習者の 

主体性を引き出す授業づくりの実現に向けて 

諸外国の動向と我が国のこれからの 

カリキュラム構想の方向性 

  

 

 

 

 

 

  



 

 

 

「「ＳＴＥＡＭ教育力」を育成する「総合的な学習（探究）の時間」を基盤にした 
カリキュラム開発とハイブリッド検証システムの構築」公開研究会 

   ２０２3 年１２月２１日 

 

【後藤】  皆さん、こんにちは。本日は、東洋大学教職センター主催

のプロジェクト研究「「ＳＴＥＡＭ教育力」を育成する「総合的な学習

（探究）の時間」を基盤にしたカリキュラム開発とハイブリッド検証シ

ステムの構築」ということで、お集まりいただきまして誠にありがとう

ございます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

本日、進行を務めさせていただきます、東洋大学教職センター長、後

藤と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

 本日でございますが、「日常や社会をつなぐ学びによる学習者の主体

性を引き出す授業づくりの実現に向けて」ということで、ＦＤ研修会を

兼ねてございます。前半は、諸外国の研究をなさっている先生方にお話

をいただき、我が国のこれからのカリキュラムの構想の方向性について

検討してまいりたいというふうに思ってございます。後半は、取組を深

めています学生の諸君も交えて、協議を進めていきたいというふうに思

ってございます。 

 まず、今日のこの会に先立ちまして、矢口学長から開会のご挨拶をい

ただきます。をさせていただきます。 

【矢口】  皆さん、こんにちは。東洋大学学長の矢口悦子と申します。

本日は、東洋大学教職センター主催の研修会に御参加いただき、誠にあ

りがとうございます。研修会に先立ちまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 東洋大学では、教育力強化に資する、魅力的かつ独創的、発展的なプ

ロジェクトを支援するための制度を、学長施策として設けております。

教職センター長である後藤教授をリーダーとした「「ＳＴＥＡＭ教育力」

を育成する「総合的な学習（探究）の時間」を基盤にしたカリキュラム

開発とハイブリッド研修システムの構築」という取組も、その教育

力強化プロジェクトとして採択され、昨年度より実施いたしております。  

 このプロジェクトは、これからの社会人に求められるＳＴＥＡＭ教育

力、すなわち多角的な思考力に加えて、例えば前に踏み出す力、考え抜

く力、協働する力を育成するために、教職科目である総合的な学習の時

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    東洋大学 矢口学長のご挨拶 

 

 



 

 

 

間について、学生教育を通じてその実効性のあるカリキュラムの開発を

目指してきております。 

 実際に、このプロジェクトの下で実施された授業で、学生たちは、例

えばＳＤＧｓに関するテーマを扱う授業づくりを実施し、深い探究を行

い、学生間の相互評価や外部の先生方の御助言により、大変質の高い学

びを得ることができたとのことです。 

 ただいま申し上げましたとおり、本取組には外部の専門家の方々にも

参画いただき、取組を多角的、多面的に検証することを目指したハイブ

リッド検証システムを構築し、学生の成長を促す新しい教育方法、強化

方法の試行的な開発を進めることができたとの報告を受けております。

御協力いただきました皆様に、この場をお借りいたしまして厚く御礼申

し上げます。 

 本日のプログラムでは、前半に韓国、中国、国際バカロレア機構での

ＳＴＥＡＭ教育に関する研究動向を、各専門の研究者の方々に講演いた

だきます。続いて、日本の状況ですが、日本では、ＳＴＥＭ教育に芸術、

リベラルアーツ要素であるアートを統合したＳＴＥＡＭ教育として進

められており、このアートの捉え方について、本学教職センターの角谷

昌則副センター長より、その意義について報告をいたします。後半は、

本年度の取組を振り返り、成果と課題を明らかにしていくため、学生も

交えた討論が予定されております。 

 東洋大学では現在、新しい総合知を提供する全学共通教育への転換を

計画しており、全学的にも本プロジェクトで示されているような方向で

の大学教育へとかじを切っております。本日の報告や議論を通じて、学

校教育から大学教育につながる教育の特質に関わる検討がますます深

いものとなることを願い、簡単ではございますが御挨拶をいたします。

本日は、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【後藤】  矢口学長、ありがとうございました。 

 これからこのような形で進めてまいりますが、前半は、諸外国の取組

ということと、それから、まずはアートの捉え方について御発表いただ

きます。本日の目的は、学生が主体的な学修を促す方略を皆さんで考え

ていきたい、こういった趣旨でございますので、先生方、御参会の皆様

の忌憚ない御意見をいただくことができればと思ってございます。 

  前半は、まず「ＳＴＥＡＭ教育のＡに関する考察とこれからの養成

課程におけるあり方」についてということで、角谷副センター長のほう

からお話をいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    東洋大学 教職センター長 
 後藤 顕一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 １．STEAM 教育の A に関する考察とこれからの養成課程におけるあ

り方  「STEAM 教育、日常や社会とのつながり」の視点から 

東洋大学 教職副センター長 角谷昌則 教授 

 

【角谷】 東洋大学生命科学部の角谷昌則と申します。ふだんは、今、

司会のほうを担当されておられました後藤先生とともに、教員養成課程

で仕事をしておりまして、教育学系の科目を担当しております。このた

び、現在、画面で御覧いただいているようなテーマをいただきましたの

で、これに関してお話をさせていただきます。 

 私の話の内容ですけれども、３つの項目を含んでおります。まず、１、

アート思考の実践としまして、アート思考の特徴や使用の手順について

お話をいたします。次に、２、アート思考の深化へと進んで、アート思

考の意義や効果、そして、アート思考を実践する者に求められる心構え

について触れていきます。最後に、教員養成やＳＴＥＡＭ教育との関連

から、３、指導上の留意点という項目を立てて、学校での使用における

留意点などを挙げてみたいと思います。 

 最初に、アート思考の特徴を押さえていきたいと思います。アート思

考には２つの大きな特徴があります。まず、問題提起と呼ぶべき特徴で

す。アーティストたちは、アーティスト個人の独創的な考えや視点でも

って、私たちの社会や人間の在り方などに潜む問題や課題をえぐり出

し、それを作品を通じて提起していきます。その行為は、問題含みな現

状を批判的に捉えて、理想の未来を追求するといった姿勢や意図に裏打

ちされています。これは、アーティストが作品を生み出す際の初期段階、

つまり、無から有を生み出す最初の一歩に着目するものでありまして、

一旦出された問題をどう解決するかといった思考や活動とは異なりま

す。 

 次に、自己起点と呼ばれる特徴が挙げられます。何か新しい問題を見

つけるには、既成概念に頼っていては難しいです。アーティストが作品

を生み出す際のように、アート思考では、自分オリジナルの発想や着眼

点や価値観をベースに、独創的に対象に切り込んでいきます。そこでは、

自分本位であることが重視され、これはアート思考では、自分がこの社

会や人間の在り方などをどう見て評価しているのか、自分がそれらをど

うしたいのかを大胆に考えることが促されるということです。 

 このため、自分以外の視点、例えば、他者や社会などにとってどうな

のか、役に立つのかなどといった視点は度外視されます。それくらいで

なければ、エポックメーキングな新基軸は望めないと考えます。また、

 

 

 

 

 

 

 

東洋大学 角谷昌則 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

そのための着想は、思考もあれば、直感とか、あるいは天恵などと呼ば

れるものなど、様々な形が許容されます。 

 では次に、アート思考を使う際の手順を見ていきます。手順について

は論者によって様々な分類がありますが、ここでは、スライドの左半分

にあるような６段階のモデルを取り上げてみました。 

 まず、最初に、①貢献という段階から入っていきまして、アイデアの

提供・共有に専念するという内容を含んでおります。その次が、②逸脱

というもので、固定観念を意図的に外して考えてみる。このプロセスは

次の③の破壊に進み、さらに慣れ親しんでいたものを破壊してみるとい

ったところも試みてみます。さらには、４番目の漂流。環境やパートナ

ーを変えてみるなどということも試みてみまして、そういった②から④

の段階を踏まえた上で、５番目の対話へと進んでまいります。そこでは、

本音をぶつけつつ作品を理解・修正し、まとめるという作業が行われま

す。それらを経て最終的に、６番目の出展ということで、作品を展示し

て観客の反応を受けるという流れで進んでまいります。④のところで色

を変えている部分があるんですけれども、これについては、また後で少

しやります。 

 スライドの右半分は、学習指導要領の総合的な学習の時間であった

り、探究の時間に関するページから引用した図です。スパイラル状の学

習プロセスが描かれております。その下に四角囲みが３つ並んでいま

す。アート思考が関与するのは、３つの四角囲みの一番左のものです。

すなわち、日常生活や社会に目を向け、生徒が自ら課題を設定するとい

う段階です。学習プロセスはスパイラル状ですので、この問題提起は最

初の１回だけとは限らず、提起された問題や課題の見直し、練り直しな

ども考えられます。 

 次に、２つ目の内容項目に入っていきます。アート思考がなぜこのよ

うな特徴を有するに至ったのか、また、その影響や効果に関してお話し

いたします。まず押さえておくべきことは、アート思考のアートとは、

現代アートに由来するということです。現代アートはコンセプチュアル

アートとも呼ばれるもので、意味やコンセプトを問う芸術です。つまり、

作品はその物質性による表現ではなく、作品が指し示す意味やコンセプ

トに、そのアーティストの表現の中心があります。 

 表現したいのは具象ではなく抽象的な意味ですので、作品もいろいろ

な形態を取り入れることになります。日常のものや行為をそのまま用い

たものであったり、インスタレーションや作家自身によるパフォーマン

スや、あるいは鑑賞者が一緒に参加して作る作品なども登場します。ま

た、新しい意味を求めて社会問題なども俎上に上ってきます。アーティ

ストたちは、新規で独創的な意味やコンセプトを、その表現形式ととも

に日々生み出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 そのようにして生まれる作品群は、既存の価値体系や社会秩序などに

批判的なメッセージ性を持つものも少なくありません。往々にして、私

たちを挑発し脅かすラジカルさを持っています。例えば、現代アートの

巧手と目される、マルセル・デュシャンの「泉」、これは１９１７年に

発表されたものですけれども、この作品は男性用の便器をほぼそのまま

展示しただけのものです。しかし、これが、当時のヨーロッパの社会通

念や社会構造に挑発や攪乱をもたらせました。このように、現代アート

は現在の社会や人々の在り方に対して批判的に、また、時には挑発的に

なりながら、理想とする未知の世界への方向性を示そうとするのです。 

 アート思考の理解を深めるために、もう一つ、アーティストに求めら

れるマインド・セットについても見ておきます。何か新しいものを提案

するというのは簡単ではありません。特に、これまで誰も気づかなかっ

た問題点を示そうとするなら、過去の成功事例やパターンは役に立ちま

せん。この過去の事例が当てにならないという点は、予測困難な時代に

入りつつある今日においても、よく強調される点でもあります。 

 また、ＡＩとの関係を考えたときにも注意すべき点です。なぜなら、

ＡＩは過去のデータに依存して動いています。人間も同じことをしてい

てはＡＩには勝てません。しかし、難しいからといって挑戦しないのも

リスクがあります。失敗を恐れて妥協しないように、妥協してライバル

やＡＩに先を越されないようにしなければなりません。そこで、挑戦し

続ける積極性や柔軟さ、失敗への冷静さや寛容さなどが必要です。 

 また、アート思考では、自己起点を特徴としていますので、正当性の

獲得に向けた努力が重要になってきます。つまり、私のオリジナルのア

イデアを他者に納得してもらったり、賛同してもらうための努力です。

そこで、固有の理由を組織の理由へ、さらには社会の理由へと段階的に

広げていくといった努力を意識的に行う必要があります。あるいは、さ

きに述べたようなラジカルさを伴った問題提起を行うことから、他者を

説得する必要がある場合もあります。 

 例えば、Ｃｈｉｍ↑Ｐｏｍという６人組のアーティスト集団があるん

ですけれども、彼らは、２００８年１０月２１日に、広島市の上空に飛

行機雲で「ピカッ」と書きました。このパフォーマンスは、原爆のこと

を当時、広島の市民たちがピカドンと呼んでいたというのは御参加の皆

様も御承知かと思うんですけども、その「ピカッ」という字を広島市の

上空に書いたんですね。このパフォーマンスは炎上しまして、広島市現

代美術館で開催される予定だった、そのＣｈｉｍ↑Ｐｏｍの個展は中止

になりました。被爆者をはじめとした市民への配慮を欠いた不謹慎な落

書きとして、強い批判を招いたわけです。 

 しかし、その反面、広島と平和を安易に結びつける、現代日本の原爆

問題への無関心に一石を投じたとも言えます。しかも、被爆者団体の中

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

にはＣｈｉｍ↑Ｐｏｍの行為を激励する声もありまして、彼らを批判

し、炎上させた原爆の非当事者である若い世代との意識の違いなども浮

かび上がりました。 

 では最後に、こうしたアート思考を学校教育で活用する上での留意点

を何点か挙げたいと思います。 

 まず、前項のマインド・セットにて挙げられた諸項目への注意が必要

です。新規な問題提起は、そう簡単に満足すべき成果は出ません。とり

わけ、ネット時代においては、誰かがもうどこかでやっている情報がす

ぐ手に入ります。アーティストたちを見ると、芸術的な創作は、実は徹

底したリサーチによる部分が大きいです。そうした地道な努力を続ける

中で成果を目指します。教員は、生徒たちが継続的にチャレンジし続け

る支援をしてほしいです。そして、失敗には寛容であってください。ま

た、独創的であるがゆえの正当性の獲得に向けた粘り強さも必要です

し、批判に対するレジリエンスも重要です。 

 この内容項目の１の２番目で参照したように、アート思考では、例え

ば先ほどの６段階のプロセスの４番目ですけれども、批判を受ける段階

というものが想定されたりしております。ですから、その期間に対する

レジリエンスというものを指導していくということが求められるとい

うことになります。 

 次に、学級内の人間関係についても留意が必要です。アート思考を活

用する際に、生徒たちは、自分の身勝手で人とは違った価値観や理想の

未来像を互いに披瀝することになります。そのような自己の内面の吐露

に警戒心や抵抗を感じる生徒もいるので、注意が必要です。そのために

は話合いのルールづくりを徹底する必要があります。 

 そして、アート思考における批判というものは、アイデアの勝ち負け

を決めるためではなくて、より優れた問題を発見する協働の一環である

という共通認識が重要です。また、個々の生徒たちは、他者との対話を

通じて、他者理解だけでなく自己理解も進みます。すなわち、自己変容

していきます。生徒が歩む成長や発達の様子を冷静に見守る姿勢が必要

でしょう。 

 そして何といっても、生徒たちに未来への理想を持たせることが重要

です。問題とは、理想と現実とのギャップと定義されます。ですので、

理想なくしての問題提起はあり得ません。成果を出すためには、アイデ

アが大量出力されるような理想やビジョンがよいのですが、そうした理

想やビジョンを日頃から養っておく必要があるでしょう。ただ、日本の

子供たちは、諸外国の子供たちに比べて、社会に関わるという意識がと

ても低いです。日本の保護者も、人に迷惑をかけない子育てを強く心が

けているようです。人に迷惑をかけないというのは、裏を返せば、出る

くいになるなとか、人と同じでということにもつながりかねません。そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

うした大人社会の意識も変えていく必要があるかもしれません。まず、

学校から変えてみてはいかがでしょうか。 

 私のほうからのお話は以上になります。御清聴ありがとうございまし

た。 

【後藤】  ありがとうございました。Ａというのをアート思考に置き

換え、そしてそこを深い洞察をお示しいただきました。 

 御質問、御意見等々ありましたら、お一人お一人に行くようになって

いますので、チャットのほうにアドレスを書かせていただいております

ので、ぜひ入れていただければ幸いです。 

 角谷先生、ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

２．韓国での STEAM 教育の現状と STREAM 教育について 

 晋州教育大学校 孔泳泰 教授 

 

【後藤】 

ここから先は少し、そのＳＴＥＡＭ、ＳＴＥＭ教育、ＳＴＥＡＭ教育、

そういったことをもう一度検証するという、クリティカルに考えていく

という取組をしつつ、韓国の孔先生に御登壇いただきまして、韓国での

ＳＴＥＡＭ教育の現状、それから、孔先生、ＳＴＲＥＡＭという発想も

また少し御示唆いただけるということでございます。 

 では、孔先生、よろしくお願いいたします。 

 

【孔】  よろしくお願いします。韓国、晋州教育大学から参りました

孔です。今は、東洋大学の外国人研究員として働いております。今日は、

「韓国でのＳＴＥＡＭ教育の現状とＳＴＲＥＡＭ教育について」、発表

させていただきます。 

 発表の流れとしては、まず韓国においてのＳＴＥＡＭ教育の位置づけ

を、現行及び昨年改訂された新しい理科学習指導要領から探ってみま

す。２番目には、韓国の小学校ではどのようなＳＴＥＡＭ教育が行われ

ているのかを、理科教科書をベースにして探ってみます。３つ目には、

実際よく使われているＳＴＥＡＭ教育の学習指導案をお見せします。４

つ目には、従来のＳＴＥＡＭ教育に比べ、授業の目的をより明確にする

ための新しいシステムを取り入れたＳＴＲＥＡＭという教育について

述べます。 

 では、最初に韓国の理科学習指導要領にＳＴＥＡＭ教育がどのように

位置づけられているのかを調べてみました。現行の理科学習指導要領

は、理科教育目標にはＳＴＥＡＭ教育に関する明記は見られませんでし

たが、日常生活と社会との関連を強調しているし、また、ＳＴＳ、すな

わち科学、技術、社会とのつながりも強調しております。 

 しかし、教授・学習方向のところでは、科学的な創意性を啓発するた

め、科学教科内容と関連する技術、工学、芸術、数学などの他の教科と

連携して指導すると、きちっと書かれております。日本の総合的な活動

時間でよく使われている教科横断的なアプローチとも言えるでしょう。 

 また、学習内容のところでも、例えば、小学校の「水の旅」という単

元では、科学・技術・工学の適用事例を探すこと、また、中学校の「私

の未来」の単元では、技術、工学、社会、芸術、文学分野などの職業で

も触ってみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 孔 泳泰 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 このように、韓国では、ＳＴＥＡＭ教育に関する文章が学習指導要領

に明確に掲示されていることが、ＳＴＥＡＭ教育の拡散につながったと

思います。また、昨年改訂され、２０２５年から適用される新しい学習

指導要領にも、現行と同じく、このような学習法のところでは、融合的

な思考、また、科目内での領域の連携などを加えるなど、より強調され

るようになりました。 

 次は、韓国の小学校においてのＳＴＥＡＭ教育の現状ですが、韓国の

理科授業は教科書を用いて行われるのが一般的ですので、ＳＴＥＡＭ教

育の現状を探るために、教科書の構成を見るのがよいと思います。去年

まで使っている国定教科書、去年新しく発行された検定用理科教科書と

もに、必ず１単元ごとに２時間分量のＳＴＥＡＭ時間が含まれていま

す。大体１単元が１０から１１時間なので、約２割ぐらいのＳＴＥＡＭ

に関する授業を行うことが、韓国での現状であります。 

 次の図は、国定教科書のＳＴＥＡＭ学習内容であります。その内容を

見てみると、自然史博物館を造るために展示室をどう造ればいいのか、

それを作ってみようという話、また、宇宙の模様を教室で作ってみると

いう内容です。 

 検定用の理科教科書にも同じく、太陽系惑星を調査するために計画を

立ててみよう、光の屈折現象を用いたマジックショーをやってみようと

いう内容で構成されています。このように、ＳＴＥＡＭの内容は、日本

のものづくりに相当する活動が主に行われております。 

 これらのＳＴＥＡＭ教育の進め方については、教科書をより詳しく説

明している指導書にも説明されています。例えば、ＳＴＥＡＭの５つの

領域の位置づけ、ここでは韓国では、Ａ、アートというものは、最初は

アートという意味ですけど、最近は、ＳＴＥＭ以外の全ての教科、例え

ば人文社会とか国語とか社会とか歴史とか、それを全てアートとしてお

ります。 

 また、ここには、授業ではどういうような形にすればいいのか、それ

も説明されていますが、時間の具合で、次回に改めて説明いたします。 

 次は、ＳＴＥＡＭプログラムを実行するときによく使われている韓国

式の学習手段であります。御覧のように、授業の流れでは、５つのＳＴ

ＥＡＭの領域の中でどの領域が使われているのかが書かれております。

Ｓもあるし、ＳＴもあるし、ＳＡもあるし、ＳＴＥＭもあるし、いろん

なものが書かれております。 

 また、次の指導案も同じパターンです。しかし、これらの授業のアプ

ローチでは、ＳＴＥＡＭという内容だけが強調され、その授業の本来の

目的が見られない指摘がありました。 

 次は、ＳＴＥＡＭからＳＴＲＥＡＭの教育なんですが、ＳＴＲＥＡＭ

教育とは、アメリカでは最初はＳＴＥＭからＳＴＥＡＭ、また、最近は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ロボットというものを取り入れた授業としてＳＴＲＥＡＭという言葉

を使っている傾向が見られます。私はこういう意味も含めて、授業の本

来の目的である、反省的な考察、根拠に基づいた主張、関係づけなどを

強調する意味でのＳＴＲＥＡＭに広げたいと思います。 

 左にある図は、二、三年前、うちの大学のＳＴＥＡＭ授業の終わりに、

大学生に理科の授業において大事な目的であり、かつ、英語のＲから始

まる単語を思い浮かべたときの大学生たちの応答をまとめたものであ

ります。多く答えが出た分、大きく見えます。御覧のとおりに、ＲＥＡ

ＳＯＮとかＲｅａｄｉｎｇでしたが、それ以外にも私の推測以上の様々

な答えがもらえました。 

 それでは、ＳＴＲＥＡＭというプログラムの一例を紹介いたします。

その研究の背景としては、韓国で昨年改訂された新しい理科学習指導要

領では、デジタルリテラシーという、人工知能基礎リテラシーというも

のを新しく強調するのが特徴であります。恐らくこれからの韓国の理科

教育の主な重点になると思われますが、これに対応できるプログラムと

して、携帯用電話のアプリを用いた観察活動を考えました。 

 御存じのように、携帯電話には、気圧センサー、音センサー、磁気セ

ンサーなど、目に見えないですが、ほとんどついております。これらの

センターの中で、空気の圧力を計れる気圧センターを用いた場合、日本

の理科授業に適用できる内容としては、小学校では、４年の「閉じ込め

た空気と水」、５年の「天気の変化」、また、中学の場合は、２年の「天

気とその変化」が当てはまると思います。 

 問題認識としては、高度の変化、高さの変化による気圧の変化とか、

台風が来るときの気圧の変化とか、バスとか電車とか飛行機に乗ったと

きの気圧変化とか、身の回りにあるものが多いので、児童たちは自ら問

題を見いだし、問題設定することができるのではないかと思います。 

  

少し話が変わりますが、皆さんは、年末年始、ふるさとに戻るとき

に、車や電車、飛行機などをお使いになると思います。私は先週末に、

一足早く、青春１８きっぷを買い鈍行列車に乗って、東京－松本経由で

岐阜県の中津川まで往復１６時間、電車の中で携帯アプリを使って気圧

測定を行いました。また、この図は八王子から松本までの時間による気

圧になります。 

  

 

 

 

 

 また、これは東京に戻るときの気圧変化の結果であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

次は、乗り替えた松本から中津川まで。 

これらの実験結果を一つの図にまとめると、このようになります。 

 

 

 

 

 

 学生の皆さんこの図から何が感じられますか。左右対象ですよね。左

右対象というのは、子供の頃に、多分皆さん、図工の時間にやったと思

いますが、デカルコマニーその模様らしい左右対称が見られると思いま

すが、それは私だけなんでしょうか。もしそう見えるんだったら、これ

はＳＴＥＡＭのアートと言えると思います。 

 次は、各駅に乗りましたので、各駅においての高度と、測定された気

圧値をグラフとして表すとこの図になります。この図から児童たちは、

高度と気圧は比例関係であることが分かります。するとこれはＳＴＥＡ

ＭのＭに当たると思います。 

 

 

 

 

 

 このような関係から、先ほどの図をもう１回見ます。もし必要な場合

は、関係式も求められます。 

 

 

 

先ほどの図の縦軸は気圧なんですが、これをひっくり返すと、このよう

なものになります。 

 

 

 

 

 

これは高さになります。これは実際の地形になります。ここで一番高い

ところ、左なんですけど、松本に行く前は、一番高いところは長野県の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

富士見駅ですね。それで、松本を立ってから一番高いところは、これも

長野県の奈良井駅になります。このように、これは社会の地理に関連す

る内容になりますので、ＳＴＥＡＭでは韓国でのＡに当てはめられると

思います。 

 これは、今回用いたプログラムの中でのＳＴＥＡＭの内容でありま

す。その中でも一番大事なのはＲなので、私が考えられるＲとしては、

まず気圧と高度との関係づけ、Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐですね。また、

その２つには比例関係があることの認識、Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ、携

帯アプリを使って気圧変化をその場、リアルタイムで実感できる、Ｒｅ

ａｌｉｚａｔｉｏｎ、また、授業で学んだことを振り返って問題解決に

つなげる、反省的な考察、Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎなど、その授業の目的

に合わせたＲが使えると思います。 

 まとめです。まとめは教員養成実践への提言であります。まず、より

ＳＴＥＡＭ教育を広げるためには、韓国の例で見たように、日本の学習

指導要領にもＳＴＥＡＭがきちんと明記され、それに従って、小・中の

教科書にもＳＴＥＡＭ内容が含まれることが大事であると思います。 

 授業の進め方としては、教科横断的なアプローチが適切であり、総合

的な学習の時間を有効に活用することが考えられます。また、授業での

目的が強調されるＳＴＲＥＡＭという授業戦略もあることを念頭に入

れ、理科学習の融合性と有用性が体験できる授業づくりは、今後、学校

現場で、より求められると思います。 

 これで、今日の発表を終わります。御清聴ありがとうございました。 

 

【後藤】  ごく面白い御考察をいただきました。青春１８きっぷのお

話はもう本当に最高に面白い御視点と、それから、新たな気づきを私た

ちにも投げかけてくださいまして、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

３．中国の STEAM について 

 東洋大学 生命科学研究科 修士 2 年 何 佳敏 氏 

 

 それでは、続きまして、今、韓国でのＳＴＲＥＡＭ、あるいはＳＴＥ

ＡＭの考え方について触れていただきましたが、次は、中国でのＳＴＥ

ＡＭ教育というのがどういうふうに考えられるのかということについ

て、東洋大学の何佳敏さんにお話しいただきます。 

【何】  ありがとうございます。私は、中国のＳＴＥＡＭ教育につい

て話していきます。今回話すのは、この３点についてです。まず、学習

指導要領、中国の学習指導要領におけるＳＴＥＡＭ教育、学外活動にて

のＳＴＥＡＭ教育、そして、ＳＴＥＡＭ教育じゃない探究教育というの

を紹介していきます。 

 これからの紹介を始める前に１つ言いますと、実は、今の中国では、

ＳＴＥＡＭという言葉も、ＳＴＥＭという言葉もあまり使われてはいま

せん。この後にまた紹介しますが、中国は、ＳＴＥＡＭ、ＳＴＥＭの言

葉を使わずも、教科横断の探究型教育を行っていっている、そのような

感じになります。 

 では具体的に見ていきましょう。まずは、学習指導要領についてです。

中国の学習指導要領は課程方案というんですけど、この課程方案が、２

０２２年、割と最近、新しく改正されて、大改訂されました。この大改

訂された義務教育課程方案の中で、このような文言が追加されました。

カリキュラム内容と学生の経験、社会生活との関連を高め、総合的な授

業デザインと分野横断授業を構成すること、教科をまたいだテーマ学習

を行うこと、そして最後に、原則、各教科のうち１０％の時間を分野横

断授業に使用することということです。 

 これは、理科授業だけではなく、例えば国語の授業でも分野横断授業

をやることを原則することになっています。なので、ＳＴＥＡＭ教育は

科学に関連するものが多いんですが、中国の課程方案の中では、科学以

外、文系同士の、そういった分野横断授業も求められることになりまし

た。そのため、新課程方案公布から１年たちましたが、今、２４年なの

でもうすぐ２年ですね、その中で、他教科連携授業、分野横断授業の進

展は非常に盛んに進んでいると見てとれます。 

 では、ちょっと学校から出ていって、学外活動を見ていきましょう。

中国は、学外活動が非常に盛んになっている国であります。中国は、い

ろんな地域で、政府が主催のものだったり、民間企業が主催のものだっ

たり、いろんなコンテストがあります。今まで、中国で生活している生

徒というのは、これらのいろんなコンテストに参加して、賞を取ったり、

もしくは参加したという事実を表明したりしています。このようなコン

テストに参加することで、生徒同士でグループを組んで科学研究を行っ
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たり、生活の中の問題解決に向けた、そういった探究研究をやっている

ことが多くなっています。 

 今回は、代表として２つのコンテストを持ってきました。一つが、Ｃ

ＡＳＴＩＣというコンテスト、これは、中国最大の科学コンテストであ

り、世界的に参加者を募っているものです。右側が、最近生まれたコン

テスト、ＵＮ Ｙｏｕｔｈ Ｃｒｅａｔｏｒｓ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅで

す。これは、中国国内の生徒に向けたものです。 

 では、まず簡単に１つ目を。このＣＡＳＴＩＣというのは、世界中か

ら集まった小・中学生がメインで、この小・中学生が、自分が生活して

いる中で、もしくは、日常生活の中で見つけた問題を解決しようという、

自分から主導した研究を、その研究結果をポスター発表という形式で行

うようなコンテストになります。これは、研究期間に関しては特に規定

はしておらず、小学生が６年間かけて作ったすごい大きな研究というの

も度々出たりしています。 

 もう一つが、少し高級になる、高級と言ったらちょっと言い方悪いん

ですけど、ＵＮ Ｙｏｕｔｈ Ｃｒｅａｔｏｒｓ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ

というものになります。これは、中国国内の高校生・大学生に向けたも

のでして、ポスターを見たら分かるとおり、シティバンクが協賛に入っ

ていて、実際このコンテストで優勝した商品はシティバンクが出資し

て、実際の商品として売り出すことが確約されています。 

 こちらが最新の、１年半ぐらい前のＵＮ Ｙｏｕｔｈ Ｃｒｅａｔｏ

ｒｓ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅのコンテストの優勝例です。これは、家庭用

のごみ箱、もしくは、道端に置いているごみ箱を、ＩＴを使ってごみの

自動分別機能を追加しようといった研究になります。具体的に言うと、

ごみの誘電率・反射率・熱伝導率等の物理特性を検知して、これらをＲ

ａｓｐｂｅｒｒｙ Ｐｉなどで回路を組んで、分別するという研究にな

ります。こういった感じの研究に関するコンテストが中国では非常に多

く存在しています。 

 ちょっとこのＵＮ Ｙｏｕｔｈ Ｃｒｅａｔｏｒｓ Ｃｈａｌｌｅ

ｎｇｅについて詳しく見ましょう。この英名はＵＮ Ｙｏｕｔｈ Ｃｒ

ｅａｔｏｒｓ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅっていいますが、中国名は、青年創

客挑戦コンテストといいます。この創客という単語、多分、日本の皆様、

もしくは中国の方も聞いていない方が多いと思います。 

 この創客がどういう意味かというと、日本語でいうとメイカーという

単語になります。２０１０年頃から世界中で様々なものづくりを個人で

行うメイカームーブメントが盛んになりました。その理由としては、Ｃ

ＡＤの汎用化とか普及が進んだこと、あと、３Ｄプリンターやレーザー、

そういったものが卓上で置けたり、家庭用で手に取れるような値段にな

ったということで、個人がいろいろなものを創るという、第３の産業革

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

命とも言われるものが起こりました。そこで、大きな製造業者による製

造の在り方に対して、個人が立ち上がって、私たちも物を創れるよとい

うことで、このメイカームーブメントが起こりました。なので、このメ

イカーというのは、つまりどういうことかというと、製造とデジタルツ

ールの融合になります。 

 この製造とデジタルツールの融合、メイカーを教育に使ったもの、こ

れが中国にて非常に重要視されてきました。このメイカー教育というも

の、具体的な経緯を言いますと、学生の趣味を基に、モジュール学習の

方法でデジタルツールを使って、「ものづくりで問題解決を目指す」と

いう教育形態になります。 

 このメイカー教育、発端はアメリカだったりイギリスだったりの欧米

諸国にはなるんですけど、中国は、このメイカー教育というのを非常に

重要視しています。欧米教育は、こういったものは民間企業や個人が独

立した事業でやっているのに対して、中国は政府がお金を出して青少年

組織を支援して、その青少年支援組織も、メイカーたち、個人でものづ

くりをしている人たちに活動場所を提供したり、コンテストを開催した

りしています。また、こういったコンテストを参加することによって受

験に対して有利になったりという政策も、中国は行っています。 

 このメイカー教育というのは、つまりどういうことかというと、ＩＴ

技術で、数学だったり科学だったり、そういった知識を使って問題解決

を図ろうというものです。これだけを聞くと、じゃあこれってＳＴＥＡ

Ｍ教育じゃんという感じになるんですけど、実際はそこそこ違いがある

ので、こちらで紹介します。 

 このメイカー教育とＳＴＥＡＭ教育、一番の違いは、こちら３番目の

方法になります。あと４番目の目的ですね。方法と目的が違うことにな

ります。メイカー教育の目的は、最終的に製品を創ること、目的に対し

て、その目的を解決できるものを創ろうということになります。ＳＴＥ

ＡＭ教育は、メイカー教育と比べると、探究過程自体が教育の目的にな

っておりまして、生徒がどうやって探究を学ぶかということが評価のポ

イントになっています。なので、もしこの２つの教育を単語一文字で評

価、単語一文字で見るとすれば、メイカー教育は現実的、工学的であり、

ＳＴＥＡＭ教育は育人的な教育になっています。 

 今まで、メイカー教育だったり、教科横断だったりというのを話して

きたんですけど、じゃあ中国ではＳＴＥＡＭというのはないのかという

と、そういうわけではありません。中国はＳＴＥＡＭ教育を目指してい

ます。特に最近は、ＳＴＥＡＭ教育こそが今こそ必要になっているもの

であって、今はＳＴＥＡＭ教育を行うべきであって、メイカー教育のよ

うな製品製造ではなく、人材育成に力を入れるべきだと話しています。 

 また、例えば、昨日、２０２３年１２月２０日に上海で初めて、中国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

初めてのＳＴＥＭの研究機構が設立されました。これから中国は、その

上海のＳＴＥＭの研究機構を中心として、中国のＳＴＥＡＭ教育、ＳＴ

ＥＭ教育というのをどんどん進んでいこうという流れになっています。 

 中国が目指すＳＴＥＡＭ教育というのが、ここに置いている３点。ま

ず１つ目が、メイカー教育に飲まれないこと。今までの中国はメイカー

教育を進んできました。なんですけど、これからは、ものづくりはもの

づくりなんですけど、それよりも、人を育成しよう、科学のトップにな

れる人材を育成しようという時代に転換すべきだと、昨日のＳＴＥＭ教

育研究所の所長が話していました。 

 もう一つは、さっき学外活動でコンテストが多くあると言っていまし

たが、中国、実は、学内でのそういった探究教育というのはまだまだ進

める余地があります。なので、もっと学内でこういったＳＴＥＡＭ教育

や探究教育を行う場を設けたいというのも目指しています。 

 そして最後に、ＳＴＥＡＭ、ＳＴＥＭの教育人材が十分に発揮できる

ような社会をつくっていこう、これが最後の目指すＳＴＥＡＭ教育にな

ります。 

 こういった感じで、中国におけるＳＴＥＡＭ教育はまだまだ発展の余

地がある感じになりますが、これから、だんだんではないですね、急激

に進んでいくと思うので、ぜひ見ていってください。 

 以上で自分の発表を終わりにします。 

 

【後藤】  どうもありがとうございました。本当に中国の今というの

を伝えていただいて、ありがとうございました。まさに昨日発表された、

その内容まで取り入れてもらいまして、ＳＴＥＡＭ教育研究機構という

のができたという、これは本当に新しい話題を提供してもらったなとい

うふうに思っています。ありがとうございました。 

では、このセッションというか前半の最後に、もうこれが柱になってい

る、そういったＳＴＥＡＭの発想が柱になっている、バカロレア機構の

カリキュラム、ＳＴＥＡＭ教育についてお話を、鮫島先生にお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

４．国際バカロレアにおける STEAM について 

  東京学芸大学附属国際中等教育学校  鮫島朋美 教諭 

 

【鮫島】  よろしくお願いします。東京学芸大学附属国際中等教育学

校の鮫島と申します。私の勤務している学校は国際バカロレア認定校で

ありまして、日本の中で今、ＩＢ校が、国際バカロレアをＩＢと呼んで

いますが、ＩＢ校が今、徐々に増えている、そういう状況かと思います。 

 この国際バカロレアにおけるＳＴＥＡＭについて、今日の話題とさせ

ていただきたいと思います。ただ、先ほど中国のお話と同じような形で、

ＩＢにおいてＳＴＥＡＭ教育というのがすごく重要視されているかと

いえば、そういうキーワードを使われることはないんです。ＳＴＥＡＭ

というキーワードが使われることはないんですけれども、バカロレアの

その理念はそのＳＴＥＡＭ教育に通じるものがあるということ、そこが

今回のお話のポイントかと思います。 

 そもそも、この国際バカロレアというものがあまり日本国内では認知

されてない状況だというのは、我々も重々承知です。徐々に日本の中で

増えているとはいえ、まだまだ現在日本で、そのスライドにあるとおり

２１１校ということで、まだまだ数は少ない状況ですが、世界的に見る

とかなりの数のＩＢ認定校がございます。国際標準の教育プログラムと

も言われております。 

 ＩＢが提供するプログラムには、小学生から高校３年生ぐらいまで、

大きく３つに分けて、ＰＹＰ、ＭＹＰ、ＤＰという３つのプログラムが

用意されておりまして、ＰＹＰは主に小学生、ＭＹＰは中学１年生から

高校１年生ぐらいの段階、ＤＰが高校２年生、３年生を対象としたプロ

グラムです。 

 世界的に一番有名なのは、この一番下のＤＰのプログラムになるかと

思います。なぜ有名かというと、ディプロマのプログラムを終了し、サ

ティフケートを得られると、それがそのまま大学の入学の資格になると

いう特徴がありまして、海外の大学への進学につながるという意味で、

ディプロマのプログラムが有名なのかもしれません。 

 ただ、今日お話しさせていただきたいのは、ディプロマのプログラム

よりは、ＳＴＥＡＭ教育に通ずるものが大きい、ＭＹＰ、中学１年生か

ら高校１年生段階を対象としたプログラムのお話をさせていただきた

いと思いますが、そこに書いてあるとおりですけれども、青少年に、こ

れまでの学習と社会のつながりを学ばせるプログラム。どのような言語

でも実施可能ということになっているので、日本においてももちろん、

世界のどの国においても同じ教育プログラムが適用されます。 

 日本で実施する場合には、日本には学習指導要領というものがありま

すので、学習指導要領に従わなければならないということもあります
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が、ＭＹＰのプログラムはどの国のカリキュラムでも柔軟に対応できる

ように設計されておりますので、日本での実施も可能というのが現実の

ところです。 

 では、国際バカロレアとＳＴＥＡＭについてということですけれど

も、そもそもＳＴＥＡＭというのは、これは文科省のホームページから

頂きましたけれども、学校教育におけるＳＴＥＡＭ教育等の教科横断的

な学習推進の中に、赤字で書かせていただきましたが、各教科等で学習

を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科横断的な学習を

推進することが重要と述べられています。 

 同様に国際バカロレアのほうでは、国際バカロレアプログラムにおい

て、単元設計において学習内容とは別に文脈や概念を設定する。後ほど

文脈や概念についてはお話しさせていただきますが、それが、日常生活

や社会とのつながりを文脈として設定することにより、理科という教科

の枠にとらわれず、幅広い視点で学ぶ機会が与えられるということにな

ります。この部分が、このＳＴＥＡＭ教育と国際バカロレアの理念との

相通ずるものかと思っております。 

 私、理科の教員なので、理科のところに特化して少し話をさせていた

だくと、そのＭＹＰのプログラム、ＩＢにおける理科教育のＭＹＰのプ

ログラムの中には、このように明記されております。赤字の部分だけか

いつまんでお話しさせていただきますが、「科学と日々の生活の間のつ

ながりを探究しなければなりません」。あるいは、「科学と、モラル・

倫理・文化・経済・政治・環境などといった事柄が、お互いに刺激し合

い、頼り合う関係性を発見します」。こういうふうに、いわゆるこれは、

指導の手引きよりと書いてありますが、日本流学習指導要領に相当する

ガイドの中に明記されている文言です。ですので、ＭＹＰのプログラム

の中で理科の授業をしていくときには、こういう視点で授業をつくって

いくことになります。 

 具体的にどんな授業になっていくのかなというところ、なかなか想像

がつかない部分も多いかと思いますが、私が日々やっている授業の中か

ら幾つか紹介させていただくという、そういう形でいきたいと思いま

す。 

 先ほど概念と文脈を設定しなんていうお話が出てきたかと思います

が、理科の授業を設計するときに、左側の丸っぽいところを御覧くださ

い。重要概念、グローバルな文脈、学習内容というところがありますけ

れども、この３つを同時にぐるぐるぐると頭を巡らせながら考えるの

が、まず一番最初の作業になるかと思います。一般的に理科の授業をつ

くるときというのは、何を教えようという、その学習内容がメインに定

められることが多いかと思いますが、このＩＢのプログラムの中で授業

をつくるときには、学習内容だけにとどまらず、そこに概念や文脈とい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

う発想を入れてきます。そこから生まれてくる探究の問いや探究のテー

マ、これが生徒に実際に投げかける問いになったり課題になったりする

かと思います。そこから学習活動が生まれ、その学習活動を観点別評価

していくという流れがつくられます。観点別評価されることによって、

自分自身の授業設計がよかったかどうかのフィードバックにもつなが

る、こういうからくりになっています。 

 概念には、実はもう１６個の概念が設定されておりまして、この中か

ら学習内容にマッチするものを選ぶことになりますが、必ずしも理科に

通じるものばかりでないということも実際的なところで、美しさとか文

化とかアイデンティティーとかというのは理科の授業となかなかつな

がりにくいかもしれませんけれども、いろいろ工夫はしていきたいと思

っております。 

 もう一つの文脈というのも、実は６種類、ちょっとここのキーワード

だと分かりにくいかと思いますので、後ほど具体的な事例をお示ししま

すが、６種類の文脈が設定されています。こうやって概念や文脈が設定

されて、そこから選んで授業設計していくことのメリットは、この概念

や文脈は理科だけに与えられたものではなくて、全ての教科に同じよう

に与えられているものですので、同じ概念を国語と理科で扱うこともあ

る。あるいは、同じ文脈を数学と理科で扱うこともある。そういったこ

とによって、教科間のつながりを自動的に生み出すことができる、そう

いうからくりになっているのも、ＭＹＰのプログラムの面白いところだ

と思います。 

 さあ、では、ちょっと具体的にということで、中学１年生の事例を持

ってまいりましたので、中学１年生になった気持ちでお聞きいただけれ

ばと思います。授業設計する立場としては、重要概念、関係性、グロー

バルな文脈は公平性と発展、実際に授業で扱う内容は密度とか物質の同

定とか、中学１年生の理科の教科書に出てくるものです。これらをぐる

ぐるぐると考え合わせて探究の問い、生徒に投げかけました。「「科学

的」って何だろう？」という問いを生徒に投げかけて、授業がスタート

しています。重要概念やグローバルな文脈の定義は、そこに示させてい

ただいているとおりです。 

 さあ、これがどういう授業の展開になるかということなんですけれど

も、実際の授業の流れといたしましては、まずは１番、「科学的」の定

義を考え、後ほど説明しますが、科学的特性マップを見るという、まず、

「科学的」というキーワードに着目するところからスタートし、２番目

に、金属の種類を決定する方法を考え、実験するという、密度測定の実

験が入ります。そして３番目に、「科学的」に鉛筆の密度を測定する方

法を考え、実験する。これもやっぱり「科学的」にというキーワードを

大事にします。最後に４番目、「科学的」に無色透明の液体を同定する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

方法を考え、実験する。 

 いずれも、２番も３番も４番も、中学１年生の教科書で扱われるよう

な実験ではありますけれども、その冒頭、１番のところに「科学的」の

定義を捉えるというところを、概念や文脈を重視した上で持ち込んでい

くという、そういう授業設計です。今日は時間の関係で、この１番のと

ころだけにフォーカスしてお話しさせていただきたいと思います。 

 そもそも科学的特性マップというのがどれぐらい認知されているか

分からないんですけれども、核のごみというキーワードを皆さんは聞い

たことがあるでしょうかね。原子力発電所を稼働させたときに出てくる

燃料のうち、再利用できない部分が高レベル放射性廃棄物として廃棄物

になりますが、それのことを核のごみと呼んでおります。その核のごみ

というのは、もう日本では地層処分されることが決定されているんです

けれども、その地層処分地が決まっていないという社会問題が実際にあ

ります。 

 それを後ほど取り上げるんですけれども、その核のごみにたどり着く

前に「科学的」という定義を考えます。考えるときに一つ、これはよく

海外では使われている授業スタイルかもしれませんけど、Ｆｒａｙｅｒ

－ｍｏｄｅｌというものを使うんですね。このＦｒａｙｅｒ－ｍｏｄｅ

ｌは下から作っていくんですけれども、ＥｘａｍｐｌｅｓとＮｏｎ－ｅ

ｘａｍｐｌｅｓ、「科学的」というキーワードに当てはまるものと当て

はまらないものを順次、キーワードでがんがんがんがん出し合っていき

ます、生徒が。そうすると、その「科学的」に挙がったキーワードから

共通部分が生まれてくるので、その共通部分を右上の特徴のところに書

き出します。その書かれた特徴から、①番のところで定義を文章化する

という、そういうスタイルです。 

 例えば、『Ｄｒ.ＳＴＯＮＥ』は科学的だけれども『鬼滅の刃』は科学

的でないとか、『名探偵コナン』は科学的だけれども『サザエさん』は

科学的じゃないとか、分からないですけど、生徒はそういう感覚でがん

がんがんがん出してくるという、そんなちょっと遊びの要素も含まれた

形です。 

 そうやって、生徒が科学的なキーワードを作って、これ、中学１年生

の実際の文章です。中学１年生にしちゃ格好いいことを書くんですよ。

「定性・定量データを含む有効な理由や根拠を明確に示していて、なお

かつ再現性のあること」、「物事の理由を論理的に説明でき、いくつか

のパターンでもできること」、「誰がやっても同じデータを基に、正し

い手順をたどれば、誰でも同じような考えになる。再現性」というふう

に定義を定めてくれます。 

 これはこれですばらしいでいいんですけれども、その後にこの科学的

特性マップを見ることによって、自分たちの「科学的」というキーワー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ドが、いかに厳しいかというか、ちょっと偏った方向から見てたかなと

いうことに気づかされることになるかと思います。 

 科学的特性マップは「科学的」というキーワードが先頭につくように、

まさに科学的なんですけれども、左側に載せている日本地図が全体像で

す。先ほど話をしたとおり、核のごみの問題で、原発の使用済み燃料を

廃棄する場所が決まっていない。地層処分することまではもう国で決ま

っている。じゃあ、どこに埋めましょう。でも、今現在、候補地として

挙がっているのは、北海道の神恵内村と寿都町が手を挙げてはいるけれ

ども、まだ文献調査の段階であり、先に進んではいない。じゃあ、どこ

に、これから考えていけばいいんだろうというときに、ＮＵＭＯが作成

した科学的特性マップですけれども、ざっと見て、黄色い部分は地層処

分をするのに適さない部分なんです。活断層があったりするので地層は

よくないという。でも、薄い緑や緑色の部分は適しているという部分に

当てはまります。 

 それで、私たちの学校は練馬区にあります。練馬区は、緑色なんです。

適しているんです。ということは、自分の毎日通っている学校に核のご

みを埋めることができるという現状を、この科学的特性マップで突きつ

けられます。そうすると、生徒の心は揺らぎます。 

 幾つか紹介するのですが、「科学的特性マップには、こんなに薄いみ

どりや濃いみどりの適している土地があるというのに、黄色の適してい

ない地域である神恵内村が手を挙げなければならないほど、みんなが嫌

がって押しつけあっているこの状況がすごく人間って感じだなと思っ

た」、「他の場所でも地層処分を行う。科学的に見て、安全だとしめさ

れているのだから、私情を挟まずにみんなに責任がある問題があると考

えて、処分をすべき。マップに基づいて、安全だというところにもう埋

め」てしまえと。正直な気持ちだと思います。「「なんとなく怖い」で

す。科学的に安全といっても「科学的」とはどのような点なのか明確で

はありません」。あんなにさっき科学的をすぱっと定義したんですけれ

ども、「科学的」が揺らぎます。「いくら地層だとはいえ、実際にやっ

たこともないので不安は拭えません」。「「知らぬが仏」という言葉が

ある。例えば、自分の家の庭に、知らない間に核のごみが埋まっていて

も、影響がなければ「この家を出よう」とは思わない。しかし、埋まっ

ていると知った瞬間に、何も変わっていないにも関わらず「この家を出

たい」と思う人がほとんどだ。ではなぜそうしないのか？ わざわざ科

学的特性マップで大衆に知らしめるのか？ それはリスクが「ゼロ」と

は「科学的」であるのに言い切れないからだ」。リスクゼロというのが

あり得ないんじゃないか、そんなふうに「科学的」に対する解釈が生徒

は揺らいでいるという、そういう経験をします。 

 それで、この授業が導入になり、科学的に密度を測ってみようとか科

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

学的に同定してみようとかいう、理科の授業を展開していくことになり

ますが、実際この授業をやってみての感想というか、効果ですね。文脈

の設定をすることは確かに意義がありまして、トイレなきマンションと

やゆされることもありますけれども、公平性と発展の視点から、理科以

外の視点から捉えるというのはすごく意味があるかと思います。 

 あるいは重要概念の設定というのは、今回は関係性という重要概念を

設定していますけれども、科学的であることはどのような状況を生み出

すのか、その関係性を探究することになるので、生徒の中から、再現性

とか説得力とか論理的とか正確とかという、そういうキーワードが出て

きます。 

 授業を終えて思うことは、正確な測定、正しい実験が必要であること

を実感する一方で、科学的であることが安全・安心ではないということ

も感じる。科学が発端となった問題でも、科学では解決できないという

科学の本質にも、生徒たちは気づくことができたかと思います。 

 こんな形で、ちょっとほかにも実践例あるんですけれども飛ばします

が、国際バカロレアのプログラムでは、文脈や概念を設定することで、

日常生活や社会とのつながりをつくります。それが実社会での問題発

見・解決への視点とつながって、ＳＴＥＡＭ教育の推進となると考えて

おります。 

 以上です。ありがとうございます。 

 

 

【後藤】  本当、刺激的かつ本質的なお話をいただきまして、ありが

とうございました。バカロレア教育のＳＴＥＡＭ教育の考え方、バカロ

レア教育そのものがなので、ＳＴＥＡＭ教育というのは別に特出しして

ということではないというところを学ばせていただきました。 

 

【質疑・及び午前中のまとめ】 

 先生方のお力、御協力で時間に少し余裕ができました。もしよろしけ

れば、この場で何か二、三、質問とか御意見とかあれば出していただけ

ればと存じます。会場に２０名程度の参加者の方がいらっしゃいます。

そして、遠隔から３０名近くの参加者の方がいらっしゃいます。どちら

からでも結構ですので、お手を挙げていただいたり、マイクミュートを

外していただいてお話、チャットにまず「質問があります」と入れてい

ただくと一番速やかにいくかなというふうに思いますが、何かございま

せんでしょうか。また、シンポジスト間での御質問でも結構です。いか

がでしょうか。何かございませんか。 

 チャットのほうも用意していますので、ぜひチャットというかＧｏｏ

ｇｌｅフォームのほうからの質問を受け付けております。いかがでしょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

うか。 

 これまでＳＴＥＡＭのＡの考え方、ＳＴＲＥＡＭ、それから韓国のＳ

ＴＥＡＭ教育の取扱い方というか向き合い方、さらには中国、そしてバ

カロレアと、国際的な視点でＳＴＥＡＭ教育を考えていくという時間に

してみました。いかがでしょうか。 

 では、よろしくお願いします。 

 

【何】  何佳敏です。鮫島先生に一つお聞きしたいんですけど、バカ

ロレアの生徒さんがすごい面白い回答をいっぱい出してきて、中学校１

年生ですよね。すごい深い知見を得ていると思って、すごい感心しまし

た。こういったものは、バカロレアの生徒さんに、以前から予習だった

りというのをお願いして、そういった知見を得るようにしている感じで

しょうか。 以上です。 

 

【鮫島】  ありがとうございます。特に予習はしていないというのが

実情かと思います。既存の学習、要するに、今持っている知識をベース

に組み立てていくというのがＩＢのプログラムの基本なので、特にＩＢ

のプログラムというのは、世界各国でやられていて成り立っているの

は、それぞれ生徒の持っているバックグラウンドが違うのが前提になっ

ているので、うちの学校もそうですけれども、日本の小学校を卒業して

いない子たちもたくさんいる中での授業になるので、全て皆、生徒が同

じ条件で授業を受けているという状況ではないので逆にそれが面白い

ので、あまり予習せずにその場で感じたものを授業の中で吐き出しても

らうことが重要なのかな。逆にそこの授業での学びをどう自分たちが応

用していくかという、その授業を経た後の学習のプロセスのほうが学び

が深くなっているのかなというのがふだんの授業の感覚です。 

【何】  ありがとうございます。 

 

 

【後藤】  いや、とても面白い視点ですね。結局、子供たちが多様で

あることを認め合って、自由に意見が言い合える環境が用意されている

というふうに、そういうふうに捉えました。ありがとうございます。 

 もう１点ぐらい受け付けられますが、いかがでしょうか。鮫島先生は

じめ、それぞれの先生方、どなたにでも構いません。よろしいでしょう

か。 

 よろしくお願いいたします。 

【Ａ】  今、教室では自由に携帯が使える状況になっているのですか。 

【鮫島】  本校はいわゆるスマートフォンの持込みは不可にしてない

ので、授業のときに必要であれば使うことができますけれども、まだま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

だ最初は中学生ですと、なかなかその使用が、授業中触ってしまったり

とかということがあるので、それは教員のほうで指導が入りますけれど

も、使えない状況ではないです。スマホだけではなく、ＰＣでもタブレ

ットでも使える状況です。 

【Ａ】  なぜそんなことを聞いたかというと、定性と定量という言葉

が素直に出てくるかな、クオリティーとクオンティティーという感覚が

本当に素直に出てくるかなというのはちょっと思いました。 

【鮫島】  ああ、なるほど。それはちょっと私がヒントを出している

ところがあるかもしれません。 

【後藤】  今、御質問は、クオリティーとクオンティティーがそんな

に素直に中１から出てきますかという非常に面白い質問で、鮫島先生が

上手にヒントをお出しなさっていると。 

この時間、ちょうど時間になりましたので、このセッションは終わら

せていただきまして、今のところちょっと御質問いただけてないので、

もし何かありましたらお入れいただければと思います。休み時間の中で

整理をして御回答申し上げようかなというふうに思っていたんですが。 

 じゃあ、ここで５分間休憩にさせていただいて、会場の設営なども少

し変えながら、後半は少しざっくばらん感を出しながら取組を検証して

いきたいと思いますので、それでは５分間、休憩時間を取らせていただ

ければと思います。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

第 2 部 東洋大学 総合的な学習の時間 本年度の取組 

 

【後藤】  それでは第 2 部を開催いたします。 

 まず、私が１０分ぐらいで今年の概要を説明させていただき、そして

その後、それぞれ取り組んだ学生から、今年の取組について少しお話を

させていただきます。さらには、サポートしている学生もおりますので、

そこからのお話で、討論という形で進めさせていただきたいと思いま

す。そして、後半も先生方から、御参会の皆様から御意見いただきたい

ので、チャットのほうにも載せましたが、こちらのほうにお寄せいただ

ければと思っております。 

 東洋大学、総合的な学習の時間の指導法というのが、必修科目で何と

設けられておりまして、それを何とか意味のある、そして、それぞれの

国が目指すところにも近づけるように、そして我が国の教育の質を高め

る上でも意味のある時間にしていこうということで取り組んでおりま

す。 

 それをＳＴＥＡＭ教育力と命名し、前に踏み出す力、考え抜く力、そ

れから協働する力という、そういう３つの力を育成しようじゃないかと

いうことで取り組んでいるところでございます。 

 さらに、その取組が果たして学生にとってどうだったのかということ

を外部の先生も含め検証を積み重ね、さらなるよいカリキュラムにして

いこうという、そんな取組を積み重ねているのが現状でございます。 

 まず、私が課題だと考え、注目しているのが、次の現状でございます。

これ２０１９年、一番グラフがきれいに出されていたので２０１９年の

資料を使っていますが、今年度もこの調査は行われています。日本財団

という財団が、こういった調査、若者の意識調査というか、１８歳の意

識調査というのを行っておりますが、いろんな、社会や国に対する意識

調査、「自分を大人だと思う」とか「自分は責任のある社会の一員だと

思う」、「将来の夢を持っている」、「自分で国や社会が変えられると

思う」、「自分で解決したい社会課題がある」、以下、いろいろなこう

いった項目で行っているわけなんですけども、それが、日本はいずれの

項目においても、９か国中で他の国に差をつけて最下位となったなんて

いうのがあります。 

 とりわけ私が注目しているのが、実はこれです。「自分で国や社会を

変えられると思う」。これ、角谷先生のプレゼンの中にもありましたけ

ども、社会に参画するという意識が、我が国の学生さんたち、ややもす

ると少し弱いのではないかなというのは、私もそれは感覚的な問題とし

ても持っておりました。それが調査の中で浮き彫りになっているという

のが、現状このような状況なんですね。１８.３％、ほかの国と見てみる、

比較しても、これは著しく低い状況にある。これが政治への無関心、選

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

挙の際の投票率の著しい低さなど現れてしまっているのではないかと

思っているところでもございます。 

 信頼を置かなければならない方々不祥事を目の当たりにして、なかな

か夢を見づらい状況があるかもしれません。しかし、これ、打破してい

かなければいけないかなというふうに思っています。 

 これ、「18 歳の」と書いてありますけども、じゃあ東洋大学で今回取

り組んだ学生がどうだったのかというのを、まず現状を見ていただけれ

ばというふうに思います。先ほどお示ししたのが１８.３％、そして２０

２２年は２６.９％と、少しこの「自分で国や社会を変えられると思う」

という子たちが増えてきているような状況があるんですけど、じゃあ、

我が東洋大学のこの取組に参画した学生が４月の時点でどうだったか

というと、平成５年度、今年の学生さんたちは２９.３％。日本の平均よ

りは少し高いか。そして、去年は、コロナ禍もありました、非常に厳し

い状況で行っていたので参考までですけど、２０.５％でした。それで、

取組をやった後、どうなったかというのは後ほどお話しをさせていただ

きます。 

 私たちの取組、どういう取組なのかといいますと、大学のこういった、

教職課程の科目、必修の科目であります。そして、大学で新しい科目が

新設されたらどこに置かれるかというと、大体土曜日か、もしくは６時

間目、あるいは１時間目、誰も来ない時間か、もう終わった後みたいな

感じで、真ん中の時間には大体置かれないんですね。御多分に漏れず、

この時間も６時間目、何と１８時２０分から１９時５０分、とんでもな

い時間に設定をされました。１年目なんか悲鳴が聞こえてきました。帰

れませんとかという話も出てきて、ナイターでいうと４回裏ぐらいまで

もう進んでいる状況のところでようやく授業が終わるみたいな、そんな

状況です。 

 私は、ピンチはチャンスだと思って、この時間であれば、もう一般に

は、勤務時間終了になっているだろうということで、外部の先生方から

の御支援をいただくという、そういう枠組み、デザインをさせていただ

きました。具体的には、チームスタディーを、チームで物事を進めてい

くということを主眼に置きながら、そして授業づくり、「総合的な学習

の時間」の指導法という題目ですので、体験がなかなかできていない学

生さんたちと、その体験を積みながら、さらには授業づくりを進めてい

こうという、そんなもくろみを持ちながら、１５回の授業を構想、構成

いたしました。 

 これの状況がどうだったかというところを見ていただきたいと思い

ます。徹底した相互評価活動というのを大事にしていきながら、その相

互評価活動の中で、学生間がとにかく徹底的に自分たちで見合って、そ

して、新たな価値をつくり出すんだみたいなことを目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 発想の中で大事にした要素が幾つかあります。一つは心理的安全性で

す。先ほどの鮫島先生の御発表の中にもありましたけども、多様な背景

を持った子供たち、生徒さんたち、あるいは、こういった学生さんたち

が、自分の考えを安心して物が言えて、共有できるような、そういった

場をつくらなきゃいけないということを一番、意を注ぎました。「「無

知」と思われる不安」とか「「無能」と思われる不安」、「邪魔をして

いる」と思われるような不安、「ネガティブ」と思われるような不安、

こういったものを解消していきながら、お互いに本当に、自分たちのも

のをつくり上げるんだと。それで、いろんな多様な考えを認め合うとい

うことを、１５回の中で教えたつもりでございます。 

 さらには、経験というものを大事にしていくという具体的な経験、省

察的な観察、それから抽象的な概念化、能働的な実験という、このＫｏ

ｌｂの経験学習モデル、有名ですけども、こんなものを背景に置いてい

ます。さらには、これは奈須先生なんかも教えていらっしゃいます、こ

の「期待－価値モデル」。有効な手段が、この期待や価値というものが、

これがここちょっとサイクルで描けてないのが残念、サイクルで起こっ

ていくというこんなモデルを採用しながら、こういったことが起これば

いいなというふうに思って取り組んでいることでございます。 

 こんな取組をしてまいりますと、どのようなことが起こったかという

のを少し見ていただきたいと思います。３回は、私、角谷のほうからし

っかりとまた内容説明を行って、その後、各班で活動を行い、中間報告、

ここで外部の先生方からの多様な意見をいただき、それから、お互いに

相互評価をしっかりと行っていくという取組をいたしました。また、そ

の取組を受けて、各般の活動に戻っていって、最後、最終報告、ビデオ

クリップの提出ということで行っていったのが今回の取組でございま

す。 

 大きく分けて２つ、探究のプロセス、体験を重視、授業づくりを重視

というこの大きな２つの枠、山を抜けて迎えて、それを経て、この授業

を終えていくという、そんな取組でございました。 

 １５回の授業は、学生間だけではなくて先輩の意見も多様に聞きなが

ら進めていきました。今年の取組については、もう本当にいろいろな背

景を持った学生たちが多様な興味に基づいて、それぞれの班で行ってき

ました。これは後ほど、学生のほうから報告させていただきます。 

 さて、このような重厚な取組をした後、どういうふうに学生たち変わ

ったか。初めはこういう状況でしたけども、今年の学生たちは、計算し

てみると、去年、実はこんなふうにぼんと増えたんで、これは本当にこ

んなにいくのかなと、再現性があるものなのかなと不安になっておりま

した。Ｅｘｃｅｌでしっかりと結果を出してみたら、何と同じ数字が出

ました。これ、びっくりしました。やはりこの取組というのは、言わば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

何か再現性が高い取組になりつつあるのかなというふうに思っており

ます。 

 ほかの学生の変容もいろいろと出ていますが、非常に高い数値で出て

おります。なかなかこういった体験、一過性のものかもしれませんけど

も、１度でも経験すると、社会変えられるかもしれないという経験があ

るかないかで全然変わってくると思いますので、こういった経験を大事

にしながら、これからの教員生活、あるいは教員を目指す気持ちを醸成

していきたいというふうに考えているところでございます。 

 まずは、私からは以上でございます。 

  

これから、取り組んだ学生 3 年加藤尊さん、黒澤大樹さん、さぽーとし

てくれた 4 年生近藤健人さんからそれぞれ紹介していただきます。 

 

【加藤】  東洋大学生命科学部応用生物科学科の加藤尊が発表させて

いただきます。自分たちは、ジェンダー平等実現に向けて、目指すこと

をテーマにしてやってきました。 

 自分たちは、誰が家事をしているかなどのアンケートを取り、アンケ

ート結果から仮説を立てました。その仮説としては、小さい頃からの刷

り込みが、ジェンダー平等の差、性差などを刷り込める原因ではないか

と考えています。 

 そして、自分たちはジェンダー平等を目指そうと思っています。これ

から先、次世代を築く子供たちに、今生きている自分たちが、自分たち

により性別による壁をなくさせてあげることを目的とする授業をして

いけば、当たり前の概念に変化があると思っています。その考えを浸透

させることができれば、性別の壁をなくすことができ、ジェンダー平等

の実現に一歩近づくと考えています。 

 指導者の立場として、生徒には、ＳＤＧｓについて気づき、考えてほ

しいと思っています。そのため、生徒に対して考えさせるきっかけづく

りの場を提供し、生徒が行動する初めの大きな一歩を後押しすることを

大切にして授業展開を考えてきました。 

 中間発表で、たくさんの意見をいただき、スライドの勉強などをさせ

ていただきました。 

 感想としては、このテーマを授業して行う際、答えがなく、とても繊

細な授業になっていくため、授業をどう進めていくかが考えるのはとて

も難しく感じました。また、自分自身も知らないことがたくさんあり、

情報を集めて授業を考えることがとても勉強になりました。そして、自

分１人ではなくグループで行えたので、とても楽しく考えて、いろんな

視点から取り組むことができたと思っています。そして、４年生の先輩

方も、親身になって相談に乗ってくださり、縦のつながり、横のつなが
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りがより強くなったと感じました。 

 自分の発表はこれで以上になります。御清聴ありがとうございます。 

 

【後藤】  どうもありがとうございました。このチームはジェンダー

について、研究というか授業づくり、それから、いろいろな学生からの

アンケートなども取りながら向き合ったという、そんな班でございま

す。 

 また、いろいろな取組を各班がやっていますので、２つ目の班の報告

を聞いてみたいと思います。 

【黒澤】  次は、食環境科学科３年の黒澤大樹が発表させていただき

ます。私たちの班は「生活排水の環境への影響とその防止」をテーマに

し、活動を行いました。 

 それでは私たちの班の紹介です。私たちの班は、男子５名で、今回の

活動の中で一番人数の多い班でした。特徴は、班全員が電車通学など、

あと一番重要だったのは、取組意識に差があるというところでした。 

 私たちは、生活排水の現状についての調べ学習と、川の水の採取、水

質検査、ろ過装置の作成、ろ過実験、最後に生活排水の処理の方法、そ

の後、授業展開を考えました。 

 発表を終えて、外部の先生や学生からコメントをいただきました。特

に、生徒たちに何を考えさせたいのかが分からないという指摘が多くあ

りました。これは、生活排水に私たちが調べることを集中してしまい、

生徒たちに、いざ何を考えさせればいいのかというところを考えること

ができませんでした。 

 外部の先生から、よかった点については、「身近な話題でわかりやす

い」や、「ユニークで面白い」などの意見をいただきました。 

 今回の指摘のコメントをいただいて、修正案として、文字の修正など、

スライドの使い方や文字のフォントの使い方を学びました。 

 最終報告会では、バランスよくまとまった発表であったり、原理を理

解し実践することで思考を育成できる活動になっていたというお褒め
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の言葉をいただきました。 

 最後に、感想です。今回の発表を終えて自分は、グループで行えた価

値が一番でかいと強く感じました。特に、適材適所で役割分担をし、班

の人数を大きく生かせた発表ができたと思います。その結果、自分では

気づかなかったことに気づくきっかけとなったと思います。 

 以上で発表を終わります。 

 

【後藤】  どうもありがとう。２つの班を代表に、今、取組を紹介し

てもらいましたけども、今年度は１２班がそれぞれこれらの取組に向か

っていきました。 

 それぞれＳＤＧｓの取組と結びつけながら、ＳＤＧｓを活動に結びつ

けながら、自分たちでテーマを設定して行っていった、言わばその例と

して２つの班に発表してもらいました。 

 これから、４年生が常にこうサポートをしているような状況もありま

したので、そのサポートをどういうふうにしてきたかということを、食

環境科学部の近藤君から報告してもらいます。じゃあどうぞ。 

 

【近藤】  東洋大学食環境科学部食環境科学科フードサイエンス専攻

の４年、近藤健人です。私たちは３年のときに同じ授業を受けて、それ

を踏まえて４年生として、様々なアドバイス、助言をさせていただきま

した。 

 先ほど後藤先生からもあったとおり、主な総合的な学習の時間の授業

の流れというのは、まずは、構成を練って、ＳＤＧｓの関連、また、そ

こから中間報告を経て、再構成、ビデオ作りまで持っていきます。ここ

で、前半・後半の授業づくりだったり、各グループで実験に使う物資が

必要だったりするので、それの調達の補助、また、中間発表、並びに最

終報告時の助言、また、Ｚｏｏｍ等の接続の支援を行いました。 

 まず、第１段階では、私たちは、ＳＤＧｓとやりたいことの関係性を

考えることの補助、また、学習指導要領の「よりよく課題を解決」を意

識した助言を行いました。 
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 また、第２段階では、実験等々を行っていくグループが多かったので、

それの調達、支援、また、中間報告時の発表会の援助、最終的にビデオ

作り、ビデオを提出しなきゃいけないので、それの作り方、また、中間

報告で得たアドバイスを利用した再構成の助言を行いました。 

 ３年生に教えるだけではなくて、私たち４年生も学べたことがありま

す。３年生の授業づくりを通して、当時の４年生というのは教育実習真

っただ中だったことがあり、もしその３年が考えてくれたことを本当

に、実際の生徒に授業をしたらというのを頭の中で仮定して、助言を行

いました。そうすると、やっぱりこれって難しいんじゃないかなとかい

ろいろ考えさせられることも多かったです。 

 また、総合的な学習の時間の授業づくりについて、私たち４年生が３

年生だった頃というのは、理科系のことばかりだったんですね。でも、

それが、今年の３年生というのは、ジェンダーだったり歴史だったりリ

サイクルだったり、理科のみならず、多くの分野に視野を広げたことを

進めてくれました。そこで、私たちも、総学だからこそＳＴＥＡＭ教育

が進められるということを再認識させていただきました。 

 私からは以上です。 

【後藤】  はい、どうもありがとうございました。本当に４年生がサ

ポートしてくれて、中間報告も今日みたいにハイブリッドで行ったんで

すね。そんなときに、どうしてもその機材の使い方だとか、外部に発信

するときになかなか戸惑うところもなきにしもあらずだったわけです

けども、４年生の存在が本当に心強く、うまく機能しているなというふ

うに感じました。 

 さて、これからなのですが、ぜひぜひ先生方から、御意見や、それか

らいろいろな、ここはどうだったのか、御質問いただきながら、さらに

検証をしていければなというふうに思っています。会場のほうでは、実

は円卓のような形で説明させていただいて、いろいろと学生さんたちか

らもこんな取組がどうだったのか、ここはどうだったのかみたいなこと

を答えてもらうようにしたいと思っています。 

 さらに、実はこの取組について、外部の先生方から本当に忌憚ない御

意見をいただき、御指導を賜りました。御参加いただいている先生の中

に、伊藤先生はじめ、野内先生をはじめ、たくさんの先生方にお力をい

ただきました。柄山先生、高橋先生はじめ、今日、外部からも御参加い

ただいていますので、ここで少しディスカッションの時間を取らせてい

ただきたいと思います。 

 まずは、伊藤先生から御質問、御意見等々いただければと思います。 

【伊藤】  福岡教育大学の伊藤でございます。外部として、皆さんの

総合的な学習の時間に取り組んでいる様子を発表会で見させていただ

いて、甘くも辛くもいろんな意見をしたところですが、本当、いろんな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

分野をつないで考えているなという、ＳＴＥＡＭといっても具体的にど

ういうものなのか、つなぐというのはどういうものかというのは本当に

難しかったと思います。 

 大学はやはり、専門的な狭い内容を深くやる科目が結構多いので、皆

さんにとって、ＳＤＧｓ達成のために社会とつないで考えてみたら、い

ろんな分野から考えていかないと、というふうに気づいたことがいろい

ろあったと思うんですよね。もちろん発表の中にもあったと思うんです

が、何かつないで考えてみると、こういうところが勉強になった、普通

の専門科目とは違ってというのがあったら、まず教えていただければと

思います。どっちからでもいいです。 

【加藤】  自分から質問に答えさせていただきますと、ジェンダーの

ことについて、まず全く自分たちが無知だったというのを気づかせても

らえたという、自分たちは理科ということで、生物学的にはそういうジ

ェンダーに対しては分かっていたつもりではあったんですけど、やっぱ

り人々の考え方だったり、子供から見たジェンダーと大人から見たジェ

ンダー、教える側の視点や教わる側の視点というところから見たとき

に、全く違う視点があって、自分の周りの同い年の友達と話してても、

ジェンダーという視点の違いがあって、そこを社会とつなげていくの

は、やっぱり今問題になっているジェンダーというところでいうと、ち

ょっと難しい問題でもあったなというのは思います。 

 以上です。 

【伊藤】  ありがとうございます。ＳＴＥＡＭというと、ついつい何

か内容的なものをつなぐのかと思ってしまいがちなんですけど、その

今、加藤君が言ってもらった、視点の違いに気がついて、それで学びが

深まったというのは大事なポイントかなと思いました。 

 黒澤君、どうですか。 

【黒澤】  私は、この生活排水を調べるに当たって、まず、自分たち

は川の水が汚れているのは何でだろうという疑問から始まっていって、

そこから、生活排水が川の水の汚れる一つの原因なんだなというのを知

りました。いざ調べていって、生活排水ってただ川の水が汚れる原因だ

と思ってたんですけど、実際に調べてみると、影響や起点、処理方法や

対策、防止、あと衛生的な面と、たくさんの視点というか分野がありま

して、そこから１個ずつ調べていったら、ＳＤＧｓとの関連がつなげら

れたのかなと自分は思います。 

【伊藤】  なるほどですね。最初は、単なる生活排水って、一つのこ

とかなと思っていたのが、調べていくと実はいろいろあるんだというの

に気づいたというね。そういうのはやっぱり社会とつないだからこそと

いう、２人ともそういうことでしょうかね。 

【加藤】  そうですね。 
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【伊藤】  分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、ほかの先生からの質問もあると思うので、また時間があっ

たら、次、聞きたいと思います。 

【後藤】  ありがとうございます。今日、会場に、伊藤先生、野内先

生はじめ、御指導いただいた先生方いらっしゃいますが、遠方からも御

参加いただきありがとうございます。そして、ネットの中でも中山先生、

それから吉田先生がいらっしゃっています。もし何か御質問等々あれ

ば、会場の先生方、それから遠隔から御参加の先生方、どちらからでも

お話しいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

【伊藤】  後藤先生、すみません。 

【後藤】  じゃあ、よろしくお願いします。 

【伊藤】  間が空きそうなら、別の視点から質問いいですか。角谷先

生のほうからあったお話で、結構学び方というのがアートというところ

でお示しされていましたけれど、私から見て、皆さんチームで活動、研

究されたという、そのチームとして動いたのが特徴かなと思っていて、

その辺、さっき、黒澤君かな、仲間で、グループでやったのが……。加

藤君だったかな、グループでやったのは。どっちも言いましたか。グル

ープでやったのがよかった。 

 それで、グループはさっきあった適材適所という考え方もあるんでし

ょうけど、グループのどういうところがよかった、自分たちだけのグル

ープ、そして４年生とつながるグループで、外部とつながったかどうか

分かりませんが、外部からの意見を聞いて考えるという、幾つかこう、

つながりがありますよね。その辺のグループ活動のよさと、それから、

いい反面、言いにくいかも、言える範囲で、苦労したところは絶対あっ

たと思うんですよね。その辺、よかったところと苦労したところを教え

てもらえればと思います。 

【加藤】  じゃあ、これも自分から言わせてもらうと、よかった点と

しては、まず、励まし合えるというところはよかったのかなというのが

あって、やっぱり違う目線で、自分が考えている物事ってとても狭いな

というのも感じることが、グループワークを通して分かったのと、４年

生との縦のつながりからしては、４年生の教育実習行っているという立

場で、教える立場の目線を一番近くで何か教えてもらえたのかなという

のは、そのグループワークというか、縦のつながりがよかったのかなと

いうのと、外部からの指導としては、スライドの作り方などとか、自分

たちだけじゃ分からない、知識じゃ分からないことを第三者目線からと

いう視点で見てもらえたのは、とてもよかったのかなというのは思いま

す。 

 それで、苦労したところは、やっぱりジェンダーという繊細な問題で

あるため、意見がやっぱりばらばらになるので、その折り合いをつける

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ところというのが、とても苦労はしました。また、住んでいるところが

別々なので、大学が遠いので、集まってやるというのが時間が取れなか

ったので、そこはちょっと苦労したのかなというのはあります。 

【伊藤】  なるほどですね。Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ２０３０というのに、

対立やジレンマを乗り越える力というのが大事な力の一つにあって、そ

こを乗り越えたから最終発表に行けたと思うんですけど、その意見がば

らばらのときに、どんなふうに乗り越えた、どんなふうに乗り越えたん

ですか。 

【加藤】  どんなふうに。 

【伊藤】  普通、それ、けんか別れになるじゃないですか、乗り越え

なかったら。でも、何かみんなで乗り越えようと向かった要因とか、こ

んなふうにしたら乗り越えられたとか、そういうのがもしあったら。 

【加藤】  自分たちで、目標、ここ、ジェンダーのこういうことをし

たいよねという話をして、じゃあここに向かっていくためにどういうこ

とをするみたいな目標に、全員が一斉にそっちに向けるような目標づく

りはして、話合いをしてまとめていった感じです。だから、全員がばら

ばらの視点で見るんじゃなく、このゴールに向かったら、このゴールに

向かうためにはどう見るみたいな感じで、いろんな視点があると思うん

ですけど、そこのゴールに向かう視点は一緒にそろえて、やって乗り越

えたと思います。 

【伊藤】  なるほどね。達成すべき明確な目標を全員で共有できたか

らこそ、頑張れたという、そういうことですね。 

【加藤】  はい。 

【伊藤】  分かりました。黒澤君、どうでした？ 

【黒澤】  自分は、横のグループ内のつながりとしては、今回の活動

を行って、友達の、ふだんは見なかったようないいところとか、そうい

うところを見つけることができたかなと自分は思います。 

 それで、縦のつながりとしては、まだ今年、この総合的な学習は自分

たち何も分からないまま活動をやっていて、中間発表決まって、最終発

表で、最後には動画を作るという、今までやってこなかった結構困難な

課題でして、それを１年前に先輩たちがやっていたので、気軽に相談が

できたなというところは、とても大きなつながりだったなと思います。 

 それで、外部の先生方のつながりとしては、さっき加藤君も言ってい

たんですけど、自分では気づかなかった質問や、これで自分は十分だと

思っていたんですけど、実際発表したら全然足りなかったみたいな、そ

ういう、気づけたのが一番大きいかなとは思います。 

 よくなかったこととしては、やっぱりどうしても総合的な学習の時間

というのが６時間目に行っていまして、どうしても時間が遅いので、一

人一人の取組の意識に差が出てきてしまったところがよくなかったか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

なと思います。１人は頑張っているんだけど、ほかの２人は何もやって

いないとか、そういうところが結構目立ったなと、自分たちの班では思

いました。 

【伊藤】  生々しいところまで言わせてすみません。確かに温度差、

取組意欲というのは、チームである以上、あると思うんですけど、さっ

きの加藤君でいえば、意見もばらばら、やっぱりそこも乗り越えないと

いけないですよね、チームとして。そういう意識の違いもあるけど、そ

こを最終報告に向けて頑張ろうとした、その原動力というか、モチベー

ションをどう持っていくかって、何かあるんですか？ 

【黒澤】  原動力としては、やっぱりどうしても、人に不向きとかあ

ると思うんで、苦手なものをその子にやらせたって、そのやる気にはつ

ながらないので、自分たちの班では、スライドを作るのが本当に好きな

子がいたので、この子にはじゃあスライドを作ってもらおうと。逆に言

うと、人の前で発表するのは苦手だけど、ワークシートとか、そういう

のは作るのが得意という子もいたので、そうやって役割分担をして、そ

れぞれが得意なことをやってもらって、それをモチベーションにつなげ

られたのかなと私は思います。 

【伊藤】  なるほどですね。さっきの能力以外にも、やっぱり使える

時間というところのばらばら感は、そういう意味で適材適所で、作業の

内容も工夫しながら分担していったという、そういうことですね。 

【黒澤】  はい。 

【伊藤】  分かりました。外部から意見申し上げるときは結構気を遣

うんですよね。さっきは励まし合えるって言いましたよね。私もこんな

コメントしたらがっかりするかなと思いながらも、だけど、きっと皆さ

んチームでやるなら、かなり厳しいコメントが来ても、励まし合って耐

えられるんじゃないかと。むしろ、歯の浮くようなって、よく後藤先生

おっしゃって、そういうセリフよりも、本当にこれをやれば絶対いいよ

というような、厳しくも聞こえるようなコメントって大事で、それは一

人一人やっていて、名指しで言ったら多分ぐさってくると思うんですけ

ど、チームだったら頑張るんじゃないかなという期待感も持ってコメン

トしたんですよね。その辺どうでしたか。外部から来る厳しいコメント。

は？ 

【加藤】  もうグループで、こんなコメント来てんだけどみたいな話

合いがあって、でも、これは聞けるけど、これは聞けないよね、ここは

自分たちは軸にしているので、ここは絶対崩せないからここは聞き流そ

うとか、そういう話合いができたので、とてもよかったのかなというの

を思います。 

【伊藤】  なるほどですね。 

【加藤】  はい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【伊藤】  黒澤君、どうでした。 

【黒澤】  そうですね。 

【伊藤】  来たでしょう、ぐさっと。 

【黒澤】  はい、ぐさっと。やっぱりどうしてもグループとして、全

員でこう落ち込んじゃうときもあったんですけど、でも、逆に捉えれば、

ここが足りなかったんだなって、自分たちにはこの部分が足りなかった

んだなと思って、ここを考えるのが、最終報告会までの新たな課題だな

という、課題の発見につながったので。 

【伊藤】  なるほど。 

【黒澤】  それからあとは、加藤君が言っていたとおり、ここ、自分

たちの目標として、このコメントは、どうしてもできないから聞き流そ

うとか、そういうコメントの仕分ではないんですけど、分けて、実際に

自分たちがどれを取り込んで、じゃあこれを直さなきゃいけないんだと

いう、そういうことをやりました。 

【伊藤】  なるほどですね。私が期待していた、その取捨選択して本

当に必要な壁を乗り越えると、壁をどうしてもよけていきたくなるんだ

けど、乗り越えるべき壁は乗り越えるって、だけど、これは目標のため

には必要ない壁なら、そこは考えなくていいとか、そういう試行錯誤を

してくれたことを今知ったので、言ってよかったなと思いました。 

 でも、やっぱり、気遣いながらもそれをしたのは、実は、今だから言

えるけど、後藤先生、先ほど心理的安全性って言っていましたよね。後

藤先生はそれ以前、「徹底した相互評価をやっています」っておっしゃ

っていたので、相互評価をやると、どうかしたら、関係性ができてなか

ったら人に責められているような気になりますよね。だけど、繰り返し

て、ああ、いいものができるなと思ったら、これは厳しいコメントでも

自分のためだなとか、チームのためだなってなりますよね。 

 だから、多分、いきなり最初にだったら、幾らチームでも、何言って

んるんだ、外からと思われるだろうと思ったんですけど、これまでのそ

ういう評価し合う積み重ねの経験ってどうですか？それがあったから

今回行けたなとか、何かそう感じることありましたか？＞ 

【加藤】  自分は、授業かな。後藤先生の授業は、何か、よくＧｏｏ

ｇｌｅフォームを作って提出するとか、誰がよかったとか、そういうの

を言い合っていたから、そこに関してそこまで違和感はなくて、厳しい

意見があっても、俺のために言ってくれてるんだなというのは感じるこ

とができたので、そこに関してはそこまで何か違和感なかったなという

のは思います。 

【伊藤】  黒澤君はどうですか。 

【黒澤】  自分も加藤君と同じ意見なんですけど、後藤先生の授業で

Ｇｏｏｇｌｅフォームを使ったお互いの相互評価とかをよく行うこと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

がありましたので、お互いに意見を交換し合ったりとか、相手のよかっ

た点は、ここは直したほうがいいんじゃないかというところをお互いに

交換し合っていたので、そこまで今回の総合的な学習の相互評価につき

ましては違和感がなかったかなと思います。 

【伊藤】  なるほどですね。やっぱり日常的にそういう経験を積んで

おくことは結構大事ということですよね。私も勉強になりました。あり

がとうございました。 

 私ばっかり言ってもあれなんで、ある程度、意見が出たところで、ほ

かの先生に回したいと思います。 

【後藤】  ありがとうございます。では、野内先生、よろしくお願い

します。 

【野内】  とても試行錯誤していることがよく伝わってきて、うれし

くなりました。今回のテーマ、主体性というところなんですけど、自分

がここで主体的になったとかいうところ、もっと平たい言葉で言えば自

分の本気スイッチが入ったなというような、思うようなところってどん

なところですか。 

【加藤】  自分は、まず、６時間目というところで、自分、家が遠い

のでイタクラから２時間ぐらいがかかるんですけど、もうそこの時点

で、もう遅い時間だから、ぎりぎりまで残ってやるんだからこそ、ちゃ

んと本気出してやろうみたいなのを思ったのと、あと、やっぱりせっか

く作るなら、こんなに、１５時間分のを作るのであれば、よりよいもの

にしたいねという話合いをしたので、そこで主体性、自分したいんだよ

ねという話をして、そこからつなげられたのかなというのがあって、そ

こで主体性は出てきたのかなと、やる気スイッチは出たのかなと思いま

す。 

【野内】  結構最初から主体的に取り組めたという。 

【加藤】  はい。 

【野内】  それはすばらしいですね。どうですか。あと、班のメンバ

ー見てて、全員が多分最初からそういうふうなスイッチはなかなか入ら

ないかなと思うんですけど、どういった、自分のことだとか、班のメン

バーのことも含めてどういうような感じですか。 

【黒澤】  自分は、加藤君とは本当に真逆で、その６時間目と自分、

前のコマに２時間目に授業があって、２・６の授業で、２限終わって６

限まで五、六時間あるんですけど、そこまで待たなきゃいけないんだみ

たいな、逆にちょっと意識が低くて、でも、授業の一番最初のときに、

先輩たちの授業で去年の授業をお聞きして、先輩たちがいろいろやって

いるんだなというのを聞いて、そこから自分なりに、今年は先輩たちを

超えるような発表をしたいなと、よく後藤先生も去年の先輩たちを褒め

ていらっしゃったんで、じゃあ自分たちも褒めてもらおうと思って、そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

れでいろいろそこから考え始めて、自分が特に主体性に取り組んだの

は、その実験、実際に授業を行うときに、生徒たちにどうしても実験を

してほしくて、その実験を今回、ろ過実験という形でつくったんですけ

ど、そのろ過実験の方法とか実際に取り組む方法について、自分は主体

的に一番取り組んだなと思います。 

 ほかの、同じ友達でも、最初から主体的に取り組んでいた様子がなく

て、やはり、自分と同じ授業で２・６の形で取っていたので、６がなけ

れば帰れるのにという意見はたくさんあったので、それで、友達はやっ

ぱり中間発表を終えてから、すごいたくさんたたかれて、こんなこと言

われて、お互いにこう、じゃあ向こう挽回してやろうぜみたいな話で、

そこから切り替わって、最終報告会では一番いい発表ができたのかなと

思います。 

【野内】  その中間報告会が一つ、ターニングポイントになって。 

【黒澤】  そうです。 

【野内】  何かやる気スイッチが入ったかなという状況、分かりまし

た。どうもありがとうございます。 

【加藤】  ありがとうございます。 

【伊藤】  今の話だったら、やっぱり辛口コメントはよかったという

ことですかね？ 

【加藤】  よかったです。 

【伊藤】  ほっとしました。 

【後藤】  そのほか、いかがでしょうかね。会場の先生方、それから

Ｚｏｏｍ参加の先生方、お一人、吉田先生、安心院高校の先生から、ち

ょっと中身に入っていくかもしれないんですけども、今回、総合的な学

習の時間の指導法ということで、総合的な学習の時間の言わば指導案を

作ってみたわけですよね。それと教科の指導案と比べたら、何か違いが

あって苦労したこととかあるんじゃないのみたいなことなんですけど、

いかがですか。 

【加藤】  自分から言わせてもらうと、総合的な学習の時間は、理科

もそうなんですけど、生徒に考えさせることはもちろんのことなんです

けど、やっぱり他者の意見をもっともっと尊重する授業だと思ってい

て、そこを深く考えさせるような指導案を考えたり、あとは、もっと体

験してもらう。理科だと実験なんですけど、もっと自分たちで調べさせ

てみたり、先生が何か言うんじゃなくて主体的にどんどん学んでいける

ような、総合的な学習の時間の指導案を作りたいなという思いで作りま

した。 

【黒澤】  自分は、理科の学習指導案につきましては、知識とか、生

徒自身の力になるものというか知識、技能になるものだと思っていて、

総合的な学習につきましては、自分たちは生活排水を行ったので、身近

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

な環境問題に対して生徒たちが、この環境問題に対してどのような考え

を持って、じゃあ何がいけないのかとか、答えがないんです。実際答え

がないので、自分たちの取組方法とか対策を、総合的な学習の１５回を

通して得てほしいなと思って、そのような能力というか考えを持てるよ

うな指導案を作りました。 

 以上です。 

【後藤】  吉田先生、それでよろしいでしょうか。 

【吉田】  こんにちは。安心院高校、吉田です。すみません。代わり

に後藤先生にお尋ねしてもらって、お返事ありがとうございました。私

が大学の教育実習のときにはそんなことは絶対考えてなかったなと思

うようなことを、お二人ともすらすらとお話しされるので驚いていま

す。その教育実習で指導案を考えるときって、いつも１人で考えていま

すか。 

【後藤】  まだ３年生なので、教育実習がこれからなんですよね。彼

らはこれからです。 

【吉田】  これからなんですね。分かりました。 

【後藤】  今、模擬授業で一生懸命、指導案を作っている、そんな状

況です。 

【吉田】  そうなんですね。ちょっとこの指導案を考える過程自体も

すごく、違うかなと思って聞いてみたんですけども、分かりました。す

みません。お二人ともありがとうございました。 

【後藤】  これで何か外部ともつながるということが分かりましたの

で、もし外部の先生方も忌憚ない御質問、御意見等々いただければ大変

助かりますが、いかがでしょうか。吉田先生、ありがとうございます。

そのほかいかがでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

【瀬戸様】  瀬戸と申します。私は都内の私立の中学・高校、大体４

校ぐらいで総合的な探究の時間の支援であるとか、そういったことを今

行っております。そのほかにも、大学生のレポートの添削であるとか、

そういった辺りもやるんですけれども、３点、質問のほうがございまし

て、まず、１点目は後藤先生にちょっとお伺いのほうをしてみたいとい

うふうに思っております。 

 自分で国や社会を変えられると思うという、この日本財団の１８歳意

識調査の結果を、後藤先生のクラスの調査と比べるとやっぱりかなり下

がる。これはすごく数字的にインパクトの大きい結果だななんていうふ

うに思ったんですが、この要因と考えられることを、後藤先生がどのよ

うに捉えていらっしゃるかですね。様々なファクターあると思うんです

けれども、例えば与えられたそのテーマの条件であるとか、あるいは探

究ではなくてＳＴＥＡＭだからこういったような結果が出るであると

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

か、あるいは教員を目指される、意識の高い学生さんだから、そういっ

たところもちょっと要因としてあるんじゃないかとか、そういった辺り

の後藤先生なりの見解というのを、もう少し詳しくお伺いできたらなと

いうのが１点目でございます。 

 ２点目は、これは学生さんにちょっとお伺いしてみたいんですが、別

の研究会で別の大学の４年生が、やはりこういったそのグループ活動を

行うときに、フリーライダーですね、いわゆる「あっ、それでいい」と

か、「あっ、はい、分かります」だとか、そういうふうにしか言わない

ような学生さんというのを、どういうふうにコントロールというか巻き

込めばいいのかなというところが、やっぱり悩んでいらっしゃるという

ようなお話なんかがあって、次回実はその研究会が２月にあるんですけ

れども、そのときに、皆さんでちょっとそんなのをどういうふうに考え

ているかというのを持ち寄ってみましょうみたいなことをやっている

んですけれども、先ほどもやっぱり温度差という話があったと思うんで

すが、そういった温度差をどういうふうに、一つは役割というところが

先ほどのお話であったと思うんですが、役割以外で、そういった、乗っ

かろうとするみたいな学生さんに対して、こんなようなちょっと工夫を

してみたであるとか、そういったところがあったら教えていただきたい

なというのが２点目です。 

 ３点目なんですけれども、これは韓国と中国の教育の事情について、

これはなかなか知る機会がなかったのでとても勉強になりました。私

は、どちらかというと高校の探究の支援なんかをやっていると、やっぱ

り往々にしてあるのが、学校の中学・高校の先生方、結構探究の主幹で

あるとか、先生になると非常に負荷がかかる。中には、やっぱりあまり

その探究というのに前向きな先生ばかりではないというところがある

んですよね。そういった辺りは、韓国であるとか中国の、日本の学習指

導要領に当たるものというのが変わったときに、現場のいわゆるその先

生方の混乱というか、そういった辺りというのはどういう状況なのかと

いうのを教えていただきたいなというふうに思います。 

 以上３点でございます。よろしくお願いいたします。 

 

【後藤】  ありがとうございます。本質を見据えた御質問をいただい

たところで、非常にうれしく存じます。 

 まず、１点目の質問に私が答えさせていただきます。私も本当にこん

なに上がるのかというのが率直なところ、びっくりというのが率直な感

想であります。これ、学長が一番初めに挨拶していましたけども、学長

も、これは何か薬でも飲ましたんじゃないかとか、そんなことまでお話

をされるぐらいなんですね。それから、意図的に取ったんじゃないかみ

たいなこともおっしゃられる人もいます。ところが、これ、もう質問の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

中に埋め込んでいますので、ほかの質問者の回答が見れるわけでもな

く、しかも、一つの１項目にすぎないので、私だけが注目しているので、

学生さんたちは恐らくそれを注目しているだに分かってなく答えてい

るのに、同じような結果が得られたというのが、私自身も驚きでした。 

 その要因として一番考えられるのが、やっぱり自分のやっていること

に責任を持たざるを得ない状況をつくったということなのかなと。先ほ

ど、悔しい思いを解決するだとか、それから、よりよきものを追求した

いとかって、本当にアナログチックなことなのかもしれないですけど

も、やっぱり、日本の皆さんが持っているよさみたいなものが前面に出

てくるところが表れているのではないかなというふうにも思っていま

す。 

 共同で物事を行うことで、他者の目というものも非常に気になります

し、徹底した相互評価というのは、優しいものばかりではなくて、ほか

の人とある種の絶妙な比較が入りますので、自分の班だけ非常に遅れを

取っているということがある種許されないような状況も出てきてしま

いますので、そういったことも心理的な部分で、安全性は担保しながら

も絶妙に作用したかなというふうに思っております。 

 それから、外部の先生方からの専門的な御知見というのも非常に意味

があって、今まで知らなかったことを知れただとか、自分たちが入り込

んでいて一生懸命やっていたつもりが、実は、違う角度から見ると、む

しろ、授業づくりも含まっていますから、子供を育てることに至ってな

いだとか、特にジェンダーなんか難しい課題がたくさんありますので、

考え方がまだまだ甘かっただとか、そういったことで、自分のやってい

ることにさらなる責任を持てたということ、これが大きかったかなと。 

 私はむしろ、引いて、体壊さないでねとか、無理すんなよとか、もし

必要なものがあったら教えてねとか、本当に委ねて、それでいてチーム

の中で内部崩壊しそうなチームもあったりとかして、そこは、もし解決

できなければ私に連絡を下さいと、私が出る番ができたらしっかりとサ

ポートはしますよみたいなことを耳打ちしながら、でも、自分たちで何

とか解決をする、越えていくということを学んでいくことで、彼らがあ

る種の社会実装ですね、そうやって世の中を渡っていかなきゃいけない

ということをしっかりとつかんでいったんじゃないかなというふうに

考えております。 

 これは、本当は本人たちから聞いたほうが一番かもしれませんが、私

からは以上です。 

 じゃあ２点目。 

【加藤】  自分から１つ目、温度差に関しては、やっぱり理系の学校

というのがあって実験とかも行うので、主体的にやらないといけないこ

とがあるので、そこまで自分たちの班は温度差がなかったと思うんです

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

けど、もし温度差があった場合に、自分が考えているのは、もうどう思

うって、全員に聞くんじゃなくて、その人にどう思うのか、今どう考え

ていますかというのを寄り添って聞くというのが、多分一番解決するの

かなというのは思います。そこでその人が言えないのであれば、じゃあ、

匿名のＧｏｏｇｌｅフォームとかを作って、一旦全員、何か自分の考え

を書いてみてほしいけど、誰が書いたか分からないようにするよとかを

してみたら……。 

【瀬戸様】  少し言いやすい環境。 

【加藤】  言いやすい環境になるのかなというのは思います。 

【瀬戸様】  なるほど、ありがとうございます。でも、その寄り添っ

て聞くというのもね、これもやっぱり一つの主体的な行動ですよね。自

分から変えようと言い出すことだと。ありがとうございます。 

【黒澤】  自分としては、自分の班もすごい仲のいい班で構成されて

たんで、意見が出しにくいとかそういうことは特になかったんですけ

ど、自分がもしそういう人がいたとしたら、加藤君と同じような意見に

なってしまうんですが、寄り添ってあげるというのもあるし、あとは、

一旦話題を探して、違う話をして、一度、中の関係をつくってから、で

は実際にこれこういうことなんだけど、この課題についてどう思うみた

いな、仲よくなってから、一度その質問の内容に対して聞いたりとか、

あとは、もし言葉にすることがどうしても苦手な人っていると思うんで

すよ。なので、文章にして出してもらうとか、そのような対応をして解

決していこうかなと私は思います。 

【瀬戸様】  ありがとうございます。今の回答はすごくいい回答で、

実は、その研究会で会話と対話の違いというのを扱っているんですよ

ね。それで、対話というのはどちらかというとその問題解決、そこに焦

点を絞った話合いみたいなことをイメージしてもらうといいんですけ

ど、じゃあそこに会話って必要ないのかといったら実はそうじゃなく

て、今、おっしゃった話で出たように、ちょっと雑談に戻ってから、温

めてから対話に移ればいいよねみたいなことがというような指摘は前

回の研究会でも出ていたので、ちょっとそういったお話ももう一回振り

返って、２月にみようかななんて思ったので、とても参考になりました。

ありがとうございます。 

【加藤】  ありがとうございます。 

【孔】  ３点目でございます。韓国の場合の説明をいたします。韓国

は２０１５年度に学習指導要領が変わって、７年たった昨年、また改訂

されました。その後、その中でいろいろなことも変わりましたけど、そ

れから探究のところも変わって、もう率直に言って現場の先生方はちょ

っと苦労するんじゃないかという気がします。 

 このように、韓国で学習指導要領が変わると、まず、国からの研修が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

主に行われております。今回改訂されたものは何ですかということ、そ

れを説明するということが多くて、全ての先生にはできないんで、まず、

代表的な先生方を呼んで説明して、その先生方が学校に戻って、学校内

で説明する、そういうような仕組みをしているし、また特に実験とかそ

ういうところは、韓国では各地方に教育センターというものがあって、

そこから変わった学習指導要領とか教科書による実験を行って研修さ

せると、そういうところが多くなされております。 

 あと、それ以外にも資料集を作って、現場で先生に配る。それは各地

方の教育センターの役割であります。特に今回、昨年改訂されたもので

はデジタルの映像が必要になるところがあるんで、それは地方教育セン

ターでもできないんで、国のお金で、改訂する前から、それを別の会社

が作ってくれて現場に流す、そういうような仕組みで、現場はちょっと

混乱はされているなという感じがします。韓国の場合はそうです。 

【瀬戸様】  そういった体制がやっぱり、その事前の対策があって、

そこから現場の方が、リーダーの方からまずは広げていってみたいな形

の方法を取られていらっしゃる。 

【孔】  そういう形になっています。 

【瀬戸様】  ありがとうございました。 

【何】  中国に関してなんですけど、今日、自分は、多教科間の授業

についての中国の変化を話しました。なんですけど、実は今回、２２年

の義務教育課程方案の改訂で、中国は本当にいろんな面で変わってしま

ったので、すごい正直に言うと、今の現場は、大分その変化で疲弊して

はいます。 

 具体的にどうやって変わったかというと、今までの中国の教育は全体

的に放任主義でした。全国的な学習指導要領的なものも、２００１年に

１回出して、それ以降は一切触れられていません。それで、２０１２年

の人民代表大会で首相が変えましょうって言って、それで初めて変えよ

うという動きが始まりました。 

 その後に、今回話した多教科間を除いても、例えばセンターで英語の

テストは今、中国ないんですよ。ＴＯＥＦＬやったりＴＯＥＩＣだった

り、そういった点数を使うようになったり、あと、統一試験の課題が大

分難しく、ただただ覚えるだけでは対応できない感じになったり、今ま

ではマーク式だったのに書くようになったりして、そうすると、ただた

だ採点するだけでも教員は疲れるので、本当にいろんな意味で、今の教

員は変化の対応をするのに大分疲れています。 

 それも加えて、中国は師範大学という教員を養成する大学があるんで

すけど、その師範大学からいろんな教授を下のほうに派遣したり、あと

はさっき韓国が言ったように、学校の代表がリーダーとして探究授業を

学びに行って、学校のほうで、それを、下ではないですね、同じ学校の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教員に教えたりして、上から下からいろんな支援を行って、頑張って、

現場の教員を支えようとしてはいるんだと自分は思っていますけど、本

当に変化が大変大きいので、今、もうそろそろ２年になるんですけど、

いまだにちょっとした混乱状態ではあります。 

 なんですけど、全体的に言うと、やっぱり変えようって言ってからも

う１０年以上はたっているので、そういう点でいうと、対応できている

面もあります。だから、もう５年ぐらいで落ち着くかと思います。 

【瀬戸様】  そうすると、韓国と同じように、やっぱり体制のところ

から現場を変えていくみたいな形の動きはされていらっしゃるという

のは変わらない、共通点ですね。 

【何】  そうです。 

【瀬戸様】  ありがとうございました。 

【後藤】  ありがとうございます。 

 中山先生、手を挙げていただいていましたね。中山先生、よろしくお

願いいたします。 

【中山】  中山です。私、理科の小・中学校の教員でしたので、総合

ですとかＳＤＧｓに特化したことを特に伝えていたわけではないんで

すけれども、どちらかというと、スライドのとき、それから発表のとき

の立ち振る舞いのことを伝えていたと思います。 

 皆さんの今日、２つの班が代表班としてスライドを発表してくださっ

たと思うんですけど、もうそれを見て、とてもいい、分かりやすいスラ

イドができたなというふうに感激しました。皆さん、２グループに限ら

ずですけど、１２班だったんですかね、その皆さんも、一番最初に中間

発表会で使ったスライドとを見比べてみてもらうと、自分たちでも、あ

あ、大分見やすくなったな、自分たちの伝えたいことが伝わるスライド

ができたなというふうに自画自賛してもらえるんじゃないかなという

ふうには思いました。２人も伝えてくれていましたが、文字のサイズで

あったり、あと色具合ですね、色味のこととか、そういうところをちゃ

んと意識して作ることができるようになったというのは本当によかっ

たなというふうに思っています。 

 自分たちの取り組んだ内容を、最後には、アウトプット、相手へ伝え

るということが必要になってくると思うんですね。これは、この授業だ

けじゃなくて、学校の授業であれば、実際に児童生徒に伝えるですとか、

それから、社会へ出てからも社会人となってからも、自分の意見を伝え

るという機会はあると思うので、そういうアウトプットするときの一つ

の手段として、自分のしゃべり方、使う言葉であったり、それから、ス

ライドはきっと補助的に使うものだと思うんですけれども、そういうと

ころの作り方、ヒントを得ることができてくれたんじゃないかなという

ふうに思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 というわけで、今日はその場には代表する２つの班の学生の方がいら

っしゃるのかもしれませんが、ほかの、一緒に受けた仲間に、いいスラ

イドできてたよということを伝えていただければなというふうに思い

ました。 

 アドバイスしてくださった４年生の近藤さん、いますよね。近藤さん

のスライドの１枚目を僕、見たときに、ああ、なかなか格好いいなとい

うふうに思いました。何が言いたいかというと、私のいる宮城教育大学

というのは、特別支援の免許が５領域全部取ることができるという、非

常に全国の中でも特徴的な大学だと思うんですが、そういうこともあっ

てか、うちの学生は、ユニバーサルデザインフォントを、もうこれはい

いものだというふうに思って使うんですね。もちろんいいとは思うんで

すけれども、そうすると、スライドの中のフォントがそればっかりにな

っちゃうんですよね。それから、皆さんももしかしたら持っているかも

しれません、スライドの作り方みたいなハウツー本があると思うんです

が、そうすると、明朝体を使うんじゃなくて、とにかくゴシック体、ス

ライドで見せるためにはゴシック体を使いましょうみたいなことが多

くの本に書いてあります。もちろんそれはそれでいいんですけど、でも、

私はこのフォントを使いたいというふうに思ってくれていいと思うん

ですよ。中山研の３年生、４年生の学生でも、やっぱりここは明朝体で

かっこよく決めたいですというふうに、そういう意図を持って使ってく

れる学生もいます。そういう背景で見たときに、近藤さんの題名が、格

好いい明朝体を使って、しかも読みやすい大きさで、明朝体だけどちょ

っと太字にしてとか、そういうところを意識して使ってくれているなと

いうふうに思いました。 

 というわけで、私のほうからは、中間報告のときも、それから最終報

告のときも、そういう、しゃべり方ですとかスライド資料のことを結構

口やかましく、また、中山先生、言っているよと思われたかもしれませ

んが、そのおかげかどうかは分かりませんが、皆さんの今日のスライド

を見ていて、ああ、いいスライドできたなって本当に実感しましたので、

そのように、感想ですけども、ちょっと伝えたいなと思いました。 

 以上です。 

【後藤】  ありがとうございます。いや、もう先生の御指導のたまも

の、本当にありがとうございます。 

 いろいろとまだまだ深めたいところもありますが、そろそろいい時間

になってきましたので、伊藤先生に少しこのセッションをおまとめいた

だき、その後、野内先生のほうから、少し、さらなる総括をいただけれ

ばというふうに思ってございます。 

 では、伊藤先生、よろしくお願いいたします。 

【伊藤】  よろしいですか。ありがとうございました。お話を聞いて、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

チームの中で評価し合って高め合う関係ができている、そういうチーム

が学びを社会とつなぐと、やっぱり深い学びができる上に、さっきの中

山先生のコメントもありましたが、発表をしてレベルアップしたとい

う、その達成感が、やはり後藤先生が冒頭でお話しされた、自分で国や

社会を変えられると思うという、そこが上がったんじゃないかなという

気がしました。私も大変勉強になりました。どうもありがとうございま

した。 

 以上です。 

【後藤】  ありがとうございます。 

 それでは、このセッション、それから今日の最後に、野内頼一先生よ

り、総括、まとめをしていただきたいと思います。では、よろしくお願

いいたします。共有をかけさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

【野内】  今日、本当に発表していただいた皆さん、それから学生の

皆さん、様々な学びを本当にありがとうございました。 

 今回のところで学習者の主体性を引き出す授業ということがテーマ

になっていたかと思います。最初のところで、やはり４人の先生方の発

表のところで共通していることというのは、問題や問いの提起、問題を

見いだすことということに関して、理想なくして問題なしという角谷先

生のお話もありましたけども、問いを作ることの難しさ、それから価値、

そういうものがあったんじゃないかなと。それで、韓国のＳＴＥＡＭ教

育に見ても、ＳＴＲＥＡＭというお話がありましたけども、ここでも振

り返りとか根拠とか関係づけも含めて、問題設定をどうするのかといっ

たところ、それで、実際に具体例として、高尾から中津川までの電車の

旅で、あそこからどんな問題を見いだしていくのかっていったことが、

やっぱりすごく大事な、これから問いを作っていくということがすごく

大事なことなんじゃないかなというふうに感じました。 

 それから、何さんのところでは、やっぱり中国はもう国のプロジェク

トとして、メイカー教育だけではなく、問題解決、いわゆる工学的な研

究だけではなくて、ＳＴＥＡＭという社会と技術の発展につなげていく

という探究のプロセス自体に学びを求めていく。それで、教科をまたい

だ学習も各教科の１０％という形で、枠をある程度提示しながら、学び

を押さえていく。 

 それから、国際バカロレアのほうでは、ここのところでは、文脈や概

念を設定することで、日常生活や社会との関連の、その中で問題解決を

していくんだという、問題解決の中における一つの授業の可能性を表現

していただいたなと。科学的って何だろうという、子供たちの意識が本

当に変わっていくという、その表現ぶりというのが非常に印象的に残っ

たなというふうに感じていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

日本大学 野内頼一教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 これらのことを、４つのところ、ＳＴＥＡＭ教育、ＳＴＲＥＡＭ教育

あたりを題材にしながら、今回、東洋大学の「総合的な学習の時間」の

指導法ということで、やはり「自分で国や社会を変えられると思う」と

いうのが授業前から授業後にこれだけ上がるということは、子供たちの

学びの中で何かスイッチが入ったんじゃないかなという、いわゆる、自

分たちにとって何か自分の中で変化が起きたんじゃないかな。そこが何

なのかなっていったことを、この後の学生さんの言葉の中から少し見つ

けられたかなというふうに感じています。 

 その中のポイントになるところというのは、プロセスの体験重視と授

業重視ということを言われていましたけれども、鍵を握っているのが中

間報告会、最終報告会、外部とのつながり、それから生徒の主体性を引

き出す。個人に責任を持たせるという話もありましたけれども、やはり

ポイントとしては、体験するということ、子供たち、学生たちが自ら体

験していくことということが、本当に大事なことなんじゃないかなとい

うことを改めて感じさせていただきました。 

 それで、日常や社会をつなぐ学びによる学習者の主体性を引き出す授

業、今回の学習指導要領の改訂も、資質・能力の育成と知識及び技能、

思考力、判断力、表現力、学びに向かう力、人間性、この３つの資質能

力をバランスよく育成するということが非常に大切だということが言

われています。ですので、今回のところは、まさにこの３つの資質・能

力がバランスよく育成していったんじゃないかなと。このバランスよく

というのが、学びに向かっていくということに対してすごく大事なこと

じゃないかなというふうに感じました。 

 もちろん、今回の学習指導要領は主語は生徒ということであったりと

か、主体性を引き出すということが、どういうふうに、どういうふうな

各教科で意味を持つのかということであったりとかということが重視

されていると。 

 今回の学生の学びの中で見えてきたことというふうに考えてみます

と、プロジェクトに参加された学生のところから、中間発表での学びが

非常に大きかったという、ここが一つのターニングポイントになったん

じゃないかなと。最初は自分たちの取組意識に差があったりとか、無知

に気づいたりとか、目標を共有したりとか、そういう中で、自分たちの

中で学びの中の気持ちのスイッチが入っていったんじゃないかなと、そ

ういうことがとても印象的になりました。 

 また、４年生のほうとしては、先輩としてアドバイスできたことと、

４年生自身が学びになったということが非常にやっぱり印象的で、４年

生が主体的に学んでいるからこそ、３年生もその姿に共感を持ったりと

か憧れを持ったりとか、これが単なる指導という形だけだったら、ここ

までの共感を生み出さなかったんじゃないかなというふうに思います

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ので、やっぱり４年生の一緒に学んでいくというスタンスもとってもよ

かったことだというふうに感じさせていただきました。 

 そういうふうに考えると、学ぶ意義や有用性の実感ということで、今

回は、大学生の皆さんが、生徒としての視点と教師としての視点、２つ

を持って、それを往還させたということが、個人の学びに大きな意味を

持ったんじゃないかな。その２つの学びを、両方の視点を持ちながら、

受領者として、それから今度は指導者として、そういう学びにつながっ

ていったんじゃないかな、その中で試行錯誤することを何か楽しんでく

れたんじゃないかというふうに感じました。ですので、その失敗するこ

とということも含めて、心理的安全性が確保された中で豊かな学びが醸

成されたんじゃないかなというふうに感じました。 

 そういうふうなプログラムが、１５時間の中に適切に、うまい形で、

学生の実態に合わせて、非常に臨機応変な形で組み込まれたという、こ

の東洋大の学習プログラムというのは、非常に、これからの大学教育ば

かりじゃなくて、小学校、中学校、高校、大学を含めて、学習プログラ

ムを考える上での大きなヒントになるような、具体的な提案がたくさん

あったなというふうに感じさせていただきました。 

 今日は、本当に学び大きいシンポジウムに参加させていただいてあり

がとうございました。 

【後藤】  野内先生、ありがとうございます。総括をいただきました。

そして、私が大事にしていることを全てまとめていただいた思いでござ

います。やはり体験をすること、責任を持つこと、そして、高等教育機

関で学んでいる学生さんたち、大人です。大人なので、大人として接し

ていかなきゃいけないという、そこが私の一番の根本で、高等教育とい

うのは受け身はあり得ないと私は思っています。 

 ただし、学校教育はどうしても子供たちですから、そこで、野内先生

おっしゃるとおりで、大人として扱うこと、そして子供の視点も持ち合

わせて、その往還が、自分たちが大人になる、主体的になることをチー

ムを通じて、そして自分自身も学んでいったんだろうなというふうに感

じているところであります。 

 本当にすばらしいおまとめ、ありがとうございました。 

 このシンポジウムを閉じたいと思います。最後に、東洋大学の教職セ

ンター副センター長、内田先生より最後の御挨拶を申し上げます。 

【内田】  よろしくお願いします。本日は現場に、会場に伺えなくて、

現場に伺えたらと思っていたんですけれども、伺ってしまうと途中で聞

けなくなるという事態が、授業との関係がありまして、オンラインで失

礼いたします。 

 本日は、私、実は専門は幼児教育でございます。それで、すごく共通

点がたくさんあったんですね。総合的な学習って、子供たちの遊びや生

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

活はそもそも常に総合的なんですけれども、世の中の事象とか事柄をそ

のまんま感じていくということと、学校教育の中でそれを分かりやすく

取り出して実験という形にしたりとか、ここの部分をポイントにしてと

いうふうに伝えていくということと、そことはまた、一線をちょっと画

している、そういう分野だったので、分野ですので、今日の皆さんの、

学生さんたちの御発表、それから先生方の御発表の中で、その現実感の

持てる物事をそのまま使って取り出して、それをそこの中で、いろんな

ことを考えていくというところがやっぱり大事なんだなって、この年齢

を超えて共通するんだなということ、それから、３つの資質・能力の話

が最後、出てたんですけれども、幼児教育のときから全く同じものがず

っと今回、高校まで一本通されたということの意味を今日改めて、私、

幼児教育が専門なんですけども、今日こちらの分野のこのシンポジウム

に参加させていただいたことで、いろいろ自分の分野について確認する

ことができました。 

 ですから、お返しにじゃないですけど、中・高の先生方も、ぜひ小・

幼についても少し、いろいろ交流ができたら、ますますいいものが生ま

れてくるのかななんていうことを、また自分の分野のところに帰って持

ち帰って、いろいろ考えてみたいなというふうに思いました。 

 本日は、貴重な学びの機会をありがとうございました。特に、後藤先

生の生徒さんたち、学生さんたち、本当にすばらしい御発表ありがとう

ございました。私もいろいろ振り返って、今後の授業につなげたいと思

います。本日は皆様、どうもありがとうございました。 

【後藤】  ありがとうございました。 

 御参加いただきました皆様、誠にありがとうございました。来年度以

降もこの授業は続きます。よりよきものにへと、どんどん変えていきた

いというふうに思っております。そして、内田先生おっしゃられたよう

に、今の学習指導要領というのは社会に開かれた教育課程の実現という

ふうに言っているわけです。ですので、幼・小・中・高・大、それから

社会とつながることを意識しながら、この取組をさらに展開していけれ

ばなというふうに思ってございます。 

 また、貴重な意見いただきました先生方、誠にありがとうございまし

た。今後とも、何とぞこの取組を含め、東洋大学、よろしくお願いいた

します。 

 これにて散会とさせていただきます。本日は誠にありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

取組についてのご感想・ご意見 

● とても勉強になるシンポジウムでした。 
● 海外の教育課程（STEAM教育など）を拝聴した後、後藤先生の講話、学生の学びや発表を聞く機会を得たこと。 
● 広く学べると共に深く学ぶことができました。 
● 今後ともこのような機会があれば参加させて頂ければ幸いです。ありがとうございました。" 
● 口頭でもお伝えしましたが、近藤さんのスライド1枚目の題名（明朝体・太字）は、よい意味で目立って見えま

した。スライド作りのマニュアル本で、「ゴシック体を使いましょう」ということが本当によく書いてあります。
しかし、あくまでもそれを参考にすれば良いわけで、最終的に、いつどこでどのようにフォントを使っても良
いのですからね。スライド1枚目の題名は、題名に意識を向けさせるという意図で、とても良く目立っていまし
た。  

● 勤務先内の会議予定の都合で、後半からの参加となりました。代表して発表をしてくれた２つの班のスライド
資料の出来栄えが、かなり良かったので、良い意味で驚きました。他班の皆さんも、自分たちの中間発表会の
ときのスライド資料と、最後に完成させたそれをぜひ比較して見てください。きっと、「良いスライドができ
た！」と自己評価できるはずです。そして、さらに欲を言えば「良いスライドとは、何だろう？」と、自問自答
してみてください。そうすることで、今後、教育実習に行ったり、卒業して社会に出てプレゼンテーションを
したりするときに、その場に相応しいスライド資料を自分の実力で作成できるようになるはずです。 

● 日本以外の国で取り組まれているSteam教育について知ることができ、良い経験となった。今回zoomで参加さ
せて頂きましたが、もう少し会場のマイクの音量を大きくしていただけると聞き取りやすいと思いました。 

● 勤務先内の会議予定の都合で、後半からの参加となりました。代表して発表をしてくれた２ つの班のスライド
資料の出来栄えが、かなり良かったので、良い意味で驚きました。他班の 皆さんも、自分たちの中間発表会の
ときのスライド資料と、最後に完成させたそれをぜひ比 較して見てください。きっと、「良いスライドができ
た！」と自己評価できるはずです。そ して、さらに欲を言えば「良いスライドとは、何だろう？」と、自問自
答してみてくださ い。そうすることで、今後、教育実習に行ったり、卒業して社会に出てプレゼンテーション 
をしたりするときに、その場に相応しいスライド資料を自分の実力で作成できるようになる はずです。 

● 学生さんたちが、しっかりと答弁していてよかったです。 
● 芸術大学の事務職員ですが、STEAM教育の推進は組織目標として掲げられているもの、他の領域との横断的な

学びについてイメージできていないの実情です。今回のシンポジウムを視聴させていただいたことでヒントを
得ることができたと思いました。 

● 後藤先生の提案、バカロレア等の興味深いお話が伺えて勉強になりました。 
● 教える側と教わる側での視点の違いやポイントの違いについて教育を学ぶ者として非常に参考になりました。

貴重な機会をいただき、誠にありがとうございました。 
● 韓国、中国のカリキュラム、STEAM教育を拝聴できたことは、教育研修の参考になりました。様々な著書を通

し、世界の教育の現在と方向性は目にしますが、生の声を聞く機会はありませんでした。そして、私自身学校
現場でとても効果的と感じていた相互評価が、「自分が社会や世界を変えられると思う」ことに良い影響を与え
るという発表は、今後の取り組みに大きなプラスとなりました。シンポジウムを通して東洋大学の取り組みを
より深く知りたいと感じました。ありがとうございました。 

● 前半のアート思考、韓国、中国のSTEAM教育、中学校での実践はとても興味深い話しでした。後半の学生の取
り組みも実際にどのような授業が行われているのかを見学したいです。 

● 角谷先生の「アート思考」の重要性につきましては、 長年新規事業に携わってきた身としてはとても共感でき
ます。 その内容を、きちんと指導要領の「生徒の学習の姿」と対照させ、 考察されていらっしゃった点がよ
かったです。 韓国、中国におけるSTREAM、STEAM教育について お話を伺うことができたのも貴重でした。 
質疑でも申し上げましたが、国としてその意義をどう伝え、 またどのように普及・敷衍しているのかのお話は、 
日本の教育現場で尽力されていらっしゃる先生方にも 有用なものだったかと存じます。  何より、後藤先生の
ご実践には感銘を受けました。 18歳意識調査の質問項目の結果にあれほどの差が出たことは驚きです。 授業
の設計・コンセプトがしっかりされていらっしゃり、 学生の主体性を喚起できているからこそ、と思います。 
この事例については、さらに詳しく研究成果をお伺いする機会があれば嬉しいです。 他大学で教職課程の「総
合的な探究の時間」を担当している先生方にも、 大きなヒントになるのではないでしょうか。 これからの先
生のご実践により、 未来に対して前向きな若者が増えていくことを祈念しております。 また、私は企業向け
の研修も行っているのですが、 学生に対してと同様に、社会人教育においても 心理的安全性の保障は重要で
す。 エイミー・エドモンドソンの著書はまだ読んだことがありませんでしたが、 早速注文しましたので、年
末年始に読んでみます 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．開発した教材 
 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

１．現状に関する意識や考えに対する受講する大学生の事前調査   

 
① 「若者の意識」に関する国際調査と受講する大学生との事前調査比較  
 

日本財団は,毎年 18 歳意識調査「社会や国に対する意識調査」の国際比較を公開している。本研

究対象の「総合的な学習の時間」では，2019 年公開の意識調査資料を用いたが，最新のものは 2022

年度版が公開されている。継続的な質問項目である「自分についての質問」という表１の質問項目

において，日本の若者は，調査参加の諸外国内で「他の国に差をつけて最下位となった。」と示され

ている（日本財団，2019，2022）。 

そこで，今回の取組の前に私立 A 大学教員志望学生に同様の質問をしたところ，以下の様な回答

であった（N＝39，分析に用いるため 6件法で質問した。ここでは比較ために肯定側 3 件を「はい」

と換算した）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 
表１ 自分についての質問   
 ①自分を大

人だと思う 

②自分は責

任がある社

会の一員だ

と思う 

③将来の夢

を持っている 

④自分で国

や社会を変え

られると思う 

⑤自分の国

に解決したい

社会課題が

ある 

⑥社会課題

について家

族や友人な

ど周りの人と

積極的に議

論している 

2019年 

我が国の 18歳 

1000人の回答 

 

29.1% 

最下位/9か国 

 

44.8% 

最下位/9か国 

 

60.1% 

最下位/9か国 

 

18.3% 

最下位/9か国 

 

46.4% 

最下位/9か国 

 

27.２% 

最下位/9か国 

2022年 

我が国の 18歳 

1000人の回答 

 

27.3% 

最下位/6か国 

 

48.4% 

最下位/6か国 

 

59.6% 

最下位/6か国 

 

26.9% 

最下位/6か国 

  

34.2%※ 

最下位/6か国 

（参考）2023年 

「総学」取組前調査 

大学 3年N＝41 

 
39.０% 

 

 
６５．９% 

 
７３．２% 

 
２９．３% 

 
８７．８% 

 
３６．６% 

（参考）2022年 

「総学」取組前調査 

大学 3年N＝39 

 
48.7% 

 

 
87.2% 

 
82.1% 

 
20.5% 

 
76.9% 

 
46.2% 

 

註）質問項目が同一のものを掲載している。斜線は質問項目の変更で経年変化を見ることができない。また，※

印「政治や選挙、社会問題について、家族や友人と議論することがある」という項目での調査結果である。 

 

 

特に「自分で国や社会を変えられると思う」は，取組前は日本財団調査（我が国の 1８歳，1000

名）とさほど差があるものではなかった。 

 
 
 

【参考文献および資料】 

日本財団，18 歳意識調査「第 46回 –国や社会に対する意識（6カ国調査）–」報告書』，2022 
https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2022/03/new_pr_20220323_03.pdf 

日本財団，18 歳意識調査「第 20回–社会や国に対する意識調査–」報告書』，2019 
https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2019/11/wha_pro_eig_98.pdf 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

3． 授業概要   本授業の哲学 

 

15回の授業概要：趣旨説明と学習指導要領の理解  

 

１  この授業で何を学ぶのか 

 

① 本取組の哲学 

本授業では，「総合的な学習の時間」の授業を構想し，実際に教壇で授業が

できるレベルまで到達させていくことを求めた。 

理念の理解のためには，教員養成の学生が二つの意識，生徒の立場に立っ

た学習者としての意識，教師の立場になった指導者としての意識，双方を経

験して授業の価値や学ぶことの意味や価値を感じ取ることが重要である。そ

のうえで，主体性とは何か，協働性とは何か，深い学びとは何か具体的な事

例をもとに一人一人，認知的・非認知的に深く考え，行動することが必要で

ある。学習指導要領の趣旨である「社会に開かれた教育課程の実現」のため

には，外部との連携は不可欠であり，学習経験を深める活動においても，学

習成果の発表のする際にも外部の協力者や有識者からとのつながりが意図的

に組めるようなカリキュラムデザインを心がける。 

 そのために以下の哲学に沿って授業を構成した。 

 

１．Kolb の経験学習モデル 

David A. Kolb（1984）は，John Dewey の学習理論（2004）を単純化

し，経験学習モデルとして単純化して実際に使用可能な理論として普及に努

めたアメリカの哲学者である。経験学習モデルは，4 つの段階からなるとし

ている。 

①具体的経験→②省察的観察→③抽象的概念化→④能動的実験→ 

という 4 段階を繰り返すことによって，学びを獲得していくという理論で

ある。本取組では，この理論の具体を目指すこととす。 

 

２．期待・価値モデル 

奈須（2014）は「期待－価値モデル」について，動機づけ心理学の学習意

欲の視点から整理をしている。学習意欲を高めるには，期待を維持して，さ

らに高める配慮が望まれるとしている。また，なぜその学習活動に取り組む

のか，その価値を生徒自身が内的に実感できるような配慮が望まれるとして

いる。学習意欲は，期待と価値の二つで決まり，期待とは，「その課題を達成

することが自分にとってどれくらいうまくやれそうか」に関する個人の主観

的判断であり，頑張ればできると思うからやる気が出て，いくら頑張っても

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

できなければ課題にすら取り組むことはなくなるとしている。一方，価値と

は「その課題を達成することが自分にとってどれくらい大切なことか」に対

する主観的判断としている。さらに，その上で内発的動機付けが重要である

ことを主張している。本研究では，この「期待－価値モデル」の考え方を尊重

して取組と研究を進める。 

 

３．心理的安全性の保障 

心理的安全性（psychological safety）」は 1999 年、組織行動学研究者の

ハーバード大学のエイミー・エドモンドソンが示した考え方である。エドモ

ンドソンの著書では，チームが機能する際に不可欠な「学習力」と「実行力」

を高める実践アプローチについて言及しているなかで，心理的安全性の重要

性について示している。簡単な例を挙げるならば「チームの中でミスをして

も，それを理由に非難されることはない」というような考えである。心理学

安全性が確保されている組織は，「学習するための組織」に変革することが

可能である。心理的安全性が担保されていない状況では，「「無知」と思わ

れる不安」，「「無能」と思われる不安」，「「邪魔をしている」と思われ

る不安」，「「ネガティブ」と思われる不安」といった「4 つの不安」が巻き

起こるとされている。心理的安全性の担保に向けては「お互いの存在を承認・

尊重する」「相手への感謝・受け入れる姿勢を示す」「話しやすい雰囲気を

作る」「発言する機会を均等にもてるようにする」「愚痴・不満よりも建設

的な言葉を意識する」「立場が上の人こそ弱みを見せる」ことが重要であり，

本研究では具体的に成立させられるような取組を行うことを目指す。 

 

４．相互評価活動 

後藤（2018）は，学習者自身が学習として評価に参加する参加型評価であ

る相互評価を活用した取組を意図的に組み入れることにより，学びが深まり

主体的に学ぶ意識が高まり，問題解決力の向上に向けて効果が得られること

を示している。 

本研究では，徹底した相互評価活動を行うことより，協働的な学びを自然

に引き起こすという哲学に基づき取組，研究を推進する。 

前述に示した１．Kolb の経験学習モデル，２．期待・価値モデル，３．心

理的安全性の保障を実現させる具体的なツールとして用いることとする。 

 

５．真の学習者としての意識 

STEAM 教育力，科学的探究力の獲得を目指す 

(1)育成すべき「STEAM 教育力」の設定 

これから求められる「STEAM 教育力」を「３つの視点」と「「３つの資質・

能力」として設定した。具体的には「３つの視点」として，①何のために（目

的）（問題解決，課題遂行達成，自己肯定感，社会貢献，イノベーションを起

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

こすこと），②何を（内容）（SDGs，Society5.0 を意識，正対すること），

③どうやって（方法）（３つの資質・能力を駆使し，実行しリフレクションす

る，さらなる工夫・エコ精神を忘れない）こととした。「３つの資質・能力」

として，Ⅰ前に踏み出す力（自立心，行動力，チャレンジ精神，向上心），Ⅱ

考え抜く力（想像力，創造力，批判的思考，科学的探究力，メタ認知），Ⅲ協

働する力（コミュニケーション力，交渉力，協調性，社会性，他者を認める

力）とした。 

 

これらに加え，発信力・表現力，科学的探究力の根幹であるエビデンス・ベ

ーストの思考 表現力が必要であろう。 

これらの獲得に向けた「スコープとシークエンス」をさらに明確にし，我

が国の教職課程科目における基盤研究として，「総合的な学習（探究）の時

間」の先導的，革新的な実効性のあるプロトタイプを示すことを目指す。 

(2)科学知と科学的探究力  

 本研究の概念図を示す．本研究では,科学的な“知識を使う力,それによって

「問題的な状況」に対処する力”（妹尾,2009）を「科学知」と定義する．科

学知の表れとみなす「気づき」が探究の駆動に必要である．探究の達成で検

証データが得られるとともに探究力が向上し,データは科学知にエビデンス

に基づく思考に根拠を与え,また吸収した知識は科学知として,気づきをもた

らすサイクルが本研究の概念図である． 

科学知を駆動させ，科学的な探究力を引き出すエビデンス・ベースな思考

法の要素は「図的な説明」，「数量的，数式的な説明」，「ことばによる説明」

であると考える。これらを学習プロセスの中で駆使することを通じて「科学

知」と「科学的探究力」は醸成される。 

 

６．真の教師（指導者）としての意識 

教師（指導者）としてどのような意識が必要か。日本には，授業研究の文化

があり，稲垣忠彦の授業研究，山﨑準二の教師のライフワークの研修の研究

など，極めて優れた教師（指導者）としての意識が育まれている。 

林竹二は，「子どもたちだけでは到達できない高みにまで、しかも子ども

が自分の手や足を使ってよじ登っていくのを助ける仕事」としている。また，

「すぐれた授業は子どもの心を開かせ，日常的なものの考え方を根底から変

えることすらある」と述べている。教師の仕事は，物理的な側面からも，「場

 

 

 

 

 

 

 

 

※図の挿入についてはフレーベル社に掲載確認を取っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

を開き，場を作り，場を持たせ，場を閉じる」ことをしっかり取り扱わなけれ

ば成立しない。 

幾度となくすぐれた授業を目指していくためには，多くの経験，実践，失

敗，検証，改善，さらなる実践を重ねていかなければならない。その都度，教

師である自身が責任をもって「場を開き，場を作り，場を持たせ，場を閉じ

る」という経験なければ，自分で何とか授業を運営する，授業を運営できる

という自信も，学習者の力を引き出す方略も，学習者との哲学的対話も成立

しない。何らかの成功体験も次につながり，やる気を引き起こす大切なポイ

ントである。また，協働的な取組による授業研究の経験が教員の組織形成に

とっても重要であるとの意識でのぞまなければ，やれる自信，レジリエンス，

効力が高まらないと考える。 

また，文部科学省の指導で，各自治体で出されている教員等の資質向上に

関する指標出されている。埼玉県教育委員会の例を示す。大学の授業を構成

する際の参考にしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 授業の概要 第１～3回 授業の概要 

 

 第 1 回では，第１～15 回にわたる「総合的な学習の時間」の学習法では何

を学ぶのか説明をする。この科目を学ぶ意義や授業の進め方，概要説明など

を行う。授業全体では，5 つの要素で進んでいくことを紹介する。 

また，第 1 回開始時に事前調査を実施し，既存の学習状況を確認する。そ

の後，①第 1～3 回では「総合的な探究の時間」の指導法の概要，内容説明，

作業班作成。②第 4～7 回は各班での活動。③第 8～9 回が中間報告会。 ④

第 10～13 回は各班での活動。⑤第 14～15 回は最終報告会である。さらに

第 15 回終了後にはビデオクリップを提出する。さらに，終了後事後調査を実

施し学びを総括する計画であった。  

表１に実際に実施した授業計画と進捗状況を示す。「総合的な学習の時間」

については，本授業の哲学に基づき，第 3 回目以降，前年度に学んだ学生の

サポートを受けながら進めていく。さらには，新学習指導要領の「社会に開

かれた教育課程の実現」の趣旨に沿って外部の専門家，関係者，有識者とか

かわりを持ちながら進めていく。 
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中間報告，最終報告では，外部有識者からの外部評価をいただき，学生間

（上級生，同級生，下級生）の内部での相互評価を同時に行い，さらなる向上

を目指す手立てとする。 

 

① なぜ，総合的な学習の時間が必要なのか 

 第 1～3 回 総合的な学習（探究）の時間，新教科「理数」と学習指導要領

の記載内容の整理，具体的な内容の理解事例の紹介をする。 

 新学習指導要領の趣旨は「社会に開かれた教育課程の実現」であり，その

ための必要な資質・能力の育成にある。必要な資質・能力を育成するために

は，具体的な内容と学習方法を有機的につないでいく必要がある。通常の教

科教育においてもそれは実現可能であるが，中学校以降，各教科の学習内容

は抽象度が上がっていることもあるため，指導者がそのための教材を準備し

実践につなげていくことはたやすいことではなく，また，学習者が既存の学

習内容で意識的にそれらをイメージすることもたやすいことではない。 

「総合的な学習の時間」は，日常や社会など身近で起こっていることなどを

題材やテーマにしていくこと，より具体的に内容と学習方法をつなぐことが

可能になり，学習者にもイメージがしやすい。さらに，総合的な学習の時間

の内容を深めていく際に，教科で学んだ知識や内容，学習方法を活用するこ

とが必要になるため，教科の学びの重要性も再確認，再認識できる機会に遭

遇することもできる。 

 さて，2022 年度全ての学校種で進められている新学習指導要領では，知

識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等を育成すべ

き資質・能力の 3 つの柱として位置づけている。 総合的な学習の時間を通

じた学びが深めれば，これら 3 つの資質・能力の育成につながるものと考え

られる。 

 学部 3 年生である教員養成課程途上の学生は，総合的な学習の時間につい

ては，専門的に学んだ経験は皆無である。これまで小・中・高等学校では，児

童・生徒として学ぶ立場であったゆえに，もちろん指導経験も皆無である。

このような学生は何をどのように学ぶべきか。全国には効果のある実践は多

数あり，そのもの自体を紹介することは可能である。しかし，自ら経験を積

み，自ら授業を構成する経験を持たなければ，総合的な学習の時間を指導す

ることは極めて困難であり，いつまでたっても自信を持つことができない事

態も生じかねない。本講座は「総合的な探究の時間の指導法」である。そこ

で，本授業では，学習者である学生に次のことを依頼した。すなわち，それ

は，実際に体験をする学習者的立場ともう一つは教員として指導する指導者

的立場である。 

 先に示した通り，学生の総合的な学習の時間の経験値は高くなく，内容理

解が進んでいるとは到底言えない。ただし，2022 年度の学生は好意的に総合

的な学習の時間を受け止めている現状である。そこで，15 回の授業を大きく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

二つの視点でとらえることとした。すなわち，中間報告までの時間はいわば

学習者の視点の学習活動，すなわち「探究プロセス体験を重視」する取組の

推進，中間報告から最終報告までの間は，体験したことを授業づくりにつな

げていくかといった教員の視点の学習活動，すなわち最終報告では自分たち

の体験を述べるだけではなくしっかりと学習指導案に落とし込み教壇で授業

ができるレベルまで到達させていくことを求めた。 

  

② 外部有識者，内部共同体制の確立 

 

 

多角的な分析と検証，さらなる改善を行うことが可能なハイブリッド検証

をするために，中間報告会，最終報告会の際に評価していただく枠組みを構

築した。外部の先生方には基本的には，ZOOM 等の遠隔配信機能を用いて学

生の発表を拝聴いただき，その後，GoogleForm にて評価をいただくように

した。評価は 1 班について，4 つほどの質問項目について評価（ポイント評

価，コメント評価）をいただいた。 

 

③ 学習指導要領の構造的な理解 

 

2020 年度版の学習指導要領は，2016 年に示された中央教育審議会答申１）

（以下，答申）を踏まえている。学習指導要領の改訂では「社会に開かれた教

育課程」を目指し，学習者の育成すべき資質・能力を重視する資質・能力ベー

スの学習指導要領であることが特徴である。また，全ての学校種で探究を重

視し，知識の活用を目指している。大学入試改革，大学での学びの改革と連

動することも示されており，一体となった教育改革を目指しており，「戦後

最大の教育改革」ともいわれている。 

新学習指導要領の「総合的な学習の時間」（高等学校では「総合的な探究の

時間」）が設置されているが。また，高等学校では，新学習指導要領の意図を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

顕著に反映し，その改革の象徴といえる教科「理数」が新設され，新科目「理

数探究基礎」および「理数探究」が置かれた。 

この取組は，「総合的な学習の時間」や「総合的な探究の時間」されには，

「理数」について，自分で授業を構想し，実践できるレベルまでが目標であ

る。 

そのためには，新学習指導要領の趣旨をしっかりと理解する必要がある。

右に小・中・高等学校の総合的な学習（探究）の時間の目標，教科理数の目標

を示した。他の教科科目と同様，資質・能力のつながりや関係性が構造的に

示されていることに気付かされる。 

すなわち，例えば，中学校を例に挙げてみると，（1）には，知識・技能，

(2)には，思考力・判断力・表現力等，(3)には，学びに向かう力・人間性等の

目標が示されており，他の学校種，教科理数でもその構造は似通っている。 

第１ 目標 

 探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題

を解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

（1） 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関

わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。 

（2） 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析

して，まとめ・表現することができるようにする。 

（3） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極

的に社会に参画しようとする態度を養う。 

 構造をそろえ，明確にすることで，学校種や学齢の違いによる段階的，

系統的な目標設定が明確になり比較もしやすくなる。 

また，新教科「理数」については，教科を超えて高校生が身に付けるべき論

理構成力を基盤とした「探究」の力を獲得することが期待できる。2 つの科目

「理数探究基礎」「理数探究」は，「総合的な探究の時間」との読み替えも可

能であり，特に「理数探究基礎」は，高校生に求められる論理構成力（言語的

論理構成能力，数量的論理構成能力）の育成につながり，生涯にわたり誰も

が身に付けるべき探究の基盤を養うためにも，多くの高等学校の採択を期待

したい科目である。一方「理数探究」は，今後の我が国のイノベーションにつ

ながる科目として期待がもてる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

④ 扱う内容について 
 総合的な学習（探究）の時間で扱うべき内容について以下の表にまとめる。学習指導要領では，４つの課題とと

もに探究課題の例が示されている。 中学校，高等学校でのそれぞれの取組事例も示されており，学校種や発達段

階に沿って扱う内容例の変化，目指す学びの深まりが見て取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに高校新教科「理数」では以下のような学びの例を示している。 

事象（例） 具 体 例 内 容 例 

  
ア  
自 然 事 象

や 社 会 事
象 に 関 す
ること 

  

振り子の性質に関する探究 振り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅などと周期の関係を調べ，振り子の長さと周期の関係，
振れ幅と周期の関係を探究する。 

摩擦力の大きさと面の状態
の関係に関する探究 

辺の長さが異なる直方体の物体で，接する面積が異なるときの最大摩擦力の大きさの違い，
おもりをのせて垂直抗力を変えたときの最大摩擦力の大きさの違い，筋を入れた面を使って，
筋に沿う方向と筋に直交する方向での最大摩擦力の大きさの違いなどを探究する。 

落下運動に関する探究 落下運動における空気抵抗の大きさについて，センサや高速度カメラを利用した実験を行い，

物体の大きさや速さとの関係を探究する。 

中和反応における pH の変
化に関する探究 

実際に中和滴定を行いながら，pH の変化を測定し，滴定曲線の変化についてグラフなどを
用いて探究する。 

合金の性質と組成の関係に
ついての探究 

比較的融点の低い２種類以上の金属を用いて合金を作り，その性質と組成の関係を探究する。 

種子の発芽率に関する探究 様々な種子を用いて，光，温度，水分量等の環境条件による発芽率の違いについて探究する。 

発酵速度に関する探究 市販のイースト菌などを用いて，アルコール発酵の反応速度を速めるための条件について探
究する。 

生物現象に見られる物理的

挙動の探究 

様々な種類の植物の種子や果実について模型を製作して落下させ，速さや回転などの運動の

様子を調べてそれぞれの形状との関係を探究する。 

断層運動の推定に関する探
究 

地形図から断層地形の有無とその場所を推定し，断層の両側の地質を調べることによって，
どのような動きがいつから，どの程度の間隔で起きているのかを探究する。 

公的な設備等の最適な設置
場所の決定方法に関する探究  

AED（自動体外式除細動器）や携帯電話の基地局等の最適な設置場所を決定する方法につい
て探究する 

  
イ  先 端

科 学 や 学
際 的 領 域
に 関 す る

こと 

リニアモーターカーに関す
る探究 

コイルと磁石でリニアモーターカーの模型を作り，コイルに供給する電流と車体が得る推進
力の大きさや模型の速度などを探究する。 

太陽電池や LED など光素

子に関わる技術に関する探
究 

太陽電池，LED，有機 EL（エレクトロルミネッセンス）などに関わる最先端技術について調

査し，これらを用いた装置を製作し，その特性の生かし方について探究する。また，太陽電
池や LED 電球などの社会における効用について，コストなどに関する数学的モデルをつく
り探究する。 

下水処理の仕組みに関する

探究 

食品を水に溶かして有機物による汚染水をつくり，エアレーションなどの方法を用いて効率

的な水の浄化方法を探究する。 



 

 

 

運動と体の生理的変化に関

する探究 

簡易血圧計などを用いて，運動の量や強度と呼吸速度，心拍数との関係について探究する。

また，運動の量や強度等に関わる様々な指標について，データに基づいて検証する。 

防災に関する探究 学校の周辺の地域で過去に生じた様々な災害の資料や，自治体の発行するハザードマップな
どを参考に，その災害が生じる要因などを踏まえ，数学的モデルをつくりシミュレーション
を行い，今後の防災や減災の方法について探究する。 

機械学習に関する探究 
 

人工知能の発達に合わせ，その手法として機械学習が注目されている。機械学習の原理や機
械学習と結びついたベイズ統計について探究する。 

  

 
ウ  
自 然 環 境

に 関 す る
こと 
  

自然環境に関することにつ

いて 

学校の近隣地域の自然環境に適した小型の風力発電装置や水力発電装置を作成し，その発電

効率の向上を目指して探究する。 

地域の自然環境と人間生活
の影響についての探究 

水道水や河川や湖沼水の硬度，pH，化学的酸素要求量や，大気中の二酸化窒素濃度 
等を測定し，人間生活と自然環境との関係を探究する。 

葉の単位面積当たりの質量と 
生育環境との関係に関する探究  

照葉樹の葉と夏緑樹の葉の単位面積当たりの質量などを比較して，それぞれの葉の生育環境
の違い等との関連性について探究する。  

河原の礫れきに関する探究 河原の礫れきがどのような岩石かを調べ，上流の地質図などから河川の運搬作用で説明がつ
くかどうかを探究する。  

気象に関する探究 

 

気象庁のウェブサイトから入手できる気象データを基に，それらの経年変化をもたらす要因

となりそうな情報，例えば土地利用の変化や人口の増減などについて表計算ソフトを用いて
統計的に解析する。 

自然放射線に関する探究 
 

放射線の簡易な測定器を用いて，学校周辺や異なる種類の建物の中など，場所による 
自然放射線の強さについての違いを探究する。 

  

エ  
科学技術に
関すること 

  

遊園地の遊具の運動に関す

る探究 

遊園地の様々なタイプのジェットコースターの軌道の形状と運動の様子を調べ，模型を製作

して運動についての違いを探究する。 

市販の電池の種類や構造と

特性についての探究 

各種電池を調べて，電極の形状や種類と電圧や電流等との関係や，自作電池との性能の違い

を探究する。また，様々な種類の市販の電池の違いを一般の人々がどう理解し，使い分けて
いるかを調査し，消費行動との関係を探究する。 

測定器に関する探究 身近にある材料を組み合わせ，既知の法則や原理などを活用しながら，表面張力など特定の
物理量を測定する測定器を製作する。  

高分子化合物，染料，指示薬，

洗剤などの合成に関する探究 

ナイロンやポリメタクリル酸メチルなどの高分子化合物からなる合成繊維，プラスチック，

アゾ染料などの合成染料，フェノールフタレインやメチルオレンジなどの酸塩基指示薬，洗
剤などを合成し，それらの性質について探究する。 

新たな DNA 抽出方法に関する探究   純粋な DNA をより多く抽出するために有効な生物材料や抽出方法について探究する。 

  
オ  
数学的事象

に関するこ
と 
  

単位分数の循環桁数に関す
る探究 

単位分数（特に分母が素数の場合）の循環桁数について実際に計算して調べ，多面的に規則
性を考えたり，その証明を考えたりする。例えば 1/7 は 142857 という数字が循環するが，
登場する数字の間には 1＋8＝4＋5＝2＋7＝9 という関係性がある。単位分数が偶数

桁で循環するような循環小数の場合には，同じような法則性は成り立つかどうかを探究する。  

三角形の中心に関する探究 三角形について，３本の中線は１点で交わりその点は重心である。３本の垂線は１点で交わ
りその点は垂心である。同じように「三角形の３本の○○線が１点で交わる」と表現される
性質は他にもあるかどうか調査し，またその証明について探究する。 



 

 

 

⑤ 探究の過程の理解 

 

総合的な学習（探究）の時間では，学習過程を探究の過程にすることが求

められている。学習過程を探究の過程とするためには，以下のようになるこ

とが求められている。 

【課題の設定】体験活動などを通して，課題を設定し課題意識をもつ 

【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする 

【整理・分析】収集した情報を，整理したり分析したりして思考する 

【まとめ・表現】気付きや発見，自分の考えなどをまとめ，判断し，

表現する 

 

また，「理数」に関しても探究の過程の充実が求められている。 

高等学校「理数」の学習指導要領解説には，理数科と総合的な探究の時

間との探究過程の比較が掲載されている。 

 

本授業は，中・高等学校理科教員免許取得者対象の授業であるため， 

総合的な学習（探究）の時間と理科の探究との共通点，相違点を十分に

理解すること，また，全ての教科科目，学校の教育活動で探究的な視点や

取り組みが重要であることの理解を深め，計画・実践・検証につなげてい

くことを心がける必要があろう。 

そのために，総合的な学習の時間を活用して，どんなことをする必要が

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

あるのか，確認する必要があろう。これらをさらに深める手目には，一つ

には，生徒の気持ちになって様々な自ら体験すること，具体的には，課題

研究体験，探究体験，普段の大学での実験，授業，さらには，卒業研究も

高い意識で臨み，探究活動を推進するための手立てを自分自身で体得す

ること，さらには，指導者の立場になってそれを指導できるようなこと

につながっているか否かを自己点検し，常にフィードバックすることが

必要となろう。また，自分だけではできないので他者と様々な体験を共

有したり，体験後に互いに議論をしあったり，評価しあったりすること，

さらにはそれらを検証，改善につなげていくこと，まさにＰＤＣＡを繰

り返し体験すること，学習する集団となり互いに互いが伸長させていく

ように心がけることが重要であろう。 

さらに，有効な先行事例から学ぶことも重要であり，次の節ではいくつ

かを紹介する。 

 

⑥ 具体的な実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な素晴らしい事例はあるが，今回は好事例として，小学校は新宿

区立大久保小学校，中学校は新潟大学附属中学校，高等学校は北海道立

斜里高等学校の例を挙げる。 

これらの例に共通なのは，目の前の子どもの資質能力の育成に向けて，

子ども主体性を重視している点である。育成すべき資質・能力，学習内

容，学習活動がどこか繋がらないと，また，それぞれがバラバラであると

子どもの主体的な学びは成立しないため，資質・能力の育成にはつなが

らない。これらの実践は，学びの要素である育成すべき資質・能力と学習

内容と学習活動とが極めて高い次元で有機的につながっていて，さらに

学びのプロセスにつなげている点にあった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

事例１ 大久保小学校の例 

 

背景 

学校の立地から外国籍の児童が大変多く，学校案内が 8 か国語で作られ

ていた。日本語の習得が学校としての課題であった。数年前までは，言語の

習得を目的にして，教員の粘り強い指導，そのためのドリルみたいなことに

日本語の基本習得に懸命に取り組まれていた。しかし，子どもたちのモチベ

ーションを含め，成果にうまくどうもつながらないといったジレンマを感

じていた。 

取組 

 総合的な学習の時間で，児童の興味を喚起するような「課題」（問い）の

研究をして学習者のやる気を引き出すことを試みた。その一つとして，大久

保につつじ復活。2009 年度から代々6 年生が広げる→守る→守って広げる

さらに，教員はファシリテーターに徹して基本的には児童がすべて授業を

創ることを心がけている。 

概要 

課題：伝統的な「大久保つつじ」を守るにはどうしたらよいか 

（１）課題について 5 人から 6 人のグループ（班）で協議 

  ・・・活発な協議が進展してい

た。先生は全く目立たない状況 

（２）思考する際には，図のような

思考ツールを活用 

 

（３）活発な協議後，全員で共有子

どもが司会，板書をする 

  ・・・・さらに活発な意見交換 

（４）授業の最後にまとめ 

  ・・・200 字の原稿用紙配布。全ての児童が熱心に取り組みほぼすべて

の児童が 1 分程度で全て書き込んでいた。中には裏面を利用してい

る児童もいた。1 週間前に来日した外国籍の児童も必死に書く様子が

見受けられた。 

 

☆ 授業後の教室では，当日来日していたフランス人の記者から質問が

なされた。それに対して児童からは次のような発話があった。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優れている点  

児童が主体の学びであった点。授業を進めるにあたって，児童が司会も板

書も行い，意見交換，反対意見に対する対応も全て行っていた。日本語の習

得が課題の児童に対してのアプローチが基礎基本のトレーニングや繰り返

しのドリルではなく，優れた「課題（問い）」による子どもの気持ち「解決

したい」という想い，他者とのかかわりの体験させることにより，「表現し

たい」という想いがあふれている。そのことが，言語のハンディーを超えて

基礎力を高め表現者として育つきっかけになるであろうことを強く感じさ

せられた。 

インタビューでは，特に，自分は自分の意見を持つことの重要性，「他人

と違っても簡単に一緒するのではなく関連づけてそれぞれ深くしていく。

しかもこの考え方自体も私たち「クラスみんな」の考えではなくて「私独自

な」考え方だ」敢えて言い換えて表現しているところにこの取組が子どもの

主体を真の意味で育成していることがうかがえる。 

 子どもたちは，「知る・できる」レベルを超え，「わかる」レベルを超え，

「使える」レベルへの資質・能力の獲得につながる取り組みになり得ている

のではないかと推察した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

事例２ 新潟大学附属新潟中学校の例 

 

背景 

大学附属中学校。学習意欲は高く，前向きな生徒が多い。さらに深い学び

にしていくための工夫を研究課題としていた。 

取組 

 総合的な学習の時間で，学びを振り返り，巧みな学習ツールを目的に応じ

て使用することで，見える化できるようにし，学びを俯瞰することが可能に

なるとの仮説の基，意図的に振り返りを行い，学習者で相互交流することで

自覚化を図ることで，学びが深化・強化されていく。 

概要 

 課題（問い）：自分の成長を仲間に語れるだろうか。 

また，それを基に，学期の後半のビジョンを示せるだろうか。 

 

前時の学習の振り返り 

 代表生徒の「思考のすべ J と「 2 学期中間振り返り」を投影し，学びの

確認        ↓  

本時の流れを確認し，４人一組の話し合いによる学習活動を展開 

「パーソナルポートフォリオを用いて自分の成長を仲間に語りなさい。」            

          ↓ 

どんな思考が働いたか。「すべ」をどのように用いたか             

          ↓ 

質疑・応答・感想，意見を述べ合う  

          ↓ 

記録者は「成長の足跡」を基に，発表者の成長を語る      

  ↓ 

２学期後半のビジョンを記入 ワークシートの改善 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優れている点 

 自分の学びをさらけ出し，互いに相互評価し合いながら徹底した議論に

より次の改善を目指している点。心理的安全性が高い次元で担保されてい

て，一人一人の個性に一人一人の生徒が良さも課題も認め合い，許容し合

い，次の改善に向けた我がことのように指摘し合っている。ツールとしての

「すべ」カードをうまく作用させながら，自分の学びを長いスパンで見つめ

なおしている点。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

事例３ 北海道立斜里高等学校の例 

 

背景 

学校の立地から学力差が大きく同じ進度で授業を展開するのは難しい。

地域で生きていく生徒もいれば，外に出て行ってしまう生徒もいる。 

取組 

 様々な進路先があるが，斜里高校で学んだ意義をしっかり認識させるこ

とを行っている。地域の価値を再認識して，地域の良さ，この地域で自然と

共存することの真の意味に向き合った授業を展開していた。 

総合的な学習の時間で大変重厚な取組を 1 年間にわたり展開した後，実

践を論文にまとめていく際に何をテーマにどのようにまとめていくかを考

える時間であった。 

 考えるにあたり，一枚のワークシートが配布された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

概要 

 課題 自然と共存するには，どうしたらよいか 

斜里高校 知床自然概論  

２年 （２時間目）平成 28 年 11 月 30 日 1 年間の学びを相関してテー

マを決める 

１．この 1 年間で学んだことの 

 ベスト 3   ↓ 

２.ベスト 1 を挙げる 

        ↓  

３．イメージマップでさらに広げる 

        ↓ 

４．簡単なまとめを行う        

        ↓ 

５．知りたいけど分からなかったもの（上）と一

番興味のあるもの（下） 

        ↓ 

全員が自分でテーマをきめることができた 

 多様なテーマ 

        ↓ 

今後の予定 

  

優れている点  

生徒は各分野のスペシャリストからの講義で考えたことをまとめ、1 年間を

まとめ論文にするための準備につなげることができていた。 



 

 

 

生徒の学習のまとめをさせるためのワークシートの改善を図り，それが絶

妙であった。3 年目の教員が工夫をしながら学習者が一人も取り残されない

ような工夫を取り入れていた。 

設問の提示を最初から行わず、時間とともに提示することで学びの時間を

確保しながら，足並みを少しそろえる工夫をしていた。 

ことばを図案化し，また言葉にまとめていく工夫，抽象的なものと具体的な

ものを相互に取り入れながら，生徒の課題意識を高めていく工夫があった。

じっくり年間の活動をふりかえり、情報を吟味するために、生徒の自己解釈

ではなく、教員側のねらいを意識させながら取り組ませる工夫が施されて

いた。 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

総合的な学習の時間 事前アンケート 

 

学習前の総合的な学習のイメージ 

校外学習の準備・まとめ、受験の準備、面談、自習や文化祭などの決め事、職業・キャリアの講義、自主学習の時

間、地域の方との参加をするイベント企画、学祭など、パソコン室を使った調べ学習、外部の方の公演や今後のキ

ャリアに関すること、自習や行事の役割分担、席替えなどが主な活動でした。中学では、テスト勉強の他に地域と

の交流などの場や集会などの時間に使われていました。高校では、集会やテスト勉強に使われていました。その他

にも、色々な配布物を配ったり進路指導などがありました。探求発表活動や討論会、講演会、進路指導、SDGs につ

いての調査、席替えや自習、薬物乱用防止教室、交通事故防止教室なども行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

中学校や高校での「総合的な学習の時間の時間」はど 

 

 

んな力を付けるための時間だと思いますか？ 

 

 

 

校外学習の準備・まとめ、受験の準備、面談: 

学習の準備や評価に関連する活動。 

自習や文化祭などの決め事: 

自主学習や学校行事の計画や役割分担。 

職業・キャリアの講義、自主学習の時間、地域の方との参加をするイベント企画、学祭など: 

職業についての講義、自主学習、地域との交流、学園祭の準備など。 

パソコン室を使った調べ学習、外部の方の公演や今後のキャリアに関すること: 

パソコン室での研究、外部講演、キャリアについての情報収集。 

探求発表活動、討論会、講演会: 

議題についてのディベートや講演。 

SDGs についての調査、進路指導、薬物乱用防止教室、テスト返し: 

社会問題、進路、健康教育に関連する活動。 

クラス間の交流、クラス内掲示物の作成、学園祭の計画: 

クラスメイトとの交流、学園祭の準備、掲示物作成。 

通学路の安全確認、社会問題、道徳、学校の係決め: 

通学路の安全確認、道徳的な議論、学校内の役割分担。 

 

どんな力がつけられそうか・ 

生徒が教科以外の能力や知識を身につけるための時間や、コミュニケーション能力や自己表現力を養うための時間

が重要だという意見が多く見られます。また、将来の進路や社会で必要な力を身につけるための時間としても重要

視されています。生徒の成長や人間性の向上、問題解決能力や協調性の養成、自己理解や自己分析の力、多様な価

値観の理解なども重要な要素とされています 

 

学校での総合的な学習の時間について、他の授業では身につけられない力を要約したものです。 

思いやり:他人への思いやりや配慮を育む時間。 

コミュニケーションと自発的な行動:コミュニケーションスキルと自主的な行動を養う時間。 

教科を超えた知識:学科外の知識を深める時間。 

生きる力:社会で必要な実践的なスキルを身につける時間。 

自分の意見を伝える能力:自分の意見を考え、相手に伝えるスキルを養う時間。 

多面的・多角的な視点:教科外で必要な多様な視点を養う時間。 



 

 

 

社会とのコミュニケーション:地域との交流や社会的なコミュニケーションを学ぶ時間。 

話し合いの能力:クラスメイトとの対話や意見交換を養う時間。 

 

どの様な学びが望まれるか。 

生徒自ら計画し実行する能力を育むための会を開催する。大学在学中に存在意義を学ぶ。時事問題に向き合い、様々

な経験を積む。社会の変化に敏感になり、年度や状況に応じた指導を行う。生徒との適切なコミュニケーションを

図る。目的を理解して行動を始める。総合的な学習の時間に必要な能力を理解し、伝える力を養う。生徒の主体性

を尊重する指導力。総合的な学習の時間について学びたい。人との関わりを大切にする。興味を持ったことについ

て調べる手段を持つ。総合的な学習の時間の意義を理解する。生徒と向き合う。人間力を高める。授業で何をすべ

きか学ぶ。問題を多角的に解決する。1 コマ 1 コマの授業を重視する。受験状況を把握し助言できるようになる。

社会情勢を知る。科目の目的を理解する。実践的な活動を行う。考えて勉強する。目的を知り、何を学ばせるべき

かを理解する。総合的な学習の内容を把握する。子どもの心を読む力を養う。指導力と発想力を高める。 

 

自主的な計画と実行能力:生徒自らが会を開催し、計画を立てて実行する能力を育む。 

存在意義を理解する:大学在学中に自分の存在意義や目的を学ぶ機会を持つ。 

時事問題への対応:社会の変化に敏感になり、適切な指導を行うために時事問題に向き合う。 

多様な経験を積む:様々な経験を通じて成長し、幅広い視点を持つ。 

適切なコミュニケーション:生徒との適切なコミュニケーションを図り、信頼関係を築く。 

目的を理解して行動:学習の目的を理解し、それに基づいて行動する能力を養う。 

伝える力を養う:総合的な学習の内容や意義を他人に伝えるスキルを育む。 

主体性を尊重する指導力:生徒の主体性を尊重し、適切な指導を行う力を養う。 

 

どの様に学んでいくか 

生徒の自主的な計画と実行能力を育むために、生徒自らが会を開催し、計画を立てて実行する機会を与える。大学

在学中には自分の存在意義や目的を学ぶ機会を持ち、社会の変化に敏感になり、適切な指導を行うために時事問題

に向き合う。さらに、様々な経験を通じて成長し、幅広い視点を持つことが重要であり、生徒との適切なコミュニ

ケーションを図り、信頼関係を築くことも必要である。学習の目的を理解し、それに基づいて行動する能力を養い、

総合的な学習の内容や意義を他人に伝えるスキルを育む。また、生徒の主体性を尊重し、適切な指導を行う力を養

うことも重要である。 

 

 

自主的な計画と実行能力：生徒自らが会を開催し、計画を立てて実行する能力を育みます。 

存在意義を理解する:大学在学中に自分の存在意義や目的を理解する機会を持ちます。 

時事問題への対応:社会の変化に敏感になり、適切な指導を行うために時事問題に向き合います。 

多様な経験を積む:様々な経験を通じて成長し、幅広い視点を持つことが求められます。 

適切なコミュニケーション:生徒との適切なコミュニケーションを図り、信頼関係を築くスキルを養います。 

目的を理解して行動:学習の目的を理解し、それに基づいて行動する能力を育みます。 

伝える力を養う:総合的な学習の内容や意義を他人に伝えるスキルを育てます。 

主体性を尊重する指導力:生徒の主体性を尊重し、適切な指導を行う力を養います。 

 

 



 

 

 

 （総合的な学習の時間，総合的な探究の時間，「理数」） 

生徒の学習の流れ（例） 

①課題の設定 ⇒ ②課題の探究 ⇒ ③研究計画の設定   ⇒    

④探究の記録 ⇒ ⑤発表の準備 ⇒ ⑥報告書・論文の作成 

   今回の授業づくりも，ほぼこの流れに沿って体験的に行ってみましょう。 

①課題の設定 学習者が何を学ぶのか，指導者として内容を決めて準備をする 

◆ 探究の準備 

  

 

 

 

❶ 選んだテーマについて，問題や疑問，伝えたいことや自分の興味を挙げてみよう（個人） 

 

 

 

❷キーワードを挙げて，グループワークで発想を広げよう（グループ） 

   

 

 

 

❸挙げた「問題や疑問，課題」はどの次元だと思いますか？ ～問題と課題の違いは何か？～ 

                        https://www.kaizen-base.com/contents/kall-42420/ 

（  （     ） 問題意識        挑戦課題       達成できそうな難課題       達成課題 （      ） 

        problem・・・・・・・・・・・・challenge・・・・・・・・・・・challenging ｔａｓｋ・・・・・・・・・・・・・・task 

    

 

 

  

problem-solving                               task achievement 

❹ ❸で挙げた「問題や疑問，課題」を，もっと具体的にして達成課題にしてみよう。 

（  （     ） 問題意識        挑戦課題       達成できそうな難課題       達成課題 （      ） 

        problem・・・・・・・・・・・・challenge・・・・・・・・・・・challenging ｔａｓｋ・・・・・・・・・・・・・・task 

 

  

problem-solving                               task achievement 

 

四つの課題 探究課題の例 

横断的・総合的な課題 

（現代的な諸課題） 

国際理解  情報  環境  福祉   健康   資源エ

ネルギー  安全  食  科学技術  など 

地域や学校の特色に応じた課題 町づくり 伝統文化 地域経済   防災 など       

生徒の興味・関心に基づく課題 ものづくり   生命 など 

職業や自己の将来に関する課題 職業   勤労    など 

https://www.kaizen-base.com/contents/kall-42420/


 

 

 

◆ 課題の設定 

 ❸ 話し合った内容を多角的に検討し，具体的な課題に絞ろう（グループ） 

また，指導者として，学習者が主体的学ぶようにはどのような工夫が必要かも併せて考えよう 

 

 

 

 

   

 

 

 

 ❹ 課題についての予備調査，考えられる探究の方法を挙げてみよう（グループ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❺ 他の班や専門家などにもらったアドバイスを記録しよう（グループ） 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

②課題の探究 指導者として，「問いや課題」を学習者が主体的に設定できるように準備を行う 

◆ 課題をどのように探究させるかについて，設定の準備をしよう（グループ）  

 ❶ 問いや課題 （学習者が主体的に設定して欲しい「問や課題」を想定してください） 

  

 

 

 

 ❷ 仮説の設定（学習者はどのような「仮説」を設定するか，想像して記入してください）（グループ） 

  

 

 

たとえば，既存の意識や知識を調査する事前のアンケートの実施なども考えられます。 

      振り返りの相互評価（アンケート）と連動させて，比較検討するのが良い。 

 ❸ 調査する文献リスト（主な先行研究） 

（学習者が調べればいいもの，準備しておくとよさそうなものを挙げてください）（グループ） 

  

 

 

 

❹ 研究に使える期間（見通し） ・・・これから 4回程度で準備をしてもらいます。（グループ） 

1回ごとも見通しを立てておくと良いです。 

 

 

 

 

 ❺ 予備実験（試行実践）で確認すること（グループ） 

・・今回の指導者の取組の準備として何が必要か，考えてください。 

  

 

 

 

 ❻ 配慮すること，注意点（グループ） 

・・・指導者として，学習者をイメージして，何をどのように配慮するか考えてください。 

  

 

 

 



 

 

 

③授業計画の設定 指導者として，生徒が主体的に取り組める授業計画をしてください 

◆授業計画書を立案しよう（グループ） 

 ❶ テーマ（研究課題） 

  

 

 ❷ メンバー・・・今回一緒に行うメンバーを挙げてください。 

  

 

 ❸ 研究のねらい（目的） ・・・指導者として学習者に，どんな資質・能力の育成を目指すか 

  

 

設定したテーマはどれと関係が深いか？（最低一つ，最高 3つ程度） 

  

 

四つの課題 探究課題の例 

横断的・総合的な課題 

（現代的な諸課題） 

国際理解  情報  環境  福祉   健康    

資源エネルギー  安全  食  科学技術  など 

地域や学校の特色に応じた課題 町づくり 伝統文化 地域経済   防災 など       

生徒の興味・関心に基づく課題 ものづくり   生命   など 

職業や自己の将来に関する課題 職業   勤労      など 

 

 

 

 

 設定したテーマは，SDGsの中のどれと関係が深いか？（最低一つ，最高 3つ程度） 

  

           ※ 内容を調べておきましょう。  ↓をクリックすると，飛びます。 

SDGs（持続可能な開発目標）17の目標&169ターゲット個別解説 | 一般社団法人イマココラボ (imacocollabo.or.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❹ 現在わかっていること（上段）と今後明らかにしたいこと(下段)・・・指導者としての準備 

 

 

https://imacocollabo.or.jp/about-sdgs/17goals/


 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 ❺ 仮説（予想）・・・・指導者として，学習者が，計画しようとしている，どのような学びにより，資質・能力

を獲得する想定なのか，仮説を書いてください。 

  

 

 

 ❻ 探究 計画・・・学習者がどのような探究の過程を経るのか，イメージを書いてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❼ 材料，器具等・・・今回準備として必要な材料や器具等を書いてください。 

  

 

 

 

 

 ❽ 参考文献 

  

 

 

 



 

 

 

④探究の記録   学習指導案，ビデオクリップ ワークシートなど   

 ❶ 概 要  学習指導案 づくりのまえに もう一度，確認，整理しましょう（グループ） 

この学習内容を通じて，学習者にどのような資質・能力の育成を目指すのか？ 

 

 

 

そのためにどのような学習活動を構想するのか？おおよその流れを確認しよう 

具体的なワークシートづくりの工夫のポイントは？ 

 

 

 

SDGs との関係について説明を加えて，教材の価値を相手に説得してください。 

 

 

 

 

  



 

 

 

学習指導案  

※ 学習指導案の書き方の練習。グループワークで協議した後，協議した内容を基に自分で作ってみ

る。その後，再度グループワークを行い，加筆，修正するとよい 行数は自由に増やしてよい  

１ 学習指導案     学生番号      学科       氏名                    

題 材 

（単元） 

 

 

 

指導の方針 

教材観 

 

指導観 

 

生徒観 

 

 

単元目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の 

指導計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２．本時学習指導案     学生番号      学科       氏名              

      本  時  案    （ 計画  第 年次  第 時 ） 実施日時：    

 

目 標 

（本時のねらい） 

 

 

 

 

 

学習活動 指導・支援と留意点 評価等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  



 

 

 

⑤発表の準備・・・ビデオクリップの作成準備，ワークシートの準備（グループ）  

❶ タイトル 

 

 

❷ 発表要旨 

【目的】  

 

 

【方法】 

 

 

【結果】 

 

 

【考察】 

 

 

【まとめ】 

 

 

❸ 作成の振り返り 

  

 

 

❹ 振り返り・・・相互評価表（アンケート）づくり 

    作りっぱなしにならないように学習者からのフィードバックがもらえるような相互評価表を作成して次

に生かす準備をしよう。事前の相互評価表も同様の項目で作成し比較するとさらに良い。 

     調査する項目・・・・資質・能力は獲得できたか？（知識・技能，思考力・判断力・表現力，主体的に

学ぶ態度）， 

調査する方法・・・聞きたいことを（肯定から否定まで）5件法や 7件法で調査，自由記査など 

   

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．2023年度学生の最終報告書 
 

 

 

 

 

  



 

 

 

令和 4 年度 取り組んだ学生の内容、最終報告書、ビデオクリップ 

 

班 各班の取組 最終報告資料 ビデオクリップ 

1班 自然観察を通して学びへの発展 

 

  

2班 目の不自由な人の生活や実態を理解し、共に支え合

い生きて行くために何ができるかを考える 

  

3班 地球環境の今 

 

  

4班 水害から身を守る 

 

  

5班 牛乳パックをリサイクルしてはがきを作ってみよ

う！ 

  

6班 外来生物を調査しよう  

 

 

7班 生活排水の環境への影響とその防止  

 

 

8班 衣類の再利用について考えよう！  

 

 

9班 ネイチャーガーディアンズ 

 

  

10

班 

ジェンダー平等実現に向けて   

11

班 

食品ロスって何だろう？   

12

班 

これからの健康的な食事について話をしよう   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

Ⅳ．アンケートまとめ 

 

  



 

 

 

 
表１ 自分についての質問 取組前  
 ①自分を大

人だと思う 

②自分は責

任がある社

会の一員だ

と思う 

③将来の夢

を持っている 

④自分で国

や社会を変え

られると思う 

⑤自分の国

に解決したい

社会課題が

ある 

⑥社会課題

について家

族や友人な

ど周りの人と

積極的に議

論している 

2019年 

我が国の 18歳 

1000人の回答 

 

29.1% 

最下位/9か国 

 

44.8% 

最下位/9か国 

 

60.1% 

最下位/9か国 

 

18.3% 

最下位/9か国 

 

46.4% 

最下位/9か国 

 

27.２% 

最下位/9か国 

2022年 

我が国の 18歳 

1000人の回答 

 

27.3% 

最下位/6か国 

 

48.4% 

最下位/6か国 

 

59.6% 

最下位/6か国 

 

26.9% 

最下位/6か国 

  

34.2%※ 

最下位/6か国 

（参考）2023年 

「総学」取組前調査 

大学 3年N＝41 

 

39.０% 

 

 

６５．９% 

 

７３．２% 

 

２９．３% 

 

８７．８% 

 

３６．６% 

（参考）2022年 

「総学」取組前調査 

大学 3年N＝39 

 

48.7% 

 

 

87.2% 

 

82.1% 

 

20.5% 

 

76.9% 

 

46.2% 

 

取組後 ①自分を大

人だと思う 

②自分は責

任がある社

会の一員だ

と思う 

③将来の夢

を持っている 

④自分で国

や社会を変え

られると思う 

⑤自分の国

に解決したい

社会課題が

ある 

⑥社会課題

について家

族や友人な

ど周りの人と

積極的に議

論している 

2023年 

「総学」取組前調査 

大学 3年N＝41 

  
７９．５% 

  
７１．８% 

  
６４．１% 

（参考）2022年 

「総学」取組前調査 

大学 3年 N＝39 

  

100% 

  

71.8% 

  

８２・１% 

 

 

 

取組後 取組後 

「総合的な学習

の時間」の時間

で問題解決能力

を身に付けるこ

とができた 

取組後 

「総合的な学習

の時間」の時間

の取組で自己有

用感が高まる。 

取組後 

「総合的な学習

の時間」の時間

の取組で社会貢

献が考えられる

ようになる。 

取組後 

行ったことを振

り返ることがで

きる力が付い

た。 

2023年 

「総学」取組前調査 

大学 3年N＝41 

92.3% 89.7% 82.1% 92.3% 

（参考）2022年 

「総学」取組前調査 

大学 3年 N＝39 

100% 92.1% 92.3% 100.0% 

  



 

 

 

① 「総合的な学習の時間」の時間で身に付いた一番の力は何ですか？ 

   生徒と教員の視点から考える思考力や発表力、批評を受け取り改善する能力、学習の意義を
考える力、グループ活動の円滑な進行、表現力、ワークシート作成の能力、計画力、調査結果
をまとめて発表する力、問題解決力、教師の視点から授業を見る力、発信力、自己主体的な学
びをする力など、さまざまな能力について述べられています。 

 （1）ワードクラウド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

発表力：人前での発表に自信を持つこと、視聴者の興味を引くために視線や抑揚を使うこと、そして自分の
言葉で調査したことをまとめて発表する能力。 

計画力：活動を計画的に行うこと、授業を組むための計画を立てること、そして自分で授業構成を考える能
力。 

思考力：実現可能かどうか、本当に伝わっているかなど、生徒目線と教員目線の二つの角度から考える能力。 
協力する力：一つの目標に向かってグループで活動し、問題に対して協力して解決する能力。 
改善力：外部からの批評を受け取り、改善する能力。 
実践力：自分たちで 0 から授業づくりについて考え、作成していく力。 
表現力：聴き手に配慮した発表をするための表現力、そして発信力。 



 

 

 

②「総合的な学習の時間」の時間で身に付いた一番の力は，どのような学習場面でつけることが

できましたか？ 

中間発表後の資料再構成や発表の準備、資料作成など、チームでの意見交換や改善を重視した経験
がありました。また、授業の構成や教材作成、発表後の振り返りなど、自分自身の成長につながる
機会もありました。 

（1）ワードクラウド 

 

 

 

 

 

 

(2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

発表の練習: 発表の準備をする際に、担当すること、またやったことの報告をする場面で学習が進行します。生
徒に質問などされた際にしっかり話せるようになることも重要な学習の一部です。 

中間発表後の資料再構成: 中間発表を終えて、様々な指摘を受け、その意見をもとに改善を行う場面です。これ
は、自分の考えを他人からのフィードバックを通じて見直し、改善する重要な学習プロセスです。 

資料作成: 一人では授業の構成を考えることは難しく、班の人と意見交換をしている過程で身に付けることが出
来ます。授業内容、スライド作成をほぼ 1 人でやる場面もあります。 

授業計画: 調査をしたり、授業計画を立てたりする場面です。班員でテーマを決めそれのために調べ、話し合い、
発表し、振り返りなどの場面も含まれます。 

ワークシート作成: 学習発表やワークシート作りの場面です。これは、具体的な教材を作成することで、教える
側の視点で学習内容を整理し、深く理解する機会となります。 

授業作り: 授業内容を考える場面や授業構成を考える場面、また新たに知識を身につけた時などが含まれます。
これは、教えるための全体的な流れを設計する重要なプロセスです。 

発表: 具体的な発表の場面や、先生方からの質疑応答の時、ご指摘いただいたことから改善する事などが含まれ
ます。 

まとめ：これらの学習場面は、それぞれが連携して全体の学習プロセスを形成します。それぞれの場面で得た経
験や学びが、次のステップへとつながり、より深い理解とスキルの向上につながります。これらのプロセ
スを通じて、自己の学びを深め、自己成長を促すことができます。これらの経験は、今後の学習やキャリ
アにおいても大いに役立つでしょう。引き続き、学習に取り組む姿勢を持ち続けてください。自分の考え
を他人に伝え、評価してもらうことで気づくことができる重要な学習の場です。 

③「総合的な学習の時間」の時間で課題達成能力がどのような学習場面で身に付けられましたか？   

中間発表後の活動について述べています。中間発表を受けてフィードバックを受け、改善点を見つ
けて取り組んでいく場面や、発表の準備をする場面、意見をもとに資料を作り変える場面などがあ
ります。また、仲間と協力して課題を解決しようとする協調性や、自分たちの目標に向かって計画
を立てる能力も身についたと述べられています。 



 

 

 

（1）ワードクラウド 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

中間発表後の相互評価: 中間発表後に受けた相互評価を基に、最終発表への準備をする段階で課題達成能力
が身に付きます。他の班と発表を見せ合い、フィードバックを行うことで、自分たちの課題を見つけ、
それを改善する能力が養われます。 

計画段階: SDGs のつながりや、何を生徒に学ばせたいのかという計画段階で課題達成能力が身に付きます。
自分たちで立てた目標に対して、授業計画を立てる場面で、問題解決のための戦略を考える能力が養
われます。 

資料作成: パワーポイントを作るときや、中間発表の意見をもとに、資料を作り変えたときに課題達成能力
が身に付きます。また、仲間と協力して資料を作成した際にも、一つのものを作り上げる協調性が養
われます。 

発表練習: 発表の準備をする場面や、発表練習の時に課題達成能力が身に付きます。具体的な発表の場面で、
自分の考えを他人に伝え、評価してもらうことで、自分の考えを見直し、改善する能力が養われます。 

授業づくり: 授業づくりを通して、実際に生徒目線で授業を行った時や、評価シートを元に最終報告に向け
て改善した時に課題達成能力が身に付きます。これは、教えるための全体的な流れを設計する重要な
プロセスです。 

まとめ：それぞれが連携して全体の学習プロセスを形成します。それぞれの場面で得た経験や学びが、次の
ステップへとつながり、より深い理解とスキルの向上につながります。これらのプロセスを通じて、自己の
学びを深め、自己成長を促すことができます。これらの経験は、今後の学習やキャリアにおいても大いに役
立つでしょう。引き続き、学習に取り組む姿勢を持ち続けてください。 

 



 

 

 

④「総合的な学習の時間」の時間の取組で自己有用感が高まった方はどんな学習場面でそう感じましたか？ 

グループでのパワーポイント作成において、役割分担が行われ、責任感が高まり、個々が一生懸命
活動した。意見の交流や情報収集も円滑に行われ、最終発表では重要な部分を発表し、スライド作
りや発表練習で自己有用感が高まった。外部の先生からの賞賛や先生方のフィードバックもあり、
発表がうまく行って評価も高かった。中間から最終発表までの変化や発表後のフィードバックもあ
り、自分たちも SDGS に貢献できることを実感した。また、発表資料の再構成や班員の納得、任
された仕事の達成などでも感謝された。ワークシート作成やアドバイスの提供、主体的な取り組み
や計画の立案、仲間との協力なども評価された。 
 
（1）ワードクラウド                        (2)共起キーワード 
 

 
（3）AI による要約 

パワーポイント作成: パワーポイントを作成している際や、スライド作りで自己有用感が高まったとのことで
す。これは、自分の考えを視覚的に整理し、他人に伝えるための資料を作成する過程で、自己有用感が高
まる場面です。 

グループ活動: グループ内で役割分担をしながら進めて行った時や、班で活動するうえで意見の交流や情報収集
を全員が理解できているのかという点で、自己有用感が高まったとのことです。これは、チームでの協働
を通じて、自分の役割と貢献の価値を実感する場面です。 

発表: 最終発表においてその発表の中でも肝となるような部分の発表をしたところや、発表がうまく行っていい
評価をもらった時で、自己有用感が高まったとのことです。これは、自分の考えを他人に伝え、評価して
もらうことで、自己有用感が高まる場面です。 

フィードバック: 中間発表から最終発表までで変化をつけられたところや、発表後のフィードバックで、自己有
用感が高まったとのことです。これは、他人からのフィードバックを受け入れ、それを元に自己改善を行
う過程で、自己有用感が高まる場面です。 

授業計画: 自分で立てた目標に対して、授業計画を立てた時や、授業づくりを通して、実際に生徒目線で授業を
行った時で、自己有用感が高まったとのことです。これは、教えるための全体的な流れを設計する重要な
プロセスです。 

まとめ：これらの場面は、それぞれが連携して全体の学習プロセスを形成します。それぞれの場面で得た経験や
学びが、次のステップへとつながり、より深い理解とスキルの向上につながります。これらのプロセスを
通じて、自己の学びを深め、自己成長を促すことができます。これらの経験は、今後の学習やキャリアに
おいても大いに役立つでしょう。 

 

  



 

 

 

⑤ どんな社会貢献が考えられるようになりましたか？ 

板倉町における防災対応で、高齢者や障害を持った人への対応が必要だと感じた。SDGs に関連す
る活動の意義やプラスチックの清掃活動についても考えた。食品ロスやプラスチック問題に対する
改善案や注意喚起についても学んだ。地域への参加意思の向上や自由な意見発言の重要性について
も気づいた。環境問題の解決や社会貢献についても考えるようになった。災害対策や環境保全につ
いて具体的な方法を考えることができるようになった。ジェンダーやリサイクルについても考え
た。次世代の育成や SDGs を意識した日常生活の重要性についても感じた。衣類からのマイクロプ
ラスチックや生活排水についても学び、友人や知人に説明する意欲も湧いた。教育と SDGsの関係
や環境問題について深く考えるようになった。町の環境改善やワークショップの開催に興味を持っ
た。様々な視点で物事を捉えることや他の人に伝えることの重要性にも気づいた。現在の社会問題
に対して自分ができることを考えるようになった。視覚障害者との共生や生活排水の削減策につい
ても学んだ。 

 

（1）ワードクラウド                          (2)共起キーワード 

（3）AI による要約 

環境保全: SDGs と組み合わせて環境や防災、国際理解などに貢献できるとのことです。また、食品ロスが環境

にどのような影響を与えるのか、プラスチック問題に対する改善案と注意喚起、森林資源やリサイクルに

ついて、自然を守るなど、環境保全についての理解が深まり、具体的な行動を起こすことができるように

なったとのことです。 

地域貢献: 板倉町における防災対応で、高齢者や障害を持った人への対応がどのように必要なのかということが

分かり、社会的に貢献できるのではないかと感じたとのことです。また、身近な地域問題に取り組もうと

することや、住んでいる町の環境を良くするなど、地域貢献についての理解が深まり、具体的な行動を起

こすことができるようになったとのことです。 

教育: 自分の意見をいうことで自由な意見を発言してもいいと思える。これが生徒にも伝わり自由にしていいと

思えるような工夫がしたいとのことです。また、教育と SDGS との関わりについて考えられたので、今ま

で自分が気にしていなかった深いところまでプラスチックと衣類のことについて考えるようになったとの

ことです。 

社会問題への対策: 現段階で起こっている社会問題について今自分ができることについて考えられるようにな

ったとのことです。また、課題に対する対策を行うことで生活排水を少なくすることができるとのことで

す。 

 

  



 

 

 

⑥ 自分は責任がある社会の 一員だと思うという理由を具体的に教えてください。 

社会問題を変えるためには、自分たちの行動が大切であり、まず小さな一歩として選挙に参加し、社会の一員とし
て考える必要があると感じた。自分で物を買ったりいらないものは捨てたり、生活を自分の判断でしているから。
何も動かなければ始まらないので行動と情報のアンテナをたてる。教育という人格形成を行う場で、働くための勉
強をしているから。SDGs と絡めているため、それについて家族と医療のリサイクルやジェンダー問題など他班の
発表について議論した。また、地球で生活するうえで社会の一員と考えなければならないと思う。自分は関係ない
というスタンスで構えてはいけない。自分もその中の一員であり、それらを問題視する必要がある。プラスチック
問題は、生活に欠かせないプラスチックを使う限り付きまとう問題であり、使わなくなったとしても何世代も向き
合うことになる問題であるため。責任を負う能力を有していると考えているため。発言の力は大きいと思う。自分
たちがおくる日常生活の一つ一つの場面が水質汚染などの環境問題などに繋がっていくこと。自分自身に責任をも
たなければ誰が責任を負うのか分からなくなります。そういった当事者意識をもつ必要性があると思います。授業
づくりを通して、自分だけでなく生徒達も社会の一員であり、それを教えてあげる立場であることに改めて気づい
た。各班の授業にもある通り日本には様々な災害や社会問題、ジェンダーなど考えることが増えた。社会は自分が
いなくても回ります。この世に生きている時点で社会において何らかの影響を与える可能性があるので責任のある
社会の一員だと思う。どのような植物が外来種なのか、町を歩いたりとかした時に、友達と話したりしていたので、
周りと積極的に議論していたと思います。自分の中だけで意見をまとめるのではなく、社会に広げていくことが大
切だと感じた。以前よりは SDGs について家族と話すようになった。一人で解決できる環境問題は少ないが、周り
の人にも意識して行動してもらい、問題に少しでも貢献したいと思う。電車に乗って学校向かう時、アルバイトを
している時。世の中の問題というのは私達一人一人が意識することで改善出来るものもたくさんあるから。成人に
なったこともあり、より一層大いなる責任がのしかかってきたと感じた時がありそれを境に、社会の一員になりか
けていると少しずつ感じてきました。大学卒業後は社会人になるため。SDGs を考えるきっかけとなり、少しは一
員になれたのかと思おう。一個人が会社などに多大な損害を与えることがある。忙しい外部の教師や生徒の時間を
使っているため、無責任に発表してはいけないと感じた。服をきてる以上、海にプラスチックを流してしまう原因
になっているから。社会に生きる一員として、今ある環境を守る義務だったり、日本だけでなく世界の問題に関し
ても興味・関心を持ち、解決にむけて行動する必要があると考えたからだ。次の世代がより過ごしやすいように犠
牲になるべきだと思う。自分の行動で助けられる人がいることに気づいた。存在意義。さらに責任感を持ち課題、
問題に対して考えるようになった。自分自身の、言動や行動 1 つで、生徒の考えなど変えてしまう。教員になった
らまさにそうである。自分の考えが本当に正しいのか考える必要がある。これから社会を動かす一員になるという
ことを今回の活動を通して感じたから。視覚障害者について調べたりしていたのでそれに関するニュースや取り組
みなどに意識が向くようになった。有限である自然を使う立場であるから、自然を保護する方法を考えなければい
けないから。 要約：社会問題を変えるためには、自分たちの行動が大切であり、まず小さな一歩として選挙に参加
し、社会の一員として考える必要があると感じた。また、自分自身の行動や意見を広めることが重要であり、環境
問題や社会問題に関心を持ち、解決に向けて行動する必要があると考えた。さらに、教育や授業を通じても社会の
一員であることを意識し、自分の考えや行動が他の人に影響を与えることを認識した。 

（1）ワードクラウド      (2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

環境への配慮：ゴミの適切な分別とリサイクルを実践。省エネルギー意識を持ち、電気や水の無駄遣いを減らす。 
地域社会への貢献：ボランティア活動への参加。高齢者や障がい者への手助け。 
人々への思いやり：親切で思いやりのある態度を示す。他人の意見を尊重し、対話を大切にする。 
教育と啓発：知識を広げるための学習と読書。環境問題や社会的課題について学び、他の人々と共有。。 
授業計画: 自分で立てた目標に対して、授業計画を立てた時や、授業づくりを通して、実際に生徒目線で授業を

行った時で、自己有用感が高まったとのことです。これは、教えるための全体的な流れを設計する重要な
プロセスです。 

 

  



 

 

 

➆総合的な学習の時間を通じて「前に踏み出す力」（自立し，行動力，チャレンジ精神，向上心）と

いう視点で考えお書きください。 

総合的な学習の時間を通じて、自主的な調査や行動力を身に着けることができた。テーマを決めて
活動する中で、思ったように進まなかったり修正することがあったが、自分が行動しなければ良い
結果は得られないと学んだ。中間発表からの改善を最終発表で行うことができ、教員からの意見を
取り入れることができた。このような授業を通じて興味を持つことの重要性や行動力の必要性を学
んだ。役割分担をし、自分の役割を責任を持って果たすことができた。自分たちの考えや発見を伝
える行動力が身についた。他者からの評価や意見を受け入れることで成長できた。自分で調べ学習
し、実験の計画や操作を行い、評価を受けて反省し最終報告に活かすことができた。新たな取り組
みや問題にも取り組む力を身につけた。自信を持って発表することができた。さまざまな意見を受
け止めて努力する力を身につけた。指摘を受け入れてもっと良い結果を目指すことができた。 

（1）ワードクラウド 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

総合的な学習の時間を通じて、「前に踏み出す力」（自立し、行動力、チャレンジ精神、向上心）を身に着け

ることができたこと、そして自主的な調査や行動を通じて、前に踏み出す力を養ったことが素晴らしいで

すね。テーマを決めて学校外で活動する中で、思うように進まないことや予想外の課題に直面した経験は、

成長につながったことでしょう。人前での発表や他者からの意見を受け入れる姿勢も大切なスキルです。 

 

 

  



 

 

 

⑧総合的な学習の時間を通じて「考え抜く力」（想像力，創造力，批判的思考） という視点で考え

をお書きください。 

自分たちの班では、災害について考え抜く力を身に付けることができたと感じた。授業作りをする
中で評価や指摘を考えながら活動し、より良いものができたと思う。考えることは簡単だが、まと
める技術が必要だと感じた。アンケートで改善すべき項目を見つけ、プラスとマイナスの面を見つ
けることができた。見やすいスライドや効果的な発表について考え抜く力が身に付いた。考え抜く
ことの重要性を感じた。 

（1）ワードクラウド 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

総合的な学習の時間を通じて、「考え抜く力」（想像力、創造力、批判的思考）を養うことができたこと、そ

して自主的な調査や行動を通じて、前に踏み出す力を身につけたことは素晴らしいですね。授業作りを進

める中で、評価や指摘を考慮しながら見通しを立て、より良いものを作り上げた経験は、成長につながっ

たことでしょう。また、批判的思考や視点を豊かに持ち、発表を通じて自信をつけたことも大きな成果で

す 

 

 

  

  



 

 

 

⑨総合的な学習の時間を通じて「協働する力」（ コミュニケーション力，交渉力，協調性，社会性，

他者を認める力） という視点で考えをお書きください。。 

防災を通して、協働する力を養うことができると感じた。活動が進むにつれて、グループの活動が活発になり、協
働する力が高まった。班で意見やスライドを作成する際には、自分が発信することが重要だと学んだ。メンバーと
は空き時間にスライドや発表内容の討論を行った。協力することの重要性を理解した。班で活動することや他の班
と意見交換をすることで協働する力が鍛えられたと思う。他者のいい点を取り入れたり、他者の発表を見て感想を
言い合うことができた。班員それぞれ違う意見を持って発表に取り組んでいるが、各々の主張を尊重し合いまとめ
上げることが大切だと感じた。他者の意見を認め、修正する力が身に付いたと思う。最初は班で協力することもで
きず、中間報告直前準備は一人がほぼすべての仕事を行うような形になってしまった。しかし、最終報告準備は全
員で取り組めるようになった。相手の考えを否定せずに、相手の意見も尊重したうえで他者との意見を比較するこ
とが大切だと感じた。班員の意見をまとめて、修正して、皆で作り上げる力が付いた。3 人での発表だったので、
意見がまとまらないこともあったが、相手を尊重し、実践してみて考え、話し合うことを意識した。一人の力では
あまり影響力がないと思っても、クラスのみんなで協力することで大きな力になることを学んだ。他の班の発表を
見て、自分たちに何が足りないのか、逆に何が勝っているのかを認識し、活動に取り入れていく力を得た。互いの
意見が参考になったと感じた。地域の方々からのお話や他班からの発表に対する意見交換を頻繁にしたことでコミ
ュニケーション力が身についた。友達と話さないと作成が進まないため、伝える方法を考えるのが難しかった。班
で行うプレゼンではコミュニケーションが大事だと思った。皆と話し合って計画や資料を作ることができた。発表
をする際には、班員で役割分担し、協調性を感じることができた。精神的に疲れたが、良い経験となった。班のみ
んなで一つのことについて考え、役割を分担することで協働する力ができた。毎回の活動で、班の皆とお互いにコ
ミュニケーションを取りながら活動ができた。一人で進めてしまった部分も多くあったため、もう少しグループの
メンバーを頼る努力がしたい。総合的な学習の時間を通じて班の人はもちろん、後藤研の先輩方と仲良くなれた。
自分で知りたいと思った会社に行き、質問をするための交渉力が身についた。グループに悪い意見が出ても、誰か
のせいにするのではなく、全員で受け止める方がよいと感じた。問題に対し、意見を出し合うことが素晴らしいと
思う。目の不自由な人に対する考え方が変わり、仲間と意見を交換することで思考の幅が広がった。話し合うこと
で解決できることもある。チームで授業を作ることは難しいが、意見の食い違いを乗り越えることで力が身につい
た。仲間と協力して資料を作ることで協働する力を身につけた。一人ではなくみんなでやることで話し合いながら
進めることができた。私の班は班員が自由すぎて、発表の準備が進まないことがあった。サークルなどで個人を優
先することが多くあった。だから、協働する力よりも個人の力の方が伸びたと思った。 

（1）ワードクラウド                 (2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

防災活動を通じて、協同する力を養うことができると感じました。活動が進むにつれて、グループの活動

が活発になり、協働する力が高まったと思います。班で意見やスライドを作成する際に、自分の発信が重

要であることを学びました。メンバーとの討論を通じて、協力することで乗り越えられる重要性を理解し

ました。他者の良い点を取り入れたり、違った見方や考え方を学ぶことで協働する力が鍛えられました。

相手の意見を尊重し、修正する能力も身につきました。最終報告準備では全員で取り組めるようになり、

協力の重要性を実感しました。 

 

 

 

 

  



 

 

 

⑩  総合的な学習の時間を通じて「授業づくり」 という視点で考えをお書きください。 

防災教育と総合的な学習の線引きが難しいと感じた。授業作りではテーマや目的をしっかり立てる必要があると学
んだ。自分がやりたいと思っても、学ばせたい視点がずれたら意味がないと学んだ。計画実践改善が必要だと感じ
た。授業づくりでは生徒主体と教員の目線を考えるのが難しかった。生徒に教える授業作りは難しい。グループで
話し合い、改善を繰り返してもまだまだ改善の余地があると感じた。指導要領に沿って作成することは参考になっ
た。授業作りは生徒と先生の共同作業だと感じた。授業の取り組みや内容が生徒の理解度を左右すると実感した。
授業づくりでは体験学習を取り入れる必要があると思った。総合的な学習の時間は難しいが良い経験になった。生
徒が目的を身に着けるためには細部に気を配る必要があると感じた。授業づくりは生徒への投げかけが重要だと思
った。授業はクラス全員が楽しめるものにする必要があると感じた。自分たちの伝えたいことを正確に伝えるのは
難しいと学んだ。授業構成を考えるのは難しいと感じた。授業時間を想定して作り込む必要があると思った。先生
方の考えることの深さに感銘を受けた。授業づくりは効果的な行動を考えるのが難しいと感じた。授業を行えるく
らいになった。授業作りは苦戦することが多いが頑張りたいと思った。主要五科目以外の授業は難しいと感じた。
授業は具体的な目標が必要だと分かった。授業づくりは難しいと実感した。時間と労力がかかると感じた。生徒の
興味を引く授業は難しいと感じた。順序や教え方が重要だと思った。計画力をつけることができた。生徒目線で授
業を作ることが大切だと学んだ。授業づくりは難しいが頑張りたいと思った。授業の正解はないので自分が納得で
きるものを作る必要があると思った。細かいところに気づくことができた。 

（1）ワードクラウド                 (2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

授業の目的と目標を明確にすること。何を学びたいのか、何ができるようになりたいのかを具体的に設定

することが重要です。 

授業の内容と方法を適切に選択すること。教科やテーマに応じて、教材や教具、活動や課題を工夫するこ

とが必要です。生徒の興味や関心、事前の学習状況や個性にも配慮することが大切です。 

授業の展開と進行をスムーズにすること。授業の流れや時間配分を計画し、生徒の理解や参加を促すよう

に指導することが求められます。授業の導入やまとめ、生徒の発表や質疑応答などの場面で、教師の投げ

かけや質問、フィードバックが効果的に機能するようにすることが重要です。 

授業の評価と反省を行うこと。授業の目的と目標に対して、どの程度達成できたかを検証することが必要

です。生徒の学びの成果や感想、教師の授業の実践や感想などを収集し、分析し、改善のための課題や方策

を見出すことが大切です。 

授業の連続性と一貫性を保つこと。授業は単発的なものではなく、一つの単元や教科、学年や段階などの

中でつながりや展開があるものです。授業の前後や関連する授業とのつながりを意識し、生徒の学びの深

化や発展を促すようにすることが重要です。 

 

 

  

  



 

 

 

⑪  総合的な学習の時間を通じて「外部の方々からの評価」 という視点で考えをお書きください。 

外部の方々からの評価はとても貴重であり、自分たちの発表に役立つ点を指導していただけるためありがたいと感
じています。評価の中には想定外のものや厳しいものもありますが、それらを参考にしながら改善していくことが
重要だと思いました。SDGs につながるかどうか再考させられました。最終発表での厳しい評価は改善につながっ
たので良かったと思います。外部の方々からの質問や意見を通じて、新たな視点を学ぶことができました。外部の
先生の意見を取り入れて良い授業にすることができました。外部の方々からの意見は経験や成長につながると考え
ています。ビデオを撮って共有するなど、文章を詳しく書く工夫があれば良いと思います。外部の先生方からは発
表内容だけでなく、プレゼンテーションの方法や字体の重要性なども学ぶことができました。外部の方々の意見は
学生の意見とは異なる視点であり、参考になる意見が多かったです。外部の先生からの質問は驚くべきものであり、
これを踏まえて頑張りたいと感じました。外部の先生からの意見は専門的であり、それぞれの経験や成長につなが
ると考えています。外部の方々からの意見は学生の意見とは異なる視点であり、参考になる意見が多かったです。
外部の先生からの意見は新鮮であり、新しい考えを持つきっかけになると感じました。メダカの DNA の違いに驚
きましたが、環境問題を知らせるだけでも意味があると感じました。外部の方々からの意見により、視野を広げる
ことができました。実際の災害経験を持つ教授の意見は参考になりました。外部からの厳しい評価により、最終発
表に良い変化が得られたと思います。多様な意見を聞くことができ、視野を広げることができました。外部の先生
からの意見は貴重であり、キャリアの違いから自分たちの考えが甘いと感じることが多かったです。貴重な意見を
多く聞くことができて良かったです。自分たちが思いつかなかった視点からの指摘を聞くことができました。厳し
い意見にも芯がある内容が多く、自分たちの活動を改善するための参考になりました。外部の先生からの評価は非
常に貴重であり、成長の機会となりました。外部の先生からの意見は新たな視点を持つきっかけになりました。外
部の方々からの意見は具体的な改善案などが欲しかったです。 

（1）ワードクラウド                 (2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

防災教育と総合的な学習の時間の関係について、授業づくりを行い発表しました。外部の先生方からは、様々な

意見や評価をいただきました。 

外部の先生方は授業づくりに対して、専門的な知識や経験、視点を持って見てくれました。そのため気づかなか

った問題点や改善点、新たな発見や学びなどを指摘してくれました。 

外部の先生方は発表に対して、厳しい評価や質問をすることもありました。しかし、授業づくりをより良くする

ための貴重なフィードバックでした。外部の先生方の評価を参考にして、最終発表で改善につなげることができ

ました。 

外部の先生方は授業づくりに対して、賞賛や感謝の言葉も述べてくれました。、防災教育と総合的な学習の時間

の難しいテーマに挑戦し、真剣に取り組み、工夫しました。授業づくりは、外部の先生方にとっても参考になる

ものでした。 

外部の先生方の評価は、とても必要で貴重なものでした。、外部の先生方の評価を通して、授業づくりの難しさ

や面白さ、自分たちの考えの甘さや成長などを感じることができました。、外部の先生方の評価を活かして、今

後も授業づくりに励むことができるでしょう。 

  



 

 

 

⑫ 全体を通じてのご意見・ご感想をお書きください。 

この授業では、生徒たちが主体となって学び、授業を進めることができた。自分たちの活動を通じて、総合的な学
習の時間に必要な力や授業づくりを学ぶことができたと感じた。しかし、質問や指摘が的外れだったり、ネットの
接続不良があったりといくつかの問題もあった。それでも、総合的な学習の時間では、SDGs と関連付けた授業を
通じて、役に立つ知識を得ることができた。また、班員と協力することで達成感を感じたり、専門家の意見を聞く
ことで授業作りの参考になったりした。全体的には、この授業の満足度は非常に高く、実用的な内容だったと思わ
れる。ただし、学習の意図を理解していない人が多かったため、TA を各班につけるなどの工夫が必要だと感じた。
最終的には、授業を通じて多くのことを学び、充実した時間を過ごすことができたと感じた。 

（1）ワードクラウド                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

総合的な学習の時間に必要な力や授業づくりを学ぶことができたと感じました。自分たちが主体となって

進めていく授業は、とても力になるし、これからの参考になって良かったです。 

授業づくりにおいて、テーマの設定や授業の内容や方法の選択、授業の展開や進行、授業の評価や反省な

ど、様々なことを考えることができました。授業づくりは、とても大変で難しいことでしたが、自分たちの

授業が完成していく過程が楽しかったです。 

発表において、自分たちの授業づくりの成果や感想を他の人に伝えることができました。発表は、とても

充実した時間でしたが、ネットの接続不良や質問や指摘が的外れなど、困難なこともありました。発表へ

の耐性もつき、より改善すべき点も見えてきました。 

外部の先生方からの評価や意見を受けることができました。外部の先生方は、専門的な知識や経験、視点

を持って見てくれました。そのため、あなたたちが気づかなかった問題点や改善点、新たな発見や学びな

どを指摘してくれました。外部の先生方の評価や意見は、とても必要で貴重なものでした。 

この授業で身に付けた力は今後の教員の道の土台となるに違いないと感じました。この授業は、生徒・教

師の二つの視点が求められるので、どちらかに傾くのは良くないと学ぶことができました。この授業は、

とても有意義で実用性のある内容だと思いました。この授業は、とても楽しい授業で貴重な体験になって

よかったです。 



 

 

 

⑬ 後輩に向けて 

この授業では、生徒たちが主体となって学び、授業を進めることができた。自分たちの活動を通じて、総合的な学
習の時間に必要な力や授業づくりを学ぶことができたと感じた。しかし、質問や指摘が的外れだったり、ネットの
接続不良があったりといくつかの問題もあった。それでも、総合的な学習の時間では、SDGs と関連付けた授業を
通じて、役に立つ知識を得ることができた。また、班員と協力することで達成感を感じたり、専門家の意見を聞く
ことで授業作りの参考になったりした。全体的には、この授業の満足度は非常に高く、実用的な内容だったと思わ
れる。ただし、学習の意図を理解していない人が多かったため、TA を各班につけるなどの工夫が必要だと感じた。
最終的には、授業を通じて多くのことを学び、充実した時間を過ごすことができたと感じた。 

（1）ワードクラウド           (2)共起キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

（3）AI による要約 

授業を作る過程で、自分たちの班ではいろいろミスがあったため、よく回りの友達や先輩、外部の先生と連携し、
発表や授業づくりでミスをしないようにしたほうがいいということを伝えたいと感じた。 
グループで役割分担と集まる日、その日の目標をしっかり相談しながら進めるといいと思います。 
計画性が重要になる科目です。誰かがやればいいという考えは捨て、自分が行動するというのを意識するのが良
いです。 
最初は、曖昧な内容でもいいと思います。改善をするということが最も重要であると思います。 
発表練習を何度もすることが大切。様々な観点から物事を考え、いいテーマを設定してそれについて詳しく考え
てほしい。他の人の意見をたくさん聞けるいい機会なので参考にできるところはどんどん取り入れていくといい
と思います。 
頑張ってください。かなり大変です。ただ、妥協しないでやりきるととても清々しい気持ちになるのでしっかり
やった方がいいです。 
手を抜くことはできるけど出来ることを頑張ることでやりがいがあり、その経験があるか無いかが大きいことを
理解しておいてください。 
授業を一から作るという貴重な体験ができるので、ぜひ頑張ってほしいと思います。 
総合的な学習の時間の実施意図を考えてください。そのうえで、自身はどのような教員を理想としていて、どの
ような授業を自分だったら展開するのかを含めて授業計画を練ってみてください。 
とても大変だとは思いますが、良い経験になります。頑張っていただきたいです。何か困ったことがあれば、手
助けしてあげたいです。外部の先生のアドバイスは的確過ぎますが、そのいい方向に意見をとらえて頑張ってく
ださい。 
体験とエビデンス。何より見やすいスライドと声量。発表が命。 
ひとりでやろうとせず、誰かを頼ることは大事です。全力でやったら何でも充実すると思います。 
生徒全員がたのしいと思える授業を作ることが大事だと思います。 
自分たちのこだわりを保ちながら、外部からの評価の内容を受け入れて授業を構成することが一番大変でした。
すべてが終わってみると非常に良い経験になったと思います。 
思考錯誤を繰り返しながら、班で協力して行うと良いと思います。 
難しいテーマでも授業に落とし込めるかを考えられるのはいい経験になると思います。 
中間発表ではグダグダでもなんとかなる。諦めなければ 
準備には時間をかけてなんぼということを一番伝えたいと思いました。 
自分と同程度の熱量を持った人と組まないと、役割分担や作業が偏り、つぶれてしまう。 
発表に向けてさぼらず、頑張ってください。大変だと思いますが、必ず自分の力になる取り組みなので、頑張っ
てください。教科横断的な学びを取り入れる場合には自分がこれをやりたい、絶対にいいものだという思いも必
要ですが、相手側の分野に対しての敬意をもって慎重に行うべきだと思うので、気を付けつつ、様々な分野とつ
ながりのある活動をしてほしいです。 
先生になるためにとても大事な授業になると思うので真剣に行うべきである。思った以上に厳しい言葉をいただ
くことがあるが、気にしすぎないようにしましょう。 
大変だけどいい経験になったので、頑張ってください！ 
とても大変ですが、頑張ってください。振り返りシートを見て、さまざまな意見があっても絶望しないでくださ
い。なんとかなります。何事にも全力で挑戦してください。 
一つ一つ段階を踏み丁寧に取り組めば必ず良いものが出来上がる。ご意見を真摯に受け止め頑張ってください。
全力でやることが大事だと思います。科学的根拠の扱いには気を付けてください。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．資 料 
 

 

 

※  各アンケートの数値は、「1」が肯定  「6」が否定  を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 



 

 

 

「総合的な学習の時間」の時間で身に付いた一番の力は何ですか？ 

発表することに慣れてきた 

自分たちで一から考え発表する力 

調べたことをまとめて自分の言葉で発表する力 
食品ロスをテーマとしてやってきたが、これをもとにして生徒にどう伝えるか、何が大切なのかその重要性を伝えると
いうことが難しかった。そのように自分たちの考えていることを教えて実際やらせてみるということ、伝えることが難し
いものだった。 

教師側から授業をみること。 

実際に授業をすることになった時の気をつけるポイントを考えさせられた 

資料をまとめ上げ、発表を行う能力 

自分で授業構成をする力 

外部からの批評を受け取り、改善する能力 

主体的に学ぶ 

人前で発表する力 

何度も問題にぶつかったが、それに協力して解決する力 

ワークシートづくりの力 

生徒にとってどの様な学習が学びに繋がるのかという事を考える力。 

人に伝える力 

実践力と思考力 

生徒の視点にどのような力を身につけてほしいかを考え、そのためにどのようなプロセスをたどるべきかを考える力 

班活動を円滑に進めること 

発信力 

ワークシートづくり 

生徒目線になって授業を作る 

自分で考える力と周りを見て計画し改善をする力 

グループで一つの目標に向かって活動し、協力する力。 

忍耐力 

本当に伝わっているか、実現可能か、など生徒目線と教員目線の二つの角度から考える思考力 

人の前で発表する力 

計画的に活動すること 

プレゼンテーション能力・主体的に活動する力 
テーマを決めてから、そのテーマに沿った授業の組み立て方が分かったため、0から 1スタートが切れた気がしたた
め、授業構成の基本を身に付けられたと思います。 

表現力 

自分たちでまとめ、発表をする力 
聞いている人（生徒）が興味を引く授業にするべく、説明を淡々と話すのではなく目を見たり、抑揚つけるなど飽きさせ
ない意識が出来たと思う。 

計画力 

自分たちで 0から授業づくりについて考え、作成していく力 

仲間と協力して一つの目標に向かって頑張る力や聴き手に配慮した発表をするための表現力 

発表する力 

生徒たちがより理解しやすいような授業、また思考力を身につけさせるような授業を組む計画力が身に付いた 

想像力 

改善力 

  



 

 

 

「総合的な学習の時間」の時間で身に付いた一番の力は，どのような学習場面でつけることができましたか？ 

  

班員でテーマを決めそれのために調べ、話し合い、発表し、振り返りなどの場面。 

学習はっぴ 

パワーポイントもわかりやすくすることで板書を簡潔に書く重要性が大切であると感じた。 

授業内容を考える場面や授業構成を考える場面。 

教育現場だけでなく、発表の原稿を作り抑揚をつけ自分の意見を述べることは社会現場でも多く活用できると思う 

実際の発表 

発表資料を作成する段階 

中間発表後の資料再構成 

発表（自分の班の反省点や良かったところを外部の先生や学生に評価してもらうことで気づくことができた） 

発表の練習をする時 

中間発表からの改善する場面で、一から組み立て直すとなった時 

資料づくり 

中間発表を終えて、様々な指摘を受け、その意見をもとに改善をした時。 

発表、ご指摘いただいたことから改善する事 

実践力は発表の場面で、思考力は資料作りや話し合い。 

ワークシート作り 

発表の準備をする際に、担当すること、またやったことの報告をする場面でつけることができたように思う。 

教える 

資料作成 

授業作り(内容、授業の進め方、ワークシート作成など) 

計画をして改善を行うとき、また新たに知識を身につけた時 

模擬授業や授業計画を立てて、発表できる内容に仕上げるとき 

授業内容、スライド作成をほぼ 1人でやったとき。 

授業構成を考える場面や、パワーポイントを作る場面 

発表を通してつけることができた 

3 ヶ月という期間で計画を立て、中間発表後に状況に応じて計画を建て直しながら授業つくりを進めて行ったところ 

本番の発表や本番前の練習 

一人では授業の構成を考えることは難しく、班の人と意見交換をしている過程で身に付けることが出来たと感じました。 

生徒に質問などされた際にしっかり話せる。 

実際に発表したり、その前のまとめをする場面 

授業の計画、何を学ばせたいのか、ワークシート作成、フィールドワークにおける注意点 

調査をしたり、授業計画を立てたりしたとき 

班の人達との発表内容に関する話し合い  

先生方からの質疑応答の時、パワポ作成 

実際に発表を行う上で身につきました。 

グループ全体でワークシートを作成する場面や、授業計画を立てている場面 

授業計画を考える上で、常に生徒の意欲が欠けないようなアイデアを出し合っている時。 

班員の資料をわかりやすく直したり、全員で意見をまとめたとき。 

 

  



 

 

 

「総合的な学習の時
間」の時間で問題解決
能力を身に付けること

ができた 

「総合的な学習の時間」の時間で課題達成能力がどのような学習場面で身に付けられま
したか？ 

3 パワーポイントをつくるとき 

3 最初に SDGsに沿った課題、問題点を探しそれをどう生徒に理解させながら、解決にもっ
ていくかを調べたときに身についた。 

3 班のみんなで、まとめた時に問題点を解決するために試行錯誤したこと 

2 仲間と協力し、一つのものを作り上げる協調性が大切であった。 

3 いろんな人の意見を知る場面。 

2 評価そ受けどのような改善をしたらいいか考えた 

2 様々なタスクを並列で処理しているとき 

1 発表後のフィードバック 

2 中間発表後の資料再構成 

5 班員で話し合うこと 

2 中間発表でアドバイスされたことをどのように受け止めて改善すれば良いかなどを考えた
ことで身につけられたと思った。 

2 生徒にどうやって理解させるか考えた時 

4 話し合いなどの場面 

2 発表のまとめを行なっている時。 

2 中間報告から改善すること 

1 中間報告を受け、課題を見つけて改善していく場面。 

1 中間報告からの課題をどのように対処するか考える場面 

2 中間発表で得られた評価から、自分たちなりに解釈し最終発表に向けて計画を練り直した
点。 

1 一個の提案がダメでももう一つ二つと変えて成功に辿り着く 

1 自分で疑問に思ったことの調べ学習 

1 授業づくりを通して、実際に生徒目線で授業を行った時や、評価シートを元に最終報告に
向けて改善した時 

1 発表会の後や意見をもらい考えた後 

2 発表練習の時 

5 中間発表、最終発表 

2 自分たちで立てた目標に対して、授業計画を立てる場面 

1 中間発表後の相互評価を受け、最終発表への準備をする段階で身に付けるた 

2   

2 他の班と、発表を見せ合い、フィードバックを行った。 

2 中間報告からの改善点を見つめなおして、よりよい報告に手直ししている時に身に付けら
れたと感じました。 

2 ジェンダーという難しい問題に向き合い自分たちで設定した目標を達成しようとしたときに
身に付いた。 

2 発表の準備をする場面 

2 この授業が根本的に SDGsのつながりがあるのか、何を生徒に学ばせたいのかという計
画段階にて身についた 

2 中間発表から最終発表までの間で思うように進まなかった期間 

1 中間発表でご指摘を受けた内容に対する改善策の模索 

2 仲間と協力して資料を作成した際 

3 調べて、パワーポイントに発表資料としてまとめた時 

2 中間発表でさまざまな視点からアドバイスや課題をいただきそれを修正しようとした場面 

2 中間報告でいただいた意見から、自分たちの問題を見つけ、それを解決するために取り
組んでいたとき。 

2 中間発表の意見をもとに、資料を作り変えたとき。 

 



 

 

 

「総合的な学習の時
間」の時間の取組で自
己有用感が高まる。 

「総合的な学習の時間」の時間の取組で自己有用感が高まった方はどんな学習場面でそう
感じましたか？ 

4   

3 
一人一人に役割があり、期日も決めていたたとき、また自分が調べまとめたことが発表で
高評価を受けたとき。 

4   

2 質問などで外部の先生にスライドを褒められた時。 

4 主体的に取り組んだ。 

2 発表がうまく行っていい評価をもらった時 

2 先生方のフィードバックを読んだとき 

1 発表後のフィードバック 

2 発表資料の再構成を行った後の発表で、改善が見られたと評価を受け取れた時 

5 自分が作ったスライドや実験動画を高く評価してもらったこと 

2 
どうすれば自分たちも SDGSに貢献できるかについて考え、大きな影響力は無いかもしれ
ないけれどできることはあるのだなと感じました。 

3 内容で困っている班員にアドバイスをしてあげられた時 

3   

2 班の仲間が自分の意見に納得してくれた時。 

3 仲間と協力して授業を作ること 

1 スライド作りや発表練習などで自己有用感が高まったと思う。 

2 ワークシートを作り、それが評価していただけた場面 

2 任された仕事を達成した時に、班員に感謝してもらったこと。 

1 完成した時 

1 新聞の発表をだして評価される 

1 評価シートや質問などで、「良いと思います」「面白い取り組み」などのコメントを頂いた時 

1 計画を立ててやり切り、成果を得た場面 

2 パワーポイントの作成の際 

3   

2 最後に発表を終え、質疑に対して臨機応変に対応できたとき 

3 パワーポイントを作成している際 

2 
グループ内で役割分担をしながら進めて行った時に、役割を決めたら責任感が高まり、より
良くしようと個人個人がそれぞれ精一杯活動していた時 

2 最終発表においてその発表の中でも肝となるような部分の発表をしたところ 

2 
自分たちの発表に対して、賛否両論ありましたが、コメントをしてくれたという点において感
じました。 

2 パワポ作成の時 

2 パワポを作成している時 

3 班で活動するうえで意見の交流や情報収集を全員が理解できているのかという点 

2 
追加調査や授業計画を自分で立てた時、発表後に先輩からあなたは発表がうまかったと言
っていただいたとき 

1 自分の担当範囲の作成及び発表がうまくいったとき 

2 仲間と協力して作成した資料を評価された時 

2 自分の意見が採用され、授業づくりの内容にかかわれた時 

1 中間発表から最終発表までで変化をつけられたところ 

2 中間報告や最終報告を通していただいた、Google フォームの評価から。 

3 発表が終わったとき。 

 



 

 

 

「総合的な学習
の時間」の時間
の取組で社会貢
献が考えられる
ようになる。 

どんな社会貢献が考えられるようになりましたか？ 

3 なんでも捨てない、リサイクル、リデュース、リユース 

2 
自分は生活排水について考えたため、単純に生活排水についての理解が深まった。そのため、この
活動を生かし友達や知人に説明していく。 

4 
教育と SDGS との関わりについて考えられたので、今まで自分が気にしていなかった深いところまで
プラスチックと衣類のことについて考えるようになった。古着やおさがりなど積極的着るようにしたい 

3 食品ロスが環境にどのような影響を与えるのか。 

4 様々な人の視点で物事を捉える。 

2 
自分の意見をいうことで自由な意見を発言してもいいと思える。これが生徒にも伝わり自由にしてい
いと思えるような工夫がしたい 

3 地域への参加意思の向上 

1 環境問題を改善する方法 

3 災害に関する身近な問題を認識し、自分たちにできる行動を知って発信する 

5 課題に対する対策を行うことで生活排水を少なくすることができる 

2 環境保全を自分でもできる小さなことからやり始めることが大切だと感じました。 

2 ワークショップを開いても面白いと思った 

5 森林資源やリサイクルについて 

2 具体的な水害対策。 

2 視覚障害者と共に生きていくこと 

1 SDGs と組み合わせて環境や防災、国際理解などに貢献できる 

1 住んでいる町の環境を良くする 

2 板倉町と渡良瀬遊水地の環境保全についてどのような方法があるのか考えられるようになった。 

1 知らない人に伝える 

3 自然を守る 

1 全ての班において、授業で行ったとこが必ず社会に役立つものだった。例えば、環境問題など 

1 環境に対してより考えられるようになった 

2 プラスチック問題に対する改善案と注意喚起 

5 SDGs を意識した日常生活を送る 

2 
社会問題について学び、その問題に対する意識の改善をすることで社会問題が解決するきっかけ作
り 

1 
板倉町における防災対応で、高齢者や障害を持った人への対応がどのように必要なのかということ
が分かり、社会的に貢献できるのではないかと感じた 

2 環境 

2 プラスチックの清掃活動 

2 次世代を築く子どもの育成で社会貢献に繋がると感じました。 

1 ジェンダーについて考えてパワポ作成したとき 

2 SDGsのことについて深く考えさせられました。 

2 社会で SDGsが関係している活動は本当に意味あるものなのか 

3 衣類からマイクロプラスチックが出ることは調べて初めてしったため、長く大切に着ようと思った。 

1 環境保全について、自分たちにできることを考えられるようになった 

2 現段階で起こっている社会問題について今自分ができることについて考えられるようになった。 

4 食品を取り扱う上での食べ残しをなくすこと 

3 自分たちが知らない食品ロス問題の解決や、環境問題の解決へ向かうための行動など 

2 
身近な地域問題に取り組もうとすることや、実際に取り組むだけで、小さなことでも社会貢献に繋がっ
ていることに気づくことができた。 

4   
自分で国や社会
を 変えられると
思うようになった どんなことを行って，  自分で国や社会を 変えられると思いますか？ 



 

 

 

5 自分の力では変えることはできないと思う 

3 
自分一人で国は変えられないと思う、でも人一人なら変えれられると思う。それが繋がっていきいず
れ国が変わると思う。だからまずは身の回りの人に SDGsについて話していく。 

3 新しい服を無闇にかわない！ 

3 少しでもいいので日常の意識を考えることで少しずつ変わると感じた。 

6 1人では変えられないと思う。 

3 まずは発言する権利があると思わせる 

4 まずは選挙に行く 

6 自分ができる行動をすること。 

3 周りの意見を聞きながら、自分の考えをもって行動すること 

5 生活排水の問題を広めることができた 

3 
自分一人では国を変えることなんて無理なので、それを生徒に教えて協力させることで変えられるの
ではないかと感じました。 

3 生徒が身近な問題に興味を持ってもらえるようにする。 

2   

4 各家庭にタイムラインを作成して、災害に備える。 

3 色んな方の気持ちを考えてそれに沿った行動をする 

3 国や社会となると大きくなるが、身の回りの環境の整備はできると思う。 

2 自分１人の努力だけでは変えられないため、周りを巻き込めれば変えられると思った。 

4 何かしらの方法で社会に発信する。 

1 存在 

3 緑を守る 

2 
まずは課題を見つけ出しそこからできることを探す。できるところからやる。そのためには、興味を引
き出す話をする必要がある。 

1 まずは問題に直面した時考えて、ほかには無い意見を考えた時 

3 周りの人への地道な呼びかけ 

2   

4 
あまり変えられるとは思わなかったが、子供たちの意識を変えさせることで社会を変えるきっかけにな
ると思った。 

1 選挙などに参加することで、自分で、国や社会を変えることができると感じた 

3 

今回のように SDGS と絡めた問題解決に向けた授業を展開して、自分がそれについて調べて理解を
深めると共に授業として伝えみんなで考えていくことで社会問題について知り理解を深めるきっかけ
を作ることで 

2 プラスチックの使用について工夫する。 

2 
自分たちの考えた意見を恥ずかしがらず正々堂々と発表していくことで少しでも国や社会を変えられ
ると思いました。 

3 積極的に問題にぶつかっていく 

2 実際にジェンダー平等のことについて調べ、国のことについてよく考えるきっかけとなった。 

4 SDGsが何に当てはまるのか身近の中で理解し、行動に移せることで変えられる。 

3 多くの人に知ってもらって意識してもらうことで変えられるのではないでしょうか 

2 環境問題に対して一人一人が考えられる取り組みについて発信する 

2 自分たちが教師になって生徒に偏見のない授業をすること。 

4 健康な食品をたべて健康寿命を延ばすことで国全体の健康がよくなる 

3 
自分一人では困難であるが、ゴミの量を抑えたり、社会問題の現状をよく理解することが社会を変え
るための第一歩だと思った。 

3 
教員の観点から考えると、生徒に「自分で国や社会を変えられる」と思わせるような授業づくりを行う
ことで、生徒だけでなく教員である自分自身の力でも変えられると思う。 

5   

 

  



 

 

 

総合的な学習の時間を通じて「授業づくり」 という視点で考えをお書きください。 

難しい 

先生は本当にすごいと感じた。一つの授業を考えるだけでとてつもない時間を使ったのにそれを毎日何時間も行って
いると思うとすごい。 「授業づくり」という視点では生徒にどれだけ分かりやすく興味を持たせるかが大事だと思う。 
自分で考えて相手に伝えるという授業づくりは色々な視点を考えるのがとても大変だと思いました。 

生徒に教えるという授業作りは難しいものであった。 

生徒の興味を引く授業というのはつくるのが難しいのだと感じました。 

授業は先生が計画を立てるが、作るのは生徒と先生なのだと感じ、聞き手の伝わりやすさにもう少し重点をおいた授
業作りがしたいと感じた 
指導要領に沿って作成するという主題に大使、総合はイレギュラーな部分が多いため、授業を模索する参考になっ
た。 
授業づくりと体験学習を別にして授業を構成しないとこの学習は難しいと思います。 

自分たちの伝えたいことを相手に正確に伝えることの難しさを学んだ 

フォントや背景など、細かいところに気づくことができた。授業プリントでも、順番や文字の大きさなど指摘してくださっ
た内容から学ぶことができた。 
最初は、外来種活用方法として、外来種であるタンポポを食べてみるとか考えていたのですが、面白いと感じる生徒
もいれば、躊躇する生徒も出てくると思ったので、誰でも楽しくできる、しおり作りに変更しました。クラス全員が楽しく
できることを考えることは大切だなと感じました。 
とても難しく、1日では考えることも出来なかったと思う。 

どうすれば効果的か、一つ一つの行動に意味を持たせる必要があるというのが難しかった。 

授業構成を考える難しさを体感しました。 

どんな授業でも正解はないのでこれが正解だと思えるようにしていくしかないと思った 

授業づくりでは、生徒主体としてや教員の目線などいろんな面で考えるのが難しかった。 

授業計画から構想まで一人で考え抜くのは非常に時間と労力がかかると感じた。 

授業時間を想定して良く作りこめたと思う。 

順序、教え方、これが大事だと思った 

なんとか授業を行えるくらいになった。 

生徒目線になって授業を作ることがとても大切だと考えさせられた。自分では考えていなかった視点から指摘を受
け、色々な立場の人から意見を貰い授業を作ることが出来たらいちばん良いと思った。 
計画から意見をもらうまでの計画力をつけられる 
グループでたくさん話し合い、改善を繰り返してもまだまだ改善の余地があると感じました。授業作りには根気強く改
善に向かう力が必要だと考えます。 
主要五科目以外の授業で意味を持たせて活動させるのは難しいと思った。 
授業づくりで大切なのは、生徒への投げかけだと思いました。教えるだけが授業ではないのかなと思いました。生徒
の満足度を高めることが重要なのではないかと考えだからこそ投げかけが大切であると考えました。 
防災教育と総合的な学習の線引きをすることが難しいということを講評いただき、授業づくりの際に気を付けなくては
ならないと感じた 
授業作りは期間によって内容の深さや活動内容が全く異なるのでテーマや目的を念入りに立てる必要があると感じ
た 
計画実践改善という流れをこの学習を通じて必要であると実感した。 

授業作りは、思っていた以上に難しく生徒のどんな力を育成したいのか、留意点はどこか考えることばかりで苦戦し
ました。今後も授業作りに関しては苦戦すると思いますが、形になるまではコツコツ頑張っていきたいと思いました。 
とても難しく、先生方はここまで深く考えていたのが分かった。 

授業づくりは、漠然とした目標だけでは授業は成り立たないと改めて分かった 

自分がやりたいと思っても、学ばせたい視点がずれたら意味がないと学んだ。 

制約などは特になく、大まかな内容を決めるだけだったのにたくさんの時間を使ったし不足部分が多々あったため難
しさを改めて感じた。 
実際に授業づくりを行って、その難しさを知ることができた 

実際に授業づくりを行うことでとても難しいと感じた。 

生徒がいかに目的であることを身に着けることができる授業を行うことができるかとても細部にまで気を配る必要が
あり大変であると感じた。 
授業を作るというのは、とても大変なことであり、授業の取り組みや内容が生徒たちの理解度を左右するのだと実感
した。 
「総合的な学習の時間」ということで、テーマ選定から実際の計画まで理科とはまた違った難しさがあり、ぶつかる壁
も多かったが、とても良い経験になったと感じている。 
総合的な学習の時間を通じて「外部の方々からの評価」 という視点で考えをお書きください。 



 

 

 

  

外部の先生からの評価をもらう機会は今までに全くなかったため、こんな視点を持っているのかと驚くことがたくさん
あった。 
パワーポイントのまとめの文字や資料を見ずに発表できるようになりたい。 

外部の先生からの意見を通していつもはこない質問に驚いた。このことをは踏まえて頑張りたいと感じた。 

テーマに対して特化した知識を持っている方もいて、とても貴重な意見をいただけたと思いました。 

外部の先生が発言しにくい(時間の関係)  メッセージを長々書くしか無いからビデオを撮って共有しておくなど文章を
より詳しくかけるような工夫があるといい 
とてもありがたいものである。我々は東北工業大学の佐々木先生にかなりお世話になったが、専門的な意見をいた
だけることはそれぞれの経験、成長につながると考えている。 
内部の意見よりも外部の方の意見がもっと聞きたかった。 

自分たちだけでは考えられなかった視点も多く、視野を広げることができた 

厳しい意見がたくさんあり、発表を評価してくださったことが、15回頑張った成果があったと思うことができました。わ
がままな意見ですが、具体的改善案などの意見が欲しかった 
メダカの DNAが東日本と西日本で違うと言っていたことに驚きました。確かに、今回の活動だけでは、環境に大きな
影響はないと思いますが、今の環境問題を知ってもらうだけでも、なにか意味があるのではないかと感じました。 
自分達では思考できない領域から鋭角の質問をしてくださるのでたまらないものがあると思う。 

立場が違う方からの意見というのは参考になるなと中間発表、最終発表を通して感じた。 

実際に災害の経験がある教授の意見がとても参考になりました。 

自分たちでも気づかなかったところをご指摘いただいたので貴重だと思った 

外部の方からの質問などいろんな視点を知れたのでとても勉強になった。 

厳しい意見に対して、何でだよ、正直感じる場面があったが、そのご意見がなかったらグズグズな最終発表になって
いると思うと、非常に救われたと感じた。 
外部からの厳しめの評価により、最終発表に良い変化が得られたと思う。 

厳しめな言葉をもらった時はびっくりした 

どうしても伝えたいことと伝わってることが変わってしまっている。 

一言ではなく、丁寧に意見をいただけてとても嬉しかった。批判的な意見などもあったが、そちらの方が逆によく見て
いただけているんだと思えた。 
新たな発見、専門的な視点でみられる 

外部の先生に詳しい方がいらっしゃり、その意見を取り入れていい授業にできた。 

貴重な意見が多く聞けて良かった。 

学生からの意見ではなく、その道に精通している先生方からの意見はとても新鮮でなかなか聞けない角度の意見を
聞くことで新しい考えを持つきっかけになると思いました 
外部の方々からの評価はとても必要なものだと感じ、自分たちの発表に必要な点を指導していただけるためとてもあ
りがたい。 
想定外の評価や少し意地悪に感じる評価もあるけれど、その中でも全て参考にしたらよいとは思うが、自分達がそう
すべきだと思う評価を選びながら改善していけば良いと思った。 
厳しい評価ではあったが、最終発表で改善につなげられたので良かったかと思う。 

外部の方々からの意見は、とても貴重でキャリアが異なるため、自分たちの考えはかなり甘いと感じることが多々あ
りました。 
多種多様な意見があり、自分の考えの甘さがあった。 

自分たちが思ってないような観点からの指摘を聞くことができた。 

SDGsに繋がるものなのかと改めて考えさせられました。 

とても貴重な意見をいただける機会だったと思う。 

厳しいご意見を多くいただきましたが、芯を捉えた内容が多く、自分たちの活動をより良くするための参考になりまし
た 
自分たちが考えられない観点からの評価であったので成長することができた。 

現職である方などから自分たちが考えただけのものに実際に経験がある質問をいただけたことはありがたかった。 

外部の先生方たちからは発表内容だけではなく、パワーポイントの見せ方や字体の重要さなどを学ばさせていただ
き今後自分たちが同じような場面に立った時にとても役立つと思いました。 
中間報告や最終報告前に他班に見てもらう機会を設けたりもしたが、発表後の質疑応答や Google フォームの評価
を見ると、外部の方々は学生とはまた違った視点で見ていただいていて、とても参考になる意見が多かった。 
ちゃんと授業として行えるか、本気で考えてくださり、授業構成を考える上でとても参考になりました。 

 
全体を通じてのご意見・ご感想をお書きください。 
話し方が上手だと内容があまりなくても上手に聞こえる 



 

 

 

この授業は今までやってきた先生に言われたことをただ行ってきた授業とはまるで違い主体的に動かないと何もで
きないものだった。 
自分が知らなかったことについて理解することが出来たので、またこの授業があったら改善したい部分を改善してよ
りよい授業を考えたい。 
スムーズに進められ、それぞれいい発表であった。 
新しい視点で授業を捉えることができたと思いました。総合の時間に対する考え方も正しいものを得られたと思いま
した。 
楽しいと言うより充実した時間だった。自分の役割に責任を持つこと、発表をすること、評価を受けた後にどうする
かなど考えることが多かった。とてもよかった。 
テーマの設定が大きな分岐点となると考えているため、慎重に取り組む必要があると思っている。 
この学習の意図を分かっていない人が多すぎる印象でした。TAを各班につけるなど工夫が必要になると思いま
す。また、やる気のない人とやる気のある人をどういう風に扱うかも問題だと思います。正直者が馬鹿を見る授業で
は意味ないです。 
非常に難しく苦労も多かったものの、0から授業を作るという点で良い経験になった 
今回の授業を通して、全 15回で取り組んできた時間がとても貴重な時間だと感じました。スライドやワークシートな
ど、発表を行わないと気づけないこともありました。ろ過の実験や水の評価など、生徒にとって貴重な体験になるよ
うな授業ができたことが良かったと思いました。 
最後の発表では科学的根拠がずれてしまったり、動画が見えないという問題もありましたが、これらの経験を次に
生かしていきたいと思います 
主に班長が中心となって話し合いながら全体的な流れを決めて行きました。なかなか板倉を見渡すことがなかった
のと、渡良瀬遊水地に行ったことがなかったので、自然と触れ合う良い機会になったと感じました。発表も今まで 1
番上手く話すことができたと思ったので、個人的には満足です。 
14回に渡って、それぞれ活動し、他班に負けない内容を考えることはとても難しいと思う。 
長かったようで準備に入ると時間がなくてあっという間という印象でした。発表も準備もいい経験になりました。 
生徒に学びのある授業を作成すると同時に自分自身も学びのある時間になりました。 
長期的な授業を作る経験はあまりないと思うので貴重な経験をすることができて楽しかったです。 
総合的な学習の時間では、SDGs と関連付けた授業を各班いろんな発表で聞けたので今後にも役に立つと思うし、
SGDsの理解が深まったのがとても良い授業であると感じた。 
とても大変であったが、すごいいい経験になった。 
最終発表時にネットの接続不良が多かった。 
楽しかった 
授業じたいはとても有意義なもので良かった。だが、ビデオクリップいるのだろうか 
どの班も個性豊かな発表で面白い授業だった。自分の力不足を感じる場面、逆に自信を持てる場面など様々あり、
良い授業だった。 
計画をして行う難しさを学びました。この経験は大きかったです。 
様々な人の意見や専門家の意見を聞き入れて、授業作りはどのようにするべきか感じることが出来ました。また、
班員のみんなと協力することに達成感を感じました。 
やりきった。つかれた。 
最初はなかなかうまくいかないことの連続だったが、やることが決まってそれがはまっていくととても充実したものに
なった。教職に対してのモチベーションがあがって教員を目指そうと思いました。 

自分たちの活動を通して、総合的な学習の時間に必要な力や授業づくりを学ぶことができたと感じた。 
このように自分たちが主体となって進めていく授業はとても力になるし、これからの参考になって良かったです。しか
し質問や指摘が的外れというか、そういうのもあって残念でした 
発表を集中して聞きたいので、もう少しアンケートを減らしていただけるとありがたいと思います。 
この授業で身に付けた力は今後の教員の道の土台となるに違いないと感じました。そのため、その土台をもっと固
くしっかり築いていけるように様々な取り組みをしていきたいと感じました。 
最後はとても楽しい授業で貴重な体験になってよかった。 
最初はとても不安でいっぱいでしたが、無事に終えることができました。とても大変な授業でしたが、これから授業を
行うにあたって、このような大変なことは簡単に乗り越えないといけないと実感しました。 
この講義は、生徒・教師の二つの視点がもとめられるのでどちらかに傾くのは良くないと学ぶことが出来た。 
様々なことを考えながら、実際にやってみたり調べたりそれらを整理したりととても大変だったと感じる一方で、やっ
ておいて良かったと思います。授業構成の部分で問題があったため、これを事前に指摘していただけたことでトラブ
ルの回避につながったと思います。 
最初は大変で難しい内容だと感じていましたが、作業をしていくうちに総合について学ぶ重要性とグループで学び
考え、発表を行うことの楽しさを知ることができました。 

最終発表で聞けなかった班があったので少し気になります。 
中間発表で大幅な路線変更により、最初の目的からそれてしまったことで作りたかった授業とは言えなかったが、と
ても満足のいく授業ができたと感じた。 

全体的にこの授業の満足度は非常に高く、とても実用性のある内容だと思いました。 

ネットの接続不良が気になったが、どの班も動じず発表を進めていることに、とても芯が強く、良い印象を抱いた。 
初めて 1から、しかも長時間の授業構成を考えました。大変なこともありましたが、自分たちの授業が完成していく
過程が楽しかったです。発表への耐性もつき、より改善すべき点も見えてきました。これからの未来にとても役立つ
力を貰い、感謝の気持ちでいっぱいです。お疲れさまでした。 

 
後輩に向けて一言，お書きください。 

頑張ってください 



 

 

 

先生になるためにとても大事な授業になると思うので真剣に行うべきである。思った以上に厳しい言葉をいただくこと
があるが、気にしすぎないようにしましょう。 

大変だけどいい経験になったので、頑張ってください！ 

様々な観点から物事を考え、いいテーマを設定してそれについて詳しく考えてほしい。 

がんばってください。 
手を抜くことはできるけど出来ることを頑張ることでやりがいがあり、その経験があるか無いかが大きいことを理解し
ておいてください。 
頑張ってください。かなり大変です。ただ、妥協しないでやりきるととても清々しい気持ちになるのでしっかりやった方
がいいです。 
総合的な学習の時間の実施意図を考えてください。そのうえで、自身はどのような教員を理想としていて、どのような
授業を自分だったら展開するのかを含めて授業計画を練ってみてください。 
自分たちのこだわりを保ちながら、外部からの評価の内容を受け入れて授業を構成することが一番大変でした。すべ
てが終わってみると非常に良い経験になったと思います。 

科学的根拠の扱いには気を付けてください 

生徒全員がたのしいと思える授業を作ることが大事だと思います。 

振り返りシートを見て、さまざまな意見があっても絶望しないでください。なんとかなります 

難しいテーマでも授業に落とし込めるかを考えられるのはいい経験になると思います。 

思考錯誤を繰り返しながら、班で協力して行うと良いと思います。 

全力でやることが大事だと思います。 

発表練習を何度もすることが大切。 

とても大変ですが、頑張ってください。 

頑張ってください。 

頑張れ！！ 

中間発表ではグダグダでもなんとかなる。諦めなければ 

一つ一つ段階を踏み丁寧に取り組めば必ず良いものが出来上がる。 

何事にも全力で挑戦してください。 

他の人の意見をたくさん聞けるいい機会なので参考にできるところはどんどん取り入れていくといいと思います。 

自分と同程度の熱量を持った人と組まないと、役割分担や作業が偏り、つぶれてしまう。 

ひとりでやろうとせず、誰かを頼ることは大事です。全力でやったら何でも充実すると思います。 
授業を作る過程で、自分たちの班ではいろいろミスがあったため、よく回りの友達や先輩、外部の先生と連携し、発表
や授業づくりでミスをしないようにしたほうがいいということを伝えたいと感じた。 

グループで役割分担と集まる日、その日の目標をしっかり相談しながら進めるといいと思います。 

最初は、曖昧な内容でもいいと思います。改善をするということが最も重要であると思います。 

準備には時間をかけてなんぼということを一番伝えたいと思いました。 

頑張ってください 

発表に向けてさぼらず、頑張ってください。 
計画性が重要になる科目です。誰かがやればいいという考えは捨て、自分が行動するというのを意識するのが良い
です。 
教科横断的な学びを取り入れる場合には自分がこれをやりたい、絶対にいいものだという思いも必要ですが、相手側
の分野に対しての敬意をもって慎重に行うべきだと思うので、気を付けつつ、様々な分野とつながりのある活動をして
ほしいです。 

大変だと思いますが、必ず自分の力になる取り組みなので、頑張ってください。 

ご意見を真摯に受け止め頑張ってください 

外部の先生のアドバイスは的確過ぎてむかつきますが、そのいい方向に意見をとらえて頑張ってください。 

授業を一から作るという貴重な体験ができるので、ぜひ頑張ってほしいと思います。 
とても大変だとは思いますが、良い経験になります。頑張っていただきたいです。何か困ったことがあれば、手助けし
てあげたいです。 

体験とエビデンス。何より見やすいスライドと声量。発表が命。 
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